
要
旨
藤
原
清
輔
編
「
和
歌
一
字
抄
』
は
、
井
上
宗
雄
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
原
撰
本
・
中
間
本
・
流
布
本
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
そ
の
中
の
原
撰
本
に
分
類
さ
れ
て
い
る
四
本
を
対
象
と
し
、
谷
山
茂
氏
旧
蔵
本
（
京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
現
蔵
）
を
底
本

と
し
て
、
内
閣
文
庫
本
全
文
を
そ
の
左
に
配
し
、
三
康
図
書
館
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
異
同
を
下
欄
に
配
し
て
、
校
本
を
作
製
し
た
。
前
に

解
説
を
付
け
る
。

藤
原
清
輔
編
『
和
歌
一
宇
抄
』
原
撰
本
系
統
の
校
本
作
製
の
試
み

中

村

康
夫
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藤
原
清
輔
の
編
ん
だ
『
和
歌
一
字
抄
」
は
、
類
題
和
歌
集
で
あ
り
、
歌
題
中
の
一
字
（
ま
た
は
二
字
）
に
よ
っ
て
和
歌
を
分
類
・
掲
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
字
ま
た
は
二
字
は
、
動
詞
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
名
詞
・
形
容
詞
と
し
て
も
、
方
角
、
距
離
感
、
天
気
、

季
節
感
、
時
間
、
風
土
な
ど
、
そ
の
題
に
お
い
て
歌
を
詠
む
場
合
に
中
心
的
感
性
を
な
す
概
念
語
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
題

詠
に
よ
る
作
歌
の
手
引
書
と
い
う
性
格
二
新
編
国
歌
大
観
第
五
巻
』
解
題
、
『
和
歌
大
辞
典
」
福
崎
春
雄
氏
担
当
項
目
）
か
ら
し
て
も
、

基
本
的
に
は
そ
う
あ
る
べ
き
一
字
と
い
え
よ
う
。

ｊ
清
輔
の
「
和
歌
一
字
抄
」
の
諸
本
研
究
は
、
井
上
宗
雄
氏
の
研
究
（
「
原
撰
本
和
歌
一
字
抄
に
つ
い
て
」
立
教
大
学
日
本
文
学
第
四
十

村仲
四
号
な
ど
）
が
総
合
的
で
あ
り
、
原
撰
本
系
統
の
本
文
は
、
小
内
一
明
氏
に
よ
っ
て
内
閣
文
庫
本
が
（
「
翻
刻
紅
葉
山
御
文
庫
本
和
歌
一

洲
字
抄
」
大
東
文
化
大
学
「
日
本
文
学
研
究
」
第
四
号
）
、
小
内
和
子
氏
に
よ
っ
て
宮
内
庁
書
陵
部
本
が
（
「
書
陵
部
本
『
和
歌
一
字
抄
』

の側
（
一
五
五
・
一
○
八
）
Ｉ
翻
刻
と
解
題
ｌ
」
井
上
宗
雄
編
『
中
世
和
歌
資
料
と
論
考
』
所
収
）
、
ま
た
、
中
間
本
の
本
文
は
小
内
和
子
氏

榊
に
よ
っ
て
井
上
宗
雄
氏
蔵
本
が
（
大
東
文
化
大
学
「
日
本
文
学
研
究
」
第
八
号
）
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
井
上
氏
の
研
究
に

の統
導
か
れ
て
本
文
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
成
果
も
着
実
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
久
曾
神
昇
氏
は
、
「
日
本
歌
学
大
系
別
巻
七
」
に
お
い

系鮴
て
、
流
布
本
系
三
本
の
写
本
か
ら
橘
長
頼
本
を
軸
に
本
文
を
紹
介
さ
れ
、
『
新
編
国
歌
大
観
第
五
巻
』
の
井
上
氏
・
西
村
加
代
子
氏
の
書

順
陵
部
本
（
一
五
○
・
六
五
三
）
の
翻
刻
解
題
と
と
も
に
、
流
布
本
系
の
本
文
研
究
に
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
妹
尾
好

抄辛
信
氏
は
、
稲
賀
敬
二
氏
蔵
本
を
紹
介
さ
れ
（
「
増
補
本
系
『
和
歌
一
字
抄
』
諸
本
考
・
序
説
ｌ
丹
鶴
叢
書
本
と
は
別
系
の
一
伝
本
に
つ
い

柵
て
ｌ
」
「
古
代
中
世
国
文
学
」
第
五
号
）
、
「
丹
鶴
叢
書
本
和
歌
一
字
抄
研
究
基
礎
資
料
稿
』
を
ま
と
め
ら
れ
た
。

鱸
『
和
歌
一
字
抄
』
の
諸
伝
本
は
、
丹
鶴
叢
書
本
を
除
い
て
す
べ
て
写
本
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
筆
者
が
調
査
で
き
た
り
、
あ

雛
る
い
は
情
報
と
し
て
知
り
得
て
い
る
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
諸
本
を
分
類
・
整
理
す
る
に
当
た
っ
て
の
名

藤
称
（
原
撰
本
・
中
間
本
・
流
布
本
）
は
、
井
上
氏
の
研
究
に
よ
る
。
（
い
ず
れ
も
順
不
同
。
未
調
査
で
報
告
も
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
流

－35－



布
本
系
の
中
に
掲
げ
た
）

◎
流
布
本
系

◎
中
間
本

◎
原
撰
本
系
統
谷

三
康
図
書
館
本
上
巻

藤
平
春
男
氏
蔵
本

筑
波
大
学
蔵
本

樋
口
芳
麻
呂
氏
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
隔
・
五
六
）
『
和
歌
一
字
抄
』

大
阪
府
立
図
書
館
本

神
宮
文
庫
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
一
五
○
・
六
五
三
）
三
字
抄
』
（
新
編
国
歌
大
観
）

川
越
図
書
館
本

大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
（
伝
後
光
厳
院
筆
。
『
新
編
国
歌
大
観
第
五
巻
』
解
題
に
出
）

内
閣
文
庫
本

井
上
宗
雄
氏
蔵
本

三
康
図
書
館
本
下
巻

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
一
五
五
・
一
○
八
）

谷
山
茂
氏
旧
蔵
本
（
京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
現
蔵
）

I

－36－



藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

久
曾
神
昇
氏
蔵
橘
長
頼
本
二
歌
学
大
系
別
巻
七
」
）

久
曾
神
昇
氏
蔵
日
野
資
時
本
二
歌
学
大
系
別
巻
七
』
）

久
曾
神
昇
氏
蔵
姉
小
路
基
綱
本
（
「
歌
学
大
系
別
巻
七
ご

竹
柏
園
本
（
佐
々
木
信
綱
氏
旧
蔵
本
・
天
理
図
書
館
蔵
。
『
歌
学
大
系
別
巻
七
」
解
題
に
出
）

本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
、
原
撰
本
系
統
の
諸
本
で
あ
る
次
の
諸
本
を
比
較
対
校
し
、
原
撰
本
系
統
の
諸
本
の
本
文
が
大
別
一
覧
で
き
る

校
本
を
作
製
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
〈
〉
内
は
本
稿
に
お
け
る
略
称
。

Ａ
谷
山
茂
氏
旧
蔵
本
（
京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
現
蔵
）
〈
谷
山
本
〉

Ｂ
三
康
図
書
館
蔵
本
〈
三
康
本
〉

Ｃ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
一
五
五
・
一
○
八
）
〈
書
陵
部
本
〉

，
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
〈
内
閣
文
庫
本
〉

な
お
、
大
阪
青
山
短
期
大
学
が
所
蔵
す
る
一
本
も
原
撰
本
系
統
の
も
の
ら
し
い
が
、
現
在
ま
で
に
調
査
で
き
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
一

本
に
つ
い
て
は
今
回
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

彰
考
館
本

松
野
陽
一
氏
蔵
本

京
都
大
学
蔵
本

稲
賀
敬
二
氏
蔵
本

松
平
文
庫
本

丹
鶴
叢
書
本
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三
康
本
は
、
茶
色
表
紙
。
左
う
ち
つ
け
に
「
和
謁
一
字
抄
」
。
江
戸
初
期
写
。
二
七
、
二
×
二
○
、
五
四
用
紙
は
厚
手
の
も
の
を
使
用

（
井
上
氏
は
楮
紙
と
す
る
）
。
袋
綴
。
一
面
一
三
行
。
歌
一
首
一
行
書
き
。
巻
初
（
扉
）
裏
右
に
、
「
此
抄
者
清
輔
朝
臣
所
撰
也
近
衛
院

御
宇
仁
平
年
中
抄
欺
猶
可
勘
也
」
と
あ
り
、
次
丁
か
ら
本
文
に
入
る
。
本
文
墨
付
上
巻
三
八
丁
、
下
巻
三
九
丁
。
標
目
目
次
（
一
丁

表
右
上
）
に
「
大
橋
図
書
館
印
」
の
朱
の
印
記
が
あ
る
。
な
お
扉
表
右
下
に
は
「
安
田
家
寄
付
特
別
図
書
」
の
朱
の
印
記
も
あ
る
。

書
陵
部
本
は
、
虫
損
の
多
い
一
冊
本
で
、
江
戸
初
期
写
。
二
四
、
三
×
一
七
、
○
哩
烏
の
子
紙
列
帖
装
。
本
文
墨
付
三
八
丁
。
一
面
一

内
閣
文
庫
本
は
、
室
町
ご
く
末
頃
写
の
一
冊
本
。
二
五
、
九
×
二
○
、
五
四
楮
紙
袋
綴
。
表
紙
左
に
題
筆
、
「
和
歌
一
字
抄
完
」
。
本

文
（
標
目
目
次
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
墨
付
五
九
丁
。
歌
一
首
一
行
、
一
面
九
行
書
き
。

さ
て
、
本
文
の
内
容
を
見
る
と
、
Ａ
と
Ｂ
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
り
、
Ｃ
は
Ａ
・
Ｂ
に
対
し
て
異
文
が
多
い
が
歌
の
出
入
り
は
な
く
、

歌
順
が
二
箇
所
で
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
Ｃ
は
ミ
セ
ケ
チ
で
消
さ
れ
た
本
文
が
Ａ
・
Ｂ
に
近
く
、
訂
正
さ
れ
た
結
果
は
Ｄ
に
近
い
傾
向
が

あ
る
。 こ

の
四
本
の
書
誌
は
い
ず
れ
も
井
上
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
（
「
原
撰
本
『
和
歌
一
字
抄
」
に
つ
い
て
）
。
特
に
新
し
く
付
け

加
え
る
べ
き
こ
と
も
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
引
用
に
近
く
な
る
が
、
簡
単
に
記
述
す
る
。

谷
山
本
は
、
藍
表
紙
の
中
央
に
題
策
、
「
和
歌
一
字
抄
」
・
江
戸
初
期
写
の
一
冊
本
。
二
六
、
二
×
一
九
、
五
四
楮
紙
袋
綴
。
本
文
墨

付
三
八
丁
。
一
面
一
三
行
。
歌
一
首
一
行
書
き
。
最
終
丁
右
下
に
「
田
来
翁
蔵
書
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
「
谷
山
蔵
書
」
の
印
記
が
あ

る
。
「
田
来
翁
」
な
る
人
物
は
、
江
戸
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
生
存
し
た
儒
学
者
で
あ
り
、
ま
た
和
学
者
で
あ
る
。
尾
張
侯
に
仕
え
た
儒

者
で
名
古
屋
の
人
。
『
名
古
屋
市
史
」
人
物
編
２
に
詳
し
い
。
な
お
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
佐
々
木
孝
浩
氏
か

書
陵
部
本
は
、
虫
損
の
行

三
行
。
歌
一
首
一
行
書
き
。

ら
教
示
を
受
け
た
。

’
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藤原清輔編『和歌一宇抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

〔
谷
・
内
〕
〔
邊
・
邊
〈
頭
〉
〕
〔
早
・
早
く
速
〉
〕
〔
埋
・
掩
埋
〕
〔
滋
・
滋
〈
繁
〉
〕

〔
芳
〈
香
〉
・
芳
〈
香
馥
〉
〕
〔
白
．
白
く
薄
〉
〕

ま
ず
［
Ａ
］
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
「
邇
年
」
「
古
」
「
冷
」
は
、
い
ず
れ
も
内
閣
文
庫
本
に
も
そ
の
字
を
歌
題
に
も
っ
て
い
る
歌
が

あ
る
。
結
局
、
単
な
る
掲
出
漏
れ
で
あ
る
。
「
所
〃
」
は
、
内
閣
文
庫
本
で
は
本
文
が
す
べ
て
「
虚
〃
」
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
歌
の

歌
数
は
三
康
本
・
谷
山
本
・
書
陵
部
本
が
四
百
七
十
四
首
、
内
閣
文
庫
本
が
四
百
五
十
一
首
で
あ
る
。

歌
数
の
少
な
い
内
閣
文
庫
本
が
増
補
本
で
あ
る
と
い
う
の
は
一
見
不
可
解
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
か
。

◎
一
字
題
と
歌
の
出
入
り
の
問
題

目
次
の
と
こ
ろ
を
一
覧
す
る
と
、
標
字
に
お
い
て
、
［
Ａ
］
谷
山
本
の
ほ
う
が
内
閣
文
庫
本
よ
り
多
い
の
は
四
箇
所
、
逆
に
、
［
Ｂ
］
内

閣
文
庫
本
の
ほ
う
が
谷
山
本
よ
り
多
い
の
は
六
箇
所
で
あ
る
。

さ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
四
本
の
関
係
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

井
上
氏
は
先
に
掲
げ
た
論
文
の
中
で
、
原
撰
本
を
次
の
よ
う
に
整
理
き
れ
、
内
閣
文
庫
本
を
増
補
本
と
さ
れ
た
。

１
、
三
康
本
・
谷
山
本

ユ
卿
書
陵
部
＊

原
撰
本

内
閣
文
庫
本

［
Ｂ
］
の
場
合

〔
谷
・
内
〕
〔

〔
谷
・
内
〕
〔
遙
〈
邇
年
〉
・
遙
〕
〔
蕾
〈
懐
旧
古
〉
・
薑
〈
懐
薑
〉
〕

〔
凉
〈
冷
納
凉
〉
・
凉
〈
納
凉
〉
〕
〔
虚
〈
所
〃
〉
・
虚
〃
〕

［
Ａ
］
の
場
合
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内
題
を
一
瞥
し
て
気
に
か
か
る
問
題
は
「
上
」
の
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
下
二
冊
に
拡
張
さ
れ
た
形
態
を
持
っ
て
い
る
う
ち
の
上
冊

で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
相
対
的
に
「
下
」
冊
が
な
け
れ
ば
「
上
」
の
字
は
書
か
れ
る
は
ず
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
三

康
本
と
書
陵
部
本
は
上
下
二
冊
の
も
の
で
あ
り
、
三
康
本
は
、
い
ち
お
う
、
上
冊
に
谷
山
本
と
ほ
ぼ
同
じ
本
文
が
あ
り
、
上
下
二
冊
の
形

態
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
『
和
歌
一
字
抄
」
と
し
て
は
、
下
冊
を
拡
充
す
る
方
向
へ
も
向
か
っ
た
こ
と
を
、
事
実
と
し
て
証
明
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
井
上
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
歌
数
の
照
合
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
、
三
康
本

出
入
り
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
掲
出
の
必
要
が
な
い
た
め
で
あ
る
。

次
に
［
Ｂ
］
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
「
速
」
「
繁
」
「
馥
」
の
字
を
歌
題
に
も
っ
て
い
る
歌
は
谷
山
本
に
も
内
閣
文
庫
本
に
も
な
い
。
そ

の
意
味
で
は
掲
出
の
必
要
の
な
い
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
義
文
字
（
意
味
上
の
通
用
）
と
の
考
え
が
あ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

残
り
の
「
頭
」
「
掩
」
「
薄
」
は
、
そ
の
字
を
歌
題
に
も
っ
て
い
る
歌
が
谷
山
本
に
は
な
く
、
内
閣
文
庫
本
に
あ
る
。

和
歌
一
字
抄
の
作
歌
手
引
書
と
し
て
の
性
格
か
ら
し
て
、
一
字
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
標
目
数
が
減
ら
さ
れ
て
い
く
方
向
と
い
う
の
は

通
常
考
え
に
く
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
内
閣
文
庫
本
の
形
態
は
谷
山
本
の
形
態
よ
り
後
の
も
の
で
あ
り
、
増
補
さ
れ
た
形
態
の

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
題
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◎
内
題
の
問
題

「
和
謡
一
字
抄
吾
四
百
七
十

「
和
語
一
字
抄
上
寄
四
百
七
十

「
和
歌
一
字
抄
上
奇
四
百
七
十

「
和
歌
一
字
抄
」
（
内
閣
文
庫
本
）

吾
四
百
七
十
七
首
」
（
谷
山
本
）

寄
四
百
七
十
七
首
」
（
三
康
本
）

奇
四
百
七
十
七
首
」
（
書
陵
部
本
）
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詑
勾
ノ
０

へ
拡
張
整
備
さ
れ
、
形
態

こ
れ
が
、
流
布
本
系
統
諸

◎
書
陵
部
本
に
つ
い
て

書
陵
部
本
に
は
「
水
花

題
和
歌
集
で
あ
り
、
書
陵

の
場
合
、
今
あ
る
上
下
冊
の
組
が
そ
の
ま
ま
書
写
さ
れ
た
り
編
纂
さ
れ
た
り
し
た
と
き
の
も
の
か
ど
う
か
、
別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

宮
０
４
２
５
良
暹

谷
０
４
２
４
義
孝
〈
前
伊
勢
守
〉

内
０
４
０
４
良
暹

内
０
４
０
４
已
上
五
首
俊
綱
會

宮
０
４
２
５
は
、
そ
は
ら
色
つ
く
枝
そ
あ
や
に
く
に
一
葉
な
れ
と
も
ま
っ
は
散
け
る

谷
０
４
２
４
は
、
そ
原
い
ろ
つ
く
枝
そ
あ
や
に
く
に
一
葉
な
れ
と
も
ま
つ
は
ち
り
け
る

内
０
４
０
４
柞
原
色
つ
く
枝
そ
あ
や
に
く
に
一
葉
な
れ
と
も
ま
つ
は
ち
り
け
る

宮
０
４
２
４
義
孝
〈
前
伊
勢
ｌ
〉

次
に
、

［
Ａ
］

か
く
し
て
、
今
検
討
し
て
い
る
原
撰
本
系
統
四
本
の
本
文
・
形
態
か
ら
し
て
、
谷
山
本
の
形
態
は
、
本
文
的
に
は
内
閣
文
庫
本
の
方
向

拡
張
整
備
さ
れ
、
形
態
的
に
は
、
三
康
本
・
書
陵
部
本
（
下
冊
散
逸
か
）
の
よ
う
に
下
冊
拡
充
の
方
向
に
も
向
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

れ
が
、
流
布
本
系
統
諸
本
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
か
は
別
稿
と
す
る
。

本
に
は
「
水
花
影
潟
〈
勅
撰
一
字
抄
花
影
潟
水
〉
」
と
書
か
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
「
勅
撰
一
字
抄
」
は
江
戸
期
の
類

で
あ
り
、
書
陵
部
本
の
書
写
年
が
そ
れ
よ
り
下
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

谷
山
本
と
歌
順
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
二
箇
所
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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内 谷宮内谷宮内谷宮内谷宮局 内 谷 宮 内 谷
B

八ハハハハ八八 ハ ハ ハ ハ ハー八ハハハハ

０
４
３
２

０
４
３
１

０
４
１
１

０
４
３
２

０
４
３
１

０
４
１
１

０
４
３
１

０
４
３
２

０
４
１
０

０
４
３
１

０
４
３
２

０
４
１
０

０
４
２
５

０
４
０
３

０
４
２
４

０
４
２
５

０
４
０
３

行
路
郭
公
仁
和
寺
左
府

行
路
郭
公
仁
和
寺
左
府

行
路
郭
公
花
園
左
大
臣

た
と
り
ゆ
く
し
か
の
山
路
を
う
れ
し
く
も
わ
れ
に
か
た
ら
ふ
ほ
と
、
き
す
哉

た
と
り
ゆ
く
し
か
の
山
路
を
う
れ
し
く
も
わ
れ
に
か
た
ら
ふ
ほ
と
瞳
き
す
か
な

た
と
り
ゆ
く
し
か
の
山
ち
を
う
れ
し
く
も
我
に
か
た
ら
ふ
時
鳥
か
な

行
路
蛍
火
殿
下

行
路
蛍
火
殿
下

行
路
蛍
火
関
白

か
、
り
火
に
ま
か
ふ
ほ
た
る
を
し
る
へ
に
て
こ
の
あ
け
く
れ
口
舟
出
す
、
し
も

か
、
り
火
に
ま
か
ふ
ほ
た
る
を
し
る
へ
に
て
こ
の
あ
け
く
れ
に
舟
て
す
ら
し
も

か
ゞ
り
火
に
ま
か
ふ
ほ
た
る
を
し
る
へ
に
て

良
暹

義
孝
〈
伊
勢
前
司
〉

あ
た
ち
の
や
ま
ゆ
み
も
色
や
つ
き
ぬ
ら
ん
な
み
き
の
里
は
梢
よ
り
ち
る

あ
た
ち
野
や
ま
ゆ
み
も
色
や
つ
き
ぬ
ら
ん
な
み
き
の
里
は
梢
よ
り
ち
る

あ
た
ち
野
や
ま
ゆ
み
も
色
や
つ
き
ぬ
ら
ん
な
み
き
の
み
や
は
梢
よ
り
ち
る

）
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書
陵
部
本
の
本
文
の
う
ち
校
異
を
加
え
な
い
も
と
の
文
は
三
康
本
に
や
や
近
く
、
校
合
の
語
句
は
内
閣
文
庫
本
に
や
や
近
い
も
の
も
あ

る
と
、
井
上
氏
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
三
康
本
は
谷
山
本
と
極
め
て
近
い
本
文
で
あ
り
、
そ
の
「
三
康
本
」
を
そ
の
ま
ま
「
谷
山
本
」
に

置
き
換
え
て
、
一
向
差
し
支
え
な
い
。

書
陵
部
本
の
校
異
に
つ
い
て
、
お
お
ま
か
に
は
そ
う
い
う
傾
向
の
も
と
に
捉
え
て
間
違
い
な
い
と
筆
者
も
判
断
し
て
い
る
が
、
校
異
の
箇

所
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
歌
順
や
和
歌
作
者
と
い
う
違
い
と
し
て
は
大
き
い
と
こ
ろ
で
、
書
陵
部
本
が
内
閣
文
庫
本
と
一
致
し
て
い
る

こ
と
は
、
書
陵
部
本
の
性
格
を
考
え
る
上
で
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
谷
山
本
・
三
康
本
・
書
陵
部
本
に
あ
っ
て
内
閣
文
庫
本
に
な
い
歌
に
も
、
次
の
例
の
よ
う
に
書
陵
部
本
に
は
校
異
の
書
き
込
み

が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
本
文
は
書
陵
部
本
）

０
０
４
９
池
水
に
ま
か
へ
る
ち
よ
の
か
け
を
見
て
す
ゑ
の
松
山
思
ひ
こ
そ
や
れ

（
「
見
て
」
の
「
て
」
は
「
し
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
「
て
」
と
傍
書
）

０
３
２
５
む
さ
し
の
魁
あ
し
の
お
き
、
と
わ
け
ゆ
け
は
葉
□
ゑ
よ
り
□
そ
空
は
み
え
け
り

（
「
駒
と
」
の
傍
に
「
ふ
を
イ
」
）

あ
ろ
う
。

以
上
二
箇
所
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
谷
山
本
と
比
べ
る
と
、
こ
の
箇
所
で
は
内
閣
文
庫
本
も
歌
順
が
逆
転
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
も
［
Ａ
］
で
は
、
和
歌
作
者
ま
で
書
陵
部
本
と
内
閣
文
庫
本
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
は
ミ
セ
ヶ
チ
な
ど
で
修
正
し
て
そ

う
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
内
閣
文
庫
本
に
あ
る
［
Ａ
］
の
「
已
上
五
首
俊
綱
會
」
の
記
述
は
、
実
際
は
歌
順
が
逆
転
し
て
い
る
の
で
、

後
ろ
の
歌
も
そ
の
時
の
歌
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
見
る
と
き
に
注
意
を
要
す
る
。
こ
う
い
う
出
典
情
報
は
、
原
撰
本
の
中
で
は
内
閣

文
庫
本
だ
け
が
多
く
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
内
閣
文
庫
本
の
編
纂
形
態
を
考
え
る
と
き
、
い
ろ
い
ろ
考
察
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
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こ
れ
ら
の
書
き
込
み
は
内
閣
文
庫
本
系
の
本
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
実
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
書
陵
部

本
の
書
き
込
み
は
内
閣
文
庫
本
の
系
統
の
本
文
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
何
本
か
複
数
の
本
を
想
定
し
て
お
い
た
ほ
う
が

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

◎
内
閣
文
庫
本
に
の
み
見
え
る
歌
十
七
首

内
０
０
１
６
雨
中
紅
梅
為
義
朝
臣

内
０
０
１
６
春
雨
の
い
と
か
き
た
れ
て
く
れ
な
ゐ
の
玉
を
ぬ
く
め
る
梅
の
花
哉

内
０
０
５
６
岸
頭
白
菊
定
誓
律
師

内
０
０
５
６
わ
か
や
と
の
岸
の
ひ
た
い
の
白
菊
は
ま
ゆ
の
あ
ひ
た
の
玉
と
こ
そ
み
れ

内
０
０
７
１
秋
花
先
秋
関
白

内
０
０
７
１
い
つ
る
ひ
を
い
か
に
か
そ
へ
て
な
つ
草
の
さ
き
ま
し
る
ら
ん
橦
の
花

内
０
０
８
３
叢
近
聞
虫
聲
源
縁

内
０
０
８
３
草
村
の
と
を
か
ら
ま
せ
は
虫
の
ね
を
ね
覚
の
床
に
い
か
て
き
か
ま
し

内
０
０
９
２
遠
尋
山
花
関
白

内
０
０
９
２
帰
へ
き
ほ
と
を
お
も
は
い
道
な
ら
は
の
と
か
に
み
ね
の
花
は
見
て
ま
し

内
０
１
８
０
水
邊
納
凉
家
經

内
０
１
８
０
風
ふ
け
は
河
邊
す
、
し
く
よ
る
波
の
立
帰
へ
き
心
ち
こ
そ
せ
ね

内
０
１
８
３
水
邊
寒
草
公
長
卿

内
０
１
８
３
高
根
に
は
雪
ふ
り
ぬ
ら
し
ま
し
は
川
ほ
き
の
か
け
草
た
る
ひ
す
か
れ
り

1
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内
０
１
９
７
深
山
桜
遅
經
信

内
０
１
９
７
い
ま
は
さ
け
み
山
か
く
れ
の
を
そ
さ
く
ら
思
ひ
わ
す
れ
て
春
を
す
ぐ
す
な

内
０
２
９
０
霜
隠
家
永
成
法
師

内
０
２
９
０
し
と
ろ
な
る
の
き
も
□
た
ち
に
を
く
霜
は
あ
れ
た
る
や
と
の
お
も
か
く
れ
か
な

内
０
２
９
１
花
掩
澗
水
藤
原
隆
方

内
０
２
９
１
ち
る
花
の
い
は
ま
の
波
を
こ
め
つ
れ
は
山
下
水
の
を
と
も
せ
ぬ
哉

内
０
２
９
２
同
頼
家

内
０
２
９
２
山
さ
と
の
み
く
さ
と
花
は
な
り
に
け
り
の
こ
る
い
か
て
人
に
い
ら
せ
し

内
０
３
２
１
秋
花
帯
露
開
元
輔

内
０
３
２
１
ほ
こ
ろ
ひ
て
花
さ
き
に
け
り
藤
は
か
ま
匂
ひ
に
む
す
へ
露
に
ま
か
せ
て

内
０
３
３
５
春
花
浮
水
國
基

内
０
３
３
５
み
と
り
な
る
河
邊
の
柳
か
け
さ
せ
は
水
に
も
春
の
色
そ
み
え
け
る

内
０
３
５
９
草
随
地
深
仲
正

内
０
３
５
９
草
も
み
な
た
か
き
み
し
か
き
よ
也
け
り
あ
さ
ち
荻
原
と
こ
ろ
わ
き
し
て

内
０
３
７
８
遠
山
霞
薄
國
基

内
０
３
７
８
春
ふ
か
く
又
か
す
み
せ
は
故
郷
の
と
を
ち
の
山
を
ほ
の
み
ま
し
や
は

内
０
４
３
０
梅
花
薫
狗
顕
輔

内
０
４
３
０
あ
さ
か
ら
ぬ
匂
ひ
の
み
か
は
梅
花
し
つ
え
は
宿
の
か
さ
し
也
け
り
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内
０
４
３
３
隣
家
盧
橘
源
師
光

内
０
４
３
３
我
宿
に
た
つ
ぬ
は
か
り
そ
た
ち
花
の
に
ほ
ひ
は
か
き
も
へ
た
て
さ
り
け
り

右
の
十
七
首
の
う
ち
、
５
６
．
２
９
１
．
２
９
２
．
３
７
８
歌
は
一
字
題
の
補
入
に
よ
り
入
れ
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。
他
の
十
三
首
は
歌

題
の
配
列
を
考
慮
し
て
し
か
る
べ
き
位
置
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
、
内
閣
文
庫
本
で
よ
り
一
層
編
集
が
整
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す

で
に
井
上
氏
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
内
閣
文
庫
本
で
は
切
り
出
さ
れ
た
歌

全
部
で
四
十
一
首
に
の
ぼ
る
歌
を
再
掲
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
四
十
一
首
の
う
ち
、
俊
頼
の
歌
と
新
院
御
製
が
各
八
首
、
大

相
国
実
行
の
歌
が
四
首
あ
る
。
あ
ま
り
短
絡
的
な
こ
と
は
言
う
べ
き
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
内
閣
文
庫
本
の
祖
本
が
成
っ
た
こ
ろ
は
、

清
輔
に
と
っ
て
の
崇
徳
院
・
俊
頼
と
の
心
理
的
距
離
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
以
前
と
は
何
ら
か
の
変
化
を
き
た
し
て
い
た
可
能
性
は
な
い

か
。
も
と
も
と
入
れ
ら
れ
て
い
た
歌
数
が
多
か
っ
た
か
ら
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
る
よ
り
、
も
っ
と
積
極
的
な
理
由
を
考
え

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

〔
底
本
と
対
校
本
文
〕

一
、
藤
原
清
輔
編
「
和
歌

下
、
谷
山
本
と
い
う
）
を
底
寺

そ
れ
ぞ
れ
全
文
を
掲
出
し
た
。

ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
・
三
康
図
書
館
本
に
つ
い
て
は
、
谷
山
本
と
の
異
同
の
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
【
宮
】
【
三
】
と
し
て
、
下
段

凡
例

『
和
歌
一
字
抄
』
の
原
撰
本
系
統
の
本
校
本
は
、
谷
山
茂
氏
旧
蔵
本
（
京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
現
蔵
。
以

を
底
本
と
し
、
内
閣
文
庫
本
（
番
号
ｌ
和
三
一
八
七
二
、
函
號
’
二
○
二
・
六
二
を
別
流
対
校
本
文
と
し
て
、
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藤
「
□
」
で
示
し
た
。

試
〔
本
文
の
掲
出
の
方
針
〕

の側
一
、
掲
出
本
文
は
で
き
る
だ
け
原
本
の
用
字
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
厳
密
に
字
形
を
見

榊
定
め
る
と
、
崩
し
方
や
筆
癖
な
ど
も
あ
っ
て
、
大
漢
和
辞
典
に
も
見
え
な
い
文
字
も
相
当
数
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
ま
で
い
く
と

の統
と
て
も
印
刷
物
と
し
て
作
成
で
き
な
く
な
る
の
で
、
一
定
程
度
の
集
約
は
行
っ
た
。

系鮴
二
、
ミ
セ
ヶ
チ
は
結
果
を
採
択
し
、
消
さ
れ
た
文
字
は
示
さ
な
か
っ
た
。
特
に
書
陵
部
本
は
消
さ
れ
た
文
字
が
谷
山
本
・
一
二
康
本
と
一

順
致
す
る
こ
と
が
多
く
、
訂
正
さ
れ
た
結
果
は
内
閣
文
庫
本
と
一
致
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
消
さ
れ
た
文
字
も
重
要
な
情
報

抄嘩
で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
は
実
に
読
み
に
く
い
本
で
あ
り
、
小
内
和
子
氏
に
大
変
な
労
作
の
翻
刻
が
あ
る
。
詳
し
い
調
査
を
さ
れ
る
方
は
、

柵
是
非
、
併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

Ｉ鱸
二
一
、
割
注
や
細
字
注
は
〈
〉
に
入
れ
て
示
し
た
。

鮒
四
、
「
□
」
で
示
し
た
の
は
、
原
本
に
空
白
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
り
、
書
陵
部
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
解
読
不
可
の
文
字
の
場
合
も

原撰本系統の校本作製の試み（中村）

二
、
歌
の
配
列
は
谷
山
本
を
基
準
と
し
、
内
閣
文
庫
本
の
歌
順
は
、
谷
山
本
の
そ
れ
と
異
な
る
場
合
は
、
谷
山
本
に
合
わ
せ
て
配
し
直

し
た
。
ま
た
、
内
閣
文
庫
本
に
の
み
存
在
す
る
歌
は
、
内
閣
文
庫
本
内
部
の
配
列
順
を
優
先
し
て
配
し
た
。

三
、
歌
番
号
は
、
各
本
の
中
で
前
か
ら
順
に
う
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
四
桁
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
し
た
。
必
ず
四
桁
表
示
と
し
、

四
桁
に
満
た
な
い
数
は
前
に
「
０
」
を
置
い
た
。

四
、
谷
山
本
の
本
文
は
頭
部
に
「
谷
」
の
字
を
置
き
、
内
閣
文
庫
本
の
本
文
は
同
じ
く
「
内
」
の
字
を
置
い
て
示
し
た
。

に
示
し
た
。
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次
に
傍
書
の
み
を
示
し
た
。

〔
異
同
の
示
し
方
〕

一
、
『
和
歌
一
字
抄
』
は
、
そ
の
性
格
か
ら
、
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
、
一
字
題
（
二
字
の
熟
語
題
の
場
合
も
あ
る
）
・
歌
題
・
和

歌
作
者
・
集
付
・
和
歌
・
左
注
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
左
注
の
内
容
は
出
典
に
係
わ
る
も
の
な
の
で
、
す
べ
て
集
付
と
同
様
に
扱

い
、
原
本
の
位
置
か
ら
移
し
て
示
し
た
。
こ
の
場
合
は
、
す
べ
て
下
段
に
注
記
し
た
。

二
、
谷
山
本
に
対
す
る
書
陵
部
本
・
三
康
本
の
異
同
は
、
漢
字
と
カ
ナ
、
字
体
の
相
違
（
新
旧
・
正
体
略
体
な
ど
）
は
取
り
上
げ
ず
、

語
義
の
異
な
る
場
合
に
取
り
上
げ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
た
だ
し
、
時
鳥
と
郭
公
の
場
合
の
よ
う
に
、
用
字
の
相
違
に
つ
い
て
は
掲
げ

〔
例
〕
金
１
本
マ
、
【
傍
】
よ
’
如
本
【
傍
】
烏
ｌ
雨
力
【
傍
】

②
他
の
箇
所
と
紛
ら
わ
し
か
っ
た
り
、
視
認
す
る
う
え
で
便
利
と
判
断
し
た
場
合
は
、
傍
書
の
あ
る
文
字
の
前
後
の
文
字
を
併
せ
て

示
し
、
傍
書
の
あ
る
文
字
に
は
「
＊
」
を
上
に
付
け
た
。

〔
例
〕
＊
す
け
り
ｌ
に
【
傍
】
（
こ
れ
は
、
傍
書
に
よ
っ
て
「
に
け
り
」
の
本
文
に
な
る
）

む
＊
て
ふ
’
す
【
傍
】
（
こ
れ
は
、
傍
書
に
よ
っ
て
「
む
す
ふ
」
の
本
文
に
な
る
）

四
、
書
陵
部
本
・
三
康
本
の
傍
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
要
領
で
（
）
で
括
っ
て
示
し
た
。

た
場
合
も
あ
る
。

三
、
谷
山
本
と
内
閣
文
庫
本
の
傍
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
段
に
【
傍
】
と
し
て
示
し
た
。

①
他
の
箇
所
と
紛
れ
る
こ
と
な
く
示
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
傍
書
の
あ
る
文
字
を
示
し
、
「
ｌ
」
（
ハ
イ
フ
ォ
ン
）
を
お
い
て
、

五
、
一
字
題
の
う
ち
、
原
本
に
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
し
か
る
べ
き
位
置
に
補
い
、
［
］
で
括
っ
て
示
し
た
。
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①
傍
書
の
あ
る
文
字
を
再
掲
し
て
示
す
場
合
。

〔
例
〕
ま
し
ｌ
さ
り
し
（
さ
り
ｌ
ま
力
【
傍
】
）
【
宮
】

を
き
く
と
ｌ
お
き
、
と
（
、
と
ｌ
ふ
を
イ
【
傍
】
）
【
宮
】

②
再
掲
せ
ず
に
直
後
に
示
す
場
合
。

〔
例
〕
は
は
れ
ｌ
は
（
か
イ
【
傍
】
）
、
れ
一
宮
】

と
し
は
数
へ
も
１
年
は
か
す
え
も
（
と
し
は
か
末
の
イ
【
傍
】
）
【
宮
］

五
、
歌
題
、
作
者
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
異
同
の
部
分
を
示
し
て
異
文
を
掲
げ
た
場
合
も
あ
る
が
、

者
の
別
を
断
ら
ず
に
、
そ
の
全
体
を
掲
げ
た
。

本
研
究
は
、
昭
和
六
十
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
の
交
付
に
よ
っ
て
始
め
た
研
究
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
本
校
本
に
全
文
の
翻
刻
を
御
許
可
く
だ
さ
っ
た
谷
山
茂
先
生
、
京
都
女
子
大
学
、
国
立
公
文
書
館
、

さ
ら
に
貴
重
な
御
所
蔵
の
本
を
閲
覧
、
調
査
等
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
三
康
図
書
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

一
、
必
要
な
注
記
は
、
頭
部
に
「
※
」
を
付
し
て
下
段
に
示
し
た
。

〔
そ
の
他
〕

多
く
の
場
合
は
、
特
に
歌
題
・
作
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内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷

遅遅
速速

ﾛ召
J，、、 瀞 露

／、ハ

晴晴
、／V

不不

閑閑
暮暮
／、／、

晩晩

夕夕
、／、／

年年長長近近
〃

一
別前

〈
先
〉

下下東東 和
謁
一
字
抄

和
歌
一
字
抄

奇
四
百
七
十
七
首

期期漏漏 凉
〈
冷
納
凉
〉

凉
〈
納
凉
〉

未未
晴晴

夜夜
〈
暗
〉

時時短短遠遠 先
〃〃

邊邊
〈
頭
〉

北北

早早
〈
速
〉

寒寒幽幽暗暁暁久久遠遠半半間間上上
近近

初初
／、／、

始始
、／、／

’

盛盛遅遅温温

照

閑閑
／、／、

静静
、／、／

明明朝朝 蕾
〈
懐
旧
古
〉

蕾
〈
懐
蕾
〉

遙
〈
逼
年
〉

遙 後後外外中中

和
謁
一
字
抄
ｌ
和
歌
一
字
抄
上

【
宮
】
和
謁
一
字
抄
上
【
三
】

〈
静
〉
ｌ
ナ
シ
【
宮
】
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内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷

底底紅紅薫薫歴歴落落映映滿滿隔隔爽夷延延漸漸終終

籠 籠 増増 稀稀
／、／、

希希
、／、／

壼壼流流 白白
〈
薄
〉

芳
〈
香
〉

芳
〈
香
馥
〉

随随 未
落

未
落
〈
鮮
〉

潟潟 滋滋
〈
繁
〉

廻廻
/、／、

驍驍
、／、／

不不浅浅匂匂飛飛鮮浮浮重重
流流

蔵蔵
／、／、

隠隠
、／、／

連連添添残残逐遂

洲洲深深緑緑乱乱散散開開帯帯掩埋礪礪副副不不送送
残残

埋

夷
ｌ
爽
【
宮
】
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内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷 内谷内内谷内谷内谷内谷内谷谷
０
０
０
４

内
０
０
０
４

０
０
０
８

０
０
０
３

０
０
０
３

０
０
０
３

０
０
０
２

０
０
０
２

０
０
０
２

０
０
０
２

０
０
０
１

０
０
０
１

０
０
０
１

０
０
０
１

０
０
０
１

水
上
落
花
能
因
法
師

水
上
落
花
能
因

桜
ち
る
水
の
お
も
に
は
せ
き
と
む
る
花
の
し
か
ら
み
か
く
へ
か
り
け
り

桜
ち
る
水
の
お
も
に
は
せ
き
と
む
る
花
の
し
か
ら
み
か
く
は
か
り
な
り

水
上
聞
時
鳥
清
成
法
橋

水
上
郭
公
清
成
法
橋

北北

春
従
東
来
〈
源
右
中
弁
〉
師
賢
朝
臣

春
来
従
東
師
賢
朝
臣

後
拾
遺

あ
つ
ま
ち
は
名
こ
そ
の
関
も
あ
る
も
の
を
い
か
て
か
春
の
越
て
き
つ
ら
ん

あ
つ
ま
ち
は
な
こ
そ
の
せ
き
も
あ
る
物
を
い
か
て
か
春
の
こ
え
て
き
つ
ら
ん

上上

風
従
北
来
行
宗
卿
行
宗
卿

か
そ
ふ
れ
は
神
無
月
に
と
成
に
け
り
越
路
の
か
せ
そ
け
し
き
こ
と
な
る

か
そ
ふ
れ
は
神
無
月
に
も
な
り
に
け
り
こ
し
ち
の
風
そ
け
し
き
こ
と
な
る

東東隣隣 岸山
岸路

〈
径
〉

路
〈
狸
〉

林林虚
〈
所
〃
〉

虚
〃

山
家

山
家

野野庭庭叢叢
亭亭

）

田田剛卿村村
家家

時
鳥
ｌ
郭
公
【
宮
】
〈
石
清

水
〉
清
成
法
□
【
宮
】

源
右
中
弁
ｌ
源
左
大
辨
【
宮
】

※
歌
題
の
下

〈
源
大
蔵
卿
〉
行
宗
卿
【
宮
】

【
一
一
一
】

に
と
ｌ
に
も
【
宮
】
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内
０
０
０
４
良
暹
打
聞

谷
０
０
０
４
夏
は
ま
つ
ふ
な
ち
に
い
て
む
時
鳥
お
も
ひ
の
ほ
か
に
は
つ
れ
き
に
け
り

内
０
０
０
４
夏
は
ま
つ
船
ち
に
い
て
ん
ぽ
と
Ｌ
き
す
思
ひ
の
外
に
は
つ
れ
き
上
け
り

谷
０
０
０
５

水
上
落
葉
〈
藤
右
中
弁
〉
伊
家

内
０
０
０
５

水
上
落
葉
藤
伊
家

内
０
０
０
５
金

谷
０
０
０
５
は
上
そ
ち
る
岩
間
を
か
つ
ぐ
か
も
と
り
は
を
の
か
青
は
も
紅
葉
し
に
け
り

内
０
０
０
５
柞
ち
る
い
は
ま
を
か
つ
ぐ
か
も
鳥
は
を
の
か
あ
を
は
も
紅
葉
し
に
け
り

谷
０
０
０
６

水
上
秘
月

〈
藤
ノ
式
部
大
橡
〉
久
時
卿

内
０
０
０
６

水
上
秋
月

文
満
卿

内
０
０
０
６
拾

谷
０
０
０
６
み
な
底
に
月
の
し
つ
む
を
見
さ
り
せ
は
わ
れ
ひ
と
り
と
や
思
ひ
は
て
ま
し

内
０
０
０
６
み
な
そ
こ
に
月
の
し
つ
む
を
見
さ
り
せ
は
わ
れ
ひ
と
り
と
や
思
ひ
は
て
ま
し

谷
０
０
０
７

水
上
冬
月

〈
源
〉
信
宗
朝
臣
〈
前
越
中
守
〉

内
０
０
０
７

水
上
冬
月

源
信
宗
朝
臣

谷
０
０
０
７
冬
の
夜
の
あ
し
ま
に
や
と
る
月
影
は
む
は
い
み
つ
に
こ
ほ
り
と
そ
み
る

内
０
０
０
７
冬
の
夜
の
あ
し
ま
に
や
と
る
月
影
は
む
す
は
い
水
に
こ
ほ
る
と
そ
み
る

谷
０
０
０
８

池
上
花
顕
季
卿

内
０
０
０
８

池
上
花
顕
季
卿

谷
０
０
０
８
岸
ち
か
く
に
ほ
ふ
桜
の
花
み
れ
は
し
つ
え
や
い
け
の
か
さ
し
な
る
ら
む

内
０
０
０
８
岸
ち
か
く
に
ほ
ふ
桜
の
花
み
れ
は
し
つ
え
や
池
の
か
さ
し
な
る
ら
ん

谷
０
０
０
９

池
上
月

良
暹

内
０
０
０
９

池
上
月

良
暹

谷
０
０
０
９
月
か
け
の
か
た
ふ
く
ま
Ｌ
に
池
水
を
に
し
へ
な
か
る
と
お
も
ひ
け
る
か
な

内
０
０
０
９
月
か
け
の
か
た
ふ
く
ま
上
に
池
水
の
に
し
へ
な
か
る
と
思
ひ
け
る
か
な

谷
０
０
１
０

池
上
落
葉
隆
信
卿

内
０
０
１
０

池
上
落
葉
經
信
卿

谷
０
０
１
０
玉
藻
か
る
ふ
な
こ
は
し
は
し
心
せ
よ
池
の
も
み
ち
は
に
し
き
お
る
め
り

内
０
０
１
０
玉
も
か
る
ふ
な
ち
は
し
は
し
こ
上
ろ
せ
よ
池
の
紅
葉
は
錦
を
る
な
り

〈
藤
原
〉
久
時
卿
〈
式
部
太

輔
〉
【
宮
】
〈
藤
式
部
大
輔
〉

久
時
卿
【
三
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

時
鳥
Ｉ
郭
公
【
宮
】

良
暹
ｌ
良
暹
法
師
【
宮
】

〈
前
備
中
守
〉
【
宮
】
【
三
】

む
は
い
ｌ
む
す
は
い
【
宮
】

み
つ
に
Ｉ
水
に
（
「
に
」
の
傍

に
「
の
也
」
）
【
宮
】
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谷内
０
０
１
６

雨
中
紅
梅
為
義
朝
臣

谷内
０
０
１
６
春
雨
の
い
と
か
き
た
れ
て
く
れ
な
ゐ
の
玉
を
ぬ
く
め
る
梅
の
花
哉

内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷内内谷 内谷内谷 内谷内谷谷
０
０
１
６

内
０
０
１
７

０
０
１
５

０
０
１
５

０
０
１
５

０
０
１
５

０
０
１
４

０
０
１
４

０
０
１
４

０
０
１
４

０
０
１
１

０
０
１
１

０
０
１
１

０
０
１
１

０
０
１
８

０
０
１
３

０
０
１
８

０
０
１
８

０
０
１
８

０
０
１
２

０
０
１
２

０
０
１
２

０
０
１
２

雪
中
鶯
〈
源
〉
俊
頼
〈
前
木
工
頭
〉

雨
中
駕
俊
頼
朝
臣

春
雨
は
降
し
む
れ
と
も
鴬
の
聾
は
し
ほ
れ
ぬ
も
の
に
そ
あ
り
け
る

春
雨
は
ふ
り
し
む
と
も
鴬
の
聲
は
し
ぼ
れ
ぬ
も
の
に
そ
有
け
る

［
中
］

中

海
上
月

喜
言

海
上
夜
月

大
江
嘉
言

よ
ふ
く
と
も
い
さ
糟
い
て
む
月
か
け
の
い
ら
ん
と
こ
ろ
を
と
ま
り
と
は
し
て

夜
ふ
く
と
も
い
さ
こ
き
い
て
ん
月
影
の
い
ら
ん
と
こ
ろ
を
と
ま
り
と
を
し
て

橋
上
藤
花
顕
季

橋
上
藤
花
顕
季
卿

う
す
く
こ
く
の
と
か
に
上
ほ
へ
し
つ
え
ま
て
と
き
は
の
橋
に
か
上
る
藤
な
み

う
す
く
こ
く
し
つ
か
に
Ｌ
ほ
へ
し
つ
ま
て
と
き
は
の
橋
に
か
上
る
藤
浪

橋
上
初
雪
前
斎
院
尾
張

橋
上
初
雪
前
斎
院
尾
張

金し
ら
波
の
た
ち
わ
た
る
か
も
み
ゆ
る
か
な
濱
な
の
橋
に
ふ
れ
る
白
雪

白
浪
の
た
ち
わ
た
る
か
と
み
ゆ
る
哉
は
ま
な
の
は
し
に
ふ
れ
る
は
っ
雪

松
上
雪
國
行

松
上
雪
藤
國
行

淡
雪
も
松
の
う
へ
に
し
降
ぬ
れ
は
ひ
さ
し
く
き
え
ぬ
物
に
そ
あ
り
け
る

あ
は
雪
も
松
の
う
へ
に
し
ふ
り
ぬ
れ
は
ひ
さ
し
く
消
ぬ
物
に
そ
有
け
る

雨
中
花

雨
中
花

安
法
上
師

安
金
師

安
法
師
【
宮
】

金
師
１
本
マ
、
【
傍
】

海
上
夜
月
【
宮
】

嘉
言
【
宮
】

雨
中
鴬
【
宮
】

し
む
れ
’
し
つ
む
【
宮
】

※
歌
題
の
下

か
も
ｌ
か
と
【
宮
】
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内谷内内谷内谷内谷内谷内内谷内谷内 谷内谷内谷 内谷内谷内谷 内谷

０
０
２
２

０
０
２
２

０
０
２
２

０
０
２
２

０
０
２
１

０
０
２
１

０
０
２
１

０
０
２
１

０
０
２
０

０
０
２
０

０
０
２
０

０
０
２
０

０
０
２
０

０
０
１
８

０
０
１
９

０
０
１
９

０
０
１
８

０
０
１
９

０
０
１
９０

０
０
１
９

０
０
１
７

０
０
１
８

０
０
１
７

０
０
１
８

０
０
１
７

０
０
１
８

０
０
１
６

０
０
１
７

雨
中
郭
公
隆
信
卿

雨
中
郭
公
經
信
卿

金時
鳥
雲
路
に
ま
と
ふ
聲
す
な
り
を
や
み
た
に
せ
よ
さ
み
た
れ
の
空

時
鳥
雲
路
に
ま
よ
ふ
聲
す
な
り
を
や
み
た
に
せ
よ
五
月
雨
の
空

雨
中
早
苗
殿
下
〈
関
白
忠
通
〉

〃
〃
早
苗
関
白
前
太
政
大
臣

さ
な
へ
と
る
け
ふ
し
も
雨
の
ふ
る
こ
と
は
世
の
う
る
ふ
へ
き
し
る
し
也
け
り

さ
な
へ
と
る
け
ふ
し
も
雨
の
ふ
る
こ
と
は
世
の
う
る
ふ
へ
き
し
る
し
成
け
り

雨
中
女
郎
俊
頼

〃
〃
女
郎
俊
頼
朝
臣

こ
こ
ろ
か
ら
た
れ
に
た
は
れ
て
お
み
な
へ
し
雨
に
う
た
れ
て
袖
し
ぼ
る
ら
ん

こ
Ｌ
ろ
か
ら
誰
に
た
は
れ
て
を
み
な
へ
し
雨
う
た
れ
て
袖
し
ほ
る
ら
ん

そ
ほ
つ
と
も
花
の
花
下
に
そ
や
と
は
せ
む
に
ほ
ふ
し
つ
く
に
衣
そ
む
へ
く

そ
ほ
っ
と
も
花
の
し
た
に
し
や
と
は
せ
ん
に
ほ
ひ
し
露
に
衣
そ
む
へ
く

雨
中
落
花
〈
藤
〉
長
家
卿
〈
大
納
言
〉

雨
中
落
花
長
家
卿

打
聞

打
聞

春
雨
に
散
る
花
み
れ
は
か
き
く
ら
し
み
そ
れ
し
空
の
心
ち
こ
そ
す
れ

は
る
雨
に
ち
る
花
み
れ
は
か
き
く
ら
し
み
そ
れ
し
空
の
心
ち
こ
そ
す
れ

雨
中
藤
花
〈
源
〉
顕
仲
卿
〈
神
祇
伯
〉

雨
中
藤
花
顕
仲
卿

金ぬ
る
Ｌ
さ
へ
う
れ
し
か
り
け
り
春
雨
に
色
ま
す
藤
の
し
つ
く
と
お
も
へ
は

ぬ
る
Ｌ
さ
へ
う
れ
し
か
り
け
り
春
雨
に
色
ま
す
藤
の
し
つ
く
と
お
も
へ
は

雨
中
窪
麦
俊
頼

い
に
し
へ
は
ち
り
を
さ
へ
こ
そ
い
と
ひ
け
れ
あ
め
に
し
ほ
れ
ぬ
な
て
し
こ
の
花

郭
公
１
時
鳥
【
宮
】

※
歌
題
の
下

ま
と
ふ
Ｉ
ま
よ
ふ
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

花
下
ｌ
し
た
【
宮
】
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内 内谷 内谷内谷 内谷内内谷 内谷内谷内谷内内谷 内谷内谷 内谷内谷

０
０
２
９

０
０
２
９

０
０
２
９

０
０
２
８

０
０
２
８

０
０
２
８

０
０
２
８

０
０
２
８

０
０
２
７

０
０
２
７

０
０
２
７

０
０
２
７

０
０
２
６

０
０
２
６

０
０
２
６

０
０
２
６

０
０
２
６

０
０
２
５

０
０
２
５

０
０
２
５

０
０
２
５

０
０
２
４

０
０
２
４

０
０
２
４

０
０
２
４

０
０
２
８

０
０
２
８

０
０
２
８

０
０
２
３

雨
中
堅
花
顕
季

〃
〃
野
花
顕
季
卿

あ
め
ふ
れ
は
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
露
を
た
に
お
も
け
に
見
え
し
ま
の
上
む
ら
萩

雨
ふ
れ
は
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
露
を
た
に
面
影
に
見
え
し
ま
上
の
村
萩

雪
中
子
日

俊
頼

雪
中
子
日

俊
頼
朝
臣

子
日
し
て
よ
は
ひ
を
堅
へ
に
雪
ふ
れ
は
二
葉
の
松
し
花
咲
に
け
り

子
日
し
て
よ
は
ひ
を
堅
へ
に
雪
ふ
れ
は
二
葉
の
松
も
花
さ
き
に
け
り

雪
中
若
菜
能
宣
朝
臣

〃
〃
若
菜
能
宣
朝
臣

春
日
野
の
わ
か
な
も
い
ま
は
お
ふ
と
そ
と
人
よ
り
さ
き
ゆ
き
の
つ
む
ら
ん

春
日
堅
の
わ
か
な
も
い
ま
は
お
ふ
ら
め
と
人
よ
り
さ
き
に
雪
そ
ふ
り
つ
む

雪
中
鷹
狩
〈
源
〉
道
済
〈
筑
前
守
〉

〃
〃
鷹
狩
道
済

金ぬ
れ
ノ
＼
も
猶
か
り
ゆ
か
む
箸
鷹
の
う
は
毛
の
雪
を
う
ち
は
ら
ひ
つ
Ｌ

ぬ
れ
ノ
ー
も
猶
か
り
ゆ
か
ん
は
し
た
か
の
う
は
け
の
雪
を
う
ち
は
ら
ひ
つ
Ｌ

雪
中
旅
人
經
信
卿

〃
〃
旅
人
經
信
卿

深
山
路
に
け
さ
や
遣
つ
る
た
ひ
人
の
笠
し
ろ
た
へ
に
ゆ
き
は
ふ
り
つ
上

太
山
ち
を
け
さ
や
い
て
つ
る
旅
人
の
笠
し
ろ
た
へ
に
雪
は
ふ
り
つ
上

風
中
虫
聲
無

風
中
虫
聾
無
名

良
山
集

み
や
き
野
の
露
こ
そ
風
に
こ
ほ
ら
め
む
し
の
音
さ
へ
も
乱
る
な
る
か
な

宮
城
の
上
露
こ
そ
風
に
み
た
る
ら
し
虫
の
ね
さ
へ
も
み
た
る
な
る
か
な

竹
中
鶯
〈
入
寺
〉
聖
梵
法
師
〈
東
大
寺
〉

竹
中
鴬
聖
梵
禅
師

打
聞

※
歌
題
の
下

遣
つ
る
ｌ
出
つ
る
【
宮
】
【
三
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

こ
ほ
ｌ
こ
ほ
る
【
宮
】

さ
き
ｌ
さ
き
に
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄」原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 谷
Ｏ
Ｏ
２
９

内
０
０
２
９

内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷

０
０
３
２

０
０
３
２

０
０
３
２

０
０
８
２

０
０
８
１

０
０
８
１

０
０
８
１

０
０
８
１

０
０
３
０

０
０
８
０

０
０
８
０

０
０
８
０

０
０
８
４

０
０
８
４

０
０
３
４

０
０
８
４

０
０
８
８

０
０
８
８

０
０
３
８

０
０
８
８

０
０
３
５

０
０
３
５

０
０
８
５

０
０
３
５

花
さ
か
ぬ
竹
に
の
み
す
む
鴬
は
み
し
か
き
よ
た
は
は
る
と
し
る
ら
ん

花
さ
か
ぬ
竹
に
の
み
す
む
鴬
は
み
し
か
き
よ
を
や
春
し
る
ら
ん

船
中
時
烏
俊
頼

船
中
郭
公
俊
頼
朝
臣

を
ひ
か
せ
に
も
と
る
も
た
ゆ
し
時
鳥
い
さ
た
か
さ
こ
の
ま
つ
の
梢
へ

を
ひ
か
せ
に
も
と
る
も
た
ゆ
し
時
烏
い
さ
高
砂
の
松
の
木
す
ゑ
に

舟
中
月

〈
大
江
〉
匡
〈
中
納
言
〉

船
中
月

匡
房
卿

つ
れ
よ
り
も
月
の
ひ
か
り
の
さ
や
け
き
は
あ
ま
の
川
瀬
に
ふ
れ
や
き
ぬ
ら
ん

つ
れ
よ
り
も
月
の
光
の
く
ま
な
き
は
あ
ま
の
河
せ
に
舟
や
き
ぬ
ら
ん

山
中
郭
公
俊
頼

山
中
郭
公
俊
頼
朝
臣

ほ
と
上
き
す
を
の
か
ね
山
の
椎
柴
に
か
へ
り
う
て
は
や
を
と
つ
れ
も
せ
ぬ

時
鳥
を
の
か
ね
や
ま
の
し
ゐ
し
は
に
か
へ
り
う
て
は
や
を
と
つ
れ
も
せ
ぬ

旅
中
春
暮
同

旅
中
春
暮
同

わ
か
れ
行
や
よ
ひ
の
空
に
し
た
は
れ
て
し
ら
ぬ
野
へ
に
も
ま
と
ふ
け
ふ
か
な

わ
か
れ
ゆ
く
や
よ
ひ
の
空
に
し
た
は
れ
て
し
ら
ぬ
の
へ
に
も
ま
と
ふ
今
日
哉

旅
中
聞
鴫
白
河
院
御
製

旅
中
聞
鳫
白
川
院
御
製

さ
し
て
行
道
も
わ
す
れ
て
雁
か
ね
の
き
こ
ゆ
る
か
た
に
心
を
そ
や
る

さ
し
て
ゆ
く
道
も
わ
す
れ
て
鴫
金
の
き
こ
ゆ
る
か
た
に
心
を
そ
や
る

花
下
旅
宿
俊
頼

花
下
旅
宿
俊
頼
朝
臣

や
さ
し
や
な
苔
の
た
も
と
に
ち
り
そ
む
る
花
を
衣
に
か
さ
ね
て
そ
ぬ
る

か
さ
し
た
の
こ
け
の
た
も
と
に
ち
り
そ
む
る
花
を
衣
に
か
さ
し
て
そ
ぬ
る

［
下
］

下

郭
公
１
時
鳥
【
宮
】

よ
た
Ｉ
如
本
【
傍
】
よ
た
は
’

よ
た
に
【
宮
】
は
る
と
ｌ
は
る

を
【
三
】

匡
Ｉ
匡
房
【
宮
】

川
瀬
ｌ
か
は
風
【
宮
】

へ
－
は
【
宮
】
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内谷内内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷 内谷 谷
０
０
３
７

内谷
０
０
８
７

内 内谷内内谷

０
０
４
１

０
０
４
０

０
０
４
０

０
０
４
１

０
０
４
０

０
０
４
０

０
０
３
９

０
０
４
０

０
０
８
９

０
０
８
８

０
０
８
７

０
０
３
８

０
０
８
７

０
０
８
９

０
０
８
８

０
０
８
９

０
０
８
８

０
０
８
６

０
０
８
６

０
０
３
６

０
０
８
６

０
０
８
６

邊
〈
頭
〉

水
邊
残
雪
〈
藤
〉
經
衡
〈
大
和
守
〉

水
邊
残
雪
藤
經
衡

い
か
に
し
て
の
こ
れ
る
春
の
雪
な
ら
む
こ
ほ
り
も
け
に
し
池
の
汀
に

い
か
に
し
て
の
こ
れ
る
春
の
雪
な
ら
ん
氷
と
け
に
し
池
の
み
き
は
に

水
邊
梅
花
〈
平
〉
經
章
〈
東
宮
亮
〉

水
邊
梅
花
平
經
章
朝
臣

す
ゑ
む
す
ふ
人
の
て
さ
へ
や
に
ほ
ふ
ら
ん
梅
の
下
行
み
つ
の
な
か
れ
は

す
ゑ
む
す
ふ
人
の
手
さ
へ
や
匂
ら
ん
梅
の
下
ゆ
く
水
の
な
か
れ
は

水
邊
桜
花
師
賢

水
邊
桜
花
師
賢
朝
臣

池
水
の
み
き
は
な
ら
す
は
さ
く
ら
花
か
け
を
も
波
に
お
ら
れ
ま
し
や
は

池
水
の
汀
な
ら
す
は
さ
く
ら
花
か
け
を
も
浪
に
お
ら
れ
ま
し
や
は

水
邊
款
冬
殿
下

〃
〃
款
冬
関
白
前
太
政
大
臣

金か
き
り
あ
り
て
散
る
た
に
お
し
き
款
冬
を
い
た
く
な
お
り
そ
い
て
の
河
な
み

か
き
り
あ
り
て
ち
る
た
に
お
し
き
山
吹
を
い
た
く
な
お
り
そ
ゐ
て
の
川
浪

松
下
風
聲
時
方

松
下
風
聾
持
方

奇
合

枩
の
え
に
秋
吹
か
せ
の
を
と
き
け
は
く
も
ら
ぬ
雨
に
袖
そ
ぬ
れ
け
る

松
の
え
に
秋
ふ
く
風
の
を
と
き
け
は
く
も
ら
ぬ
雨
に
袖
そ
ぬ
れ
け
る

林
下
時
雨
行
宗
卿

た
ち
よ
れ
と
時
雨
と
ま
ら
ぬ
は
上
そ
原
も
る
山
と
も
や
い
ふ
へ
か
る
ら
ん

［
邊
］

I

※
歌
題
の
下

こ
ほ
り
も
け
に
し
ｌ
氷
も
□
□

し
【
宮
】

※
歌
題
の
下

枩
の
え
ｌ
松
か
え
【
宮
】
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内谷内谷内内谷 内谷内内谷 内谷内谷 内谷内内谷 谷
０
０
４
８

内谷
０
０
４
８

内 内谷内谷

０
０
４
７

０
０
４
５

０
０
４
５

０
０
４
７

０
０
４
５

０
０
４
６

０
０
４
４

０
０
４
４

０
０
４
６

０
０
４
４

０
０
４
４

０
０
４
２

０
０
４
２

０
０
４
４

０
０
４
２

０
０
４
２

０
０
４
１

０
０
４
２

０
０
４
１

０
０
４
８

０
０
４
６

０
０
４
５

０
０
４
３

０
０
４
５

０
０
４
３

水
邊
夏
月

〈
安
部
〉
佐
頼

〃
〃
夏
月

安
部
佐
頼

打
聞

か
つ
き
す
る
あ
ま
た
に
し
ら
ぬ
わ
た
つ
海
の
底
さ
へ
照
す
夏
の
よ
の
月

か
つ
き
す
る
あ
ま
た
に
し
ら
ぬ
わ
た
つ
海
の
底
さ
へ
て
ら
す
夏
の
夜
の
月

水
邊
草
花
〈
輔
仁
〉
三
宮
〈
親
王
〉

水
邊
草
花
三
宮

川
舟
の
さ
ほ
の
し
つ
く
に
た
ち
そ
ひ
て
岩
ね
の
す
上
き
い
と
Ｌ
露
け
し

河
舟
の
さ
ほ
の
し
つ
く
の
お
ち
そ
ひ
て
い
は
ね
の
す
上
き
い
と
Ｌ
露
け
し

水
邊
秋
花
能
宣
朝
臣

〃
〃
秋
花
能
宣
朝
臣

後水
の
色
は
は
な
の
に
ほ
ひ
を
け
ふ
そ
へ
て
千
年
の
妹
の
た
め
し
と
そ
み
る

水
の
色
に
花
の
に
ほ
ひ
を
今
日
そ
へ
て
ち
と
せ
の
秋
の
た
め
し
と
そ
み
る

水
邊
紅
葉
經
信
卿

〃
〃
紅
葉
經
信
卿

金大
井
河
岩
波
た
か
し
筏
し
も
岸
の
も
み
ち
に
あ
か
ら
め
な
せ
そ

大
井
川
い
は
な
み
た
か
し
い
か
た
し
よ
岸
の
も
み
ち
に
あ
か
ら
め
な
せ
そ

水
邊
蘆
葉
顕
季

″
″

顕
季
卿

水
邊
蛍
嘉
言

〃
〃
蛍
嘉
言

水
の
お
も
に
わ
た
る
ほ
た
る
の
か
け
み
れ
は
を
の
か
お
も
ひ
も
か
く
れ
さ
り
け
り

水
の
お
も
に
わ
た
る
蛍
の
か
け
見
れ
は
を
の
か
思
ひ
も
か
く
れ
さ
り
け
り

水
邊
夏
草
俊
頼

ゆ
ふ
立
に
し
ほ
る
Ｌ
澤
の
か
生
み
草
水
の
か
け
も
や
葉
に
う
つ
る
ら
む

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下
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谷
０
０
５
４

内
０
０
５
８

内谷内谷 谷内
０
０
５
Ｏ

谷内
０
０
５
０

内谷内谷 内谷内内谷 内谷内谷 谷
０
０
４
８
見
わ
た
せ
は
あ
し
葉
を
し
な
み
茂
り
あ
ひ
て
道
た
る
ノ
ー
し
堀
江
漕
舟

内
０
０
４
６
見
わ
た
せ
は
あ
し
の
葉
を
し
な
み
し
け
り
あ
ひ
て
道
た
つ
ノ
ー
し
ほ
り
え
こ
く
舟

谷
０
０
４
９

水
邊
松
為
時
〈
越
後
守
〉

内谷
０
０
４
９
池
水
に
ま
か
へ
る
ち
よ
の
か
け
を
見
て
末
の
松
山
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

内

０
０
５
８

０
０
５
１

０
０
５
８

０
０
５
１

０
０
５
２

０
０
４
９

０
０
５
２

０
０
４
９

０
０
５
１

０
０
４
８

０
０
４
８

０
０
５
１

０
０
４
８

０
０
５
０

０
０
４
７

０
０
５
０

０
０
４
７

〃
〃
霞
俊
頼
朝
臣

春
か
す
み
た
な
ひ
く
う
ら
は
み
つ
し
ほ
の
い
そ
こ
す
浪
の
を
と
の
み
そ
す
る

海
邊
月

顕
仲
卿

海
邊
月

顕
仲
卿

か
も
め
ゐ
る
ふ
ち
え
の
浦
の
お
き
つ
す
に
よ
ふ
ね
い
さ
よ
ふ
月
そ
さ
や
け
き

か
も
め
ゐ
る
ふ
ち
え
の
う
ら
の
お
き
つ
浪
夜
舟
い
さ
よ
ふ
月
の
さ
や
け
さ

岸
邊
秋
花
〈
源
〉
順
〈
能
登
守
〉

〃
〃
秋
花
源
順

水
過
旅
宿
師
賢

〃
〃
旅
宿
師
賢
朝
臣

磯
な
る
上
心
そ
た
へ
い
た
ひ
れ
す
る
あ
し
の
ま
る
や
に
か
ゞ
る
し
ら
波

磯
な
る
上
こ
上
ろ
そ
た
え
ぬ
旅
ね
す
る
あ
し
の
ま
る
屋
に
か
く
る
白
浪

池
邊
藤
花
經
信

〃
〃
藤
花
經
信
卿

金池
に
ひ
つ
松
の
は
ひ
え
に
む
ら
さ
き
の
波
お
り
か
上
る
藤
さ
き
に
け
り

池
に
ひ
つ
松
の
は
ひ
え
に
紫
の
波
お
り
か
く
る
藤
さ
き
に
け
り

海
邊
柳
〈
源
〉
仁
和
寺
左
府
〈
有
仁
〉

海
邊
柳
花
園
左
大
臣

し
ほ
み
て
は
あ
ま
の
つ
り
こ
と
見
ゆ
る
か
な
岸
へ
に
た
て
る
青
柳
の
い
と

し
ほ
み
て
は
あ
ま
の
つ
り
か
と
見
ゆ
る
哉
岸
へ
に
た
て
る
青
柳
の
い
と

池
邊
ｌ
池
水
【
三
】

※
歌
題
の
下

為
時
Ｉ
〈
藤
〉
為
時
【
宮
】

心
そ
ｌ
出
る
に
【
宮
】

た
る
ｌ
た
つ
【
宮
】
【
三
】

つ
り
こ
’
釣
か
【
宮
】
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内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷

０
０
５
７

０
０
５
５

０
０
５
７

０
０
５
５

０
０
５
６

０
０
５
４

０
０
５
６

０
０
５
４

０
０
５
８

０
０
５
７

０
０
５
８

０
０
５
７

０
０
５
６
岸
頭
白
菊
定
誓
律
師

０
０
５
６
わ
か
や
と
の
岸
の
ひ
た
い
の
白
菊
は
ま
ゆ
の
あ
ひ
た
の
玉
と
こ
そ
み
れ

０
０
５
９

０
０
５
８

０
０
５
９

０
０
５
８

０
０
５
５

０
０
５
２

０
０
５
５

０
０
５
２

０
０
５
４

０
０
５
８

霧
間
堅
花
行
家
〈
讃
岐
守
〉

霧
際
野
花
藤
行
家
朝
臣

秋
の
上
霧
の
た
え
ま
の
は
な
す
Ｌ
き
ほ
の
め
く
色
を
見
つ
る
け
ふ
哉

秋
の
堅
の
き
り
の
た
え
ま
の
花
す
生
き
ほ
の
め
く
色
を
け
ふ
み
つ
る
哉

雨
間
花
〈
関
白
〉
京
極
大
殿
〈
師
実
〉

雨
間
花
京
極
前
太
政
大
臣

ふ
く
か
せ
に
ち
る
た
に
お
し
き
桜
花
ま
た
春
か
せ
に
し
ほ
る
へ
く
や
は

ふ
く
風
に
ち
る
た
に
お
し
き
桜
花
ま
た
春
雨
に
し
ほ
る
へ
し
と
は

色
ふ
か
き
き
し
の
ほ
と
り
に
さ
け
る
花
あ
さ
き
波
に
は
お
ら
れ
さ
り
け
り

色
ふ
か
き
岸
の
ほ
と
り
に
さ
け
る
花
あ
た
の
波
に
は
お
ら
れ
さ
り
け
り

岸
邊
牡
丹
顕
仲
卿

岸
邊
牡
丹
同
人

あ
ま
そ
き
や
き
し
へ
に
さ
け
る
ふ
か
み
草
ふ
か
く
そ
水
に
か
け
は
し
つ
め
る

□
□
□
□
□
し
る
へ
に
さ
け
る
ふ
か
み
草
ふ
か
く
も
水
に
か
け
そ
し
つ
め
る

野
邊
枯
草
顕
仲
卿

堅
邊
枯
草
顕
仲
卿

し
の
き
あ
へ
す
わ
け
こ
し
の
ち
も
冬
か
れ
は
も
す
そ
に
か
上
る
草
の
は
も
な
し

し
の
き
あ
へ
す
□
□
こ
し
の
ち
も
冬
く
れ
は
も
く
つ
に
か
Ｌ
る
草
の
葉
も
し

山
邊
梅
芳
〈
源
〉
仲
正
〈
兵
庫
頭
〉

山
邊
梅
花
源
仲
正

よ
の
つ
れ
の
つ
ま
き
は
こ
ら
し
春
山
の
に
ほ
ひ
を
た
き
も
の
に
せ
む

よ
の
つ
れ
の
つ
ま
木
は
こ
ら
し
春
山
の
梅
の
に
ほ
ひ
を
た
き
物
に
せ
ん

［
間
］

間

春
か
せ
ｌ
春
雨
【
宮
】

行
家
Ｉ
〈
藤
〉
行
家
【
宮
】

に
ほ
ひ
ｌ
梅
の
に
ほ
ひ
【
宮
】
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内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷 内谷 内谷内内谷 内谷内内谷

０
０
６
８

０
０
６
２

０
０
６
８

０
０
６
２

０
０
６
５

０
０
６
４

０
０
６
５

０
０
６
４

０
０
６
４

０
０
６
８

０
０
６
４

０
０
６
８

０
０
６
２

０
０
６
１

０
０
６
２

０
０
６
１

０
０
６
１

０
０
６
０

０
０
６
０

０
０
６
１

０
０
６
０

０
０
６
０

０
０
５
９

０
０
５
９

０
０
６
０

０
０
５
９

雲
外
時
鳥
〈
藤
〉
行
盛
〈
摂
津
守
〉

雲
外
郭
公
行
盛
朝
臣

ま
つ
ら
む
と
し
ら
す
か
ほ
に
て
時
鳥
雲
井
な
か
ら
も
過
ぬ
な
る
か
な

ま
つ
ら
ん
と
し
ら
ぬ
か
ほ
に
て
時
烏
雲
ゐ
な
か
ら
も
過
に
け
る
哉

野
外
花
隆
源
阿
闇
梨
〈
号
若
狭
〉

野
外
草
隆
源
法
師

ま
つ
す
け
や
そ
ろ
ゐ
し
け
れ
る
堅
澤
に
も
す
み
れ
つ
む
と
て
ひ
と
よ
い
ぬ
へ
し

ま
る
す
け
や
そ
る
ひ
し
け
れ
る
堅
さ
は
に
も
菫
つ
む
と
て
一
夜
ね
ぬ
へ
し

野
外
女
郎
顕
季

野
外
女
郎
顕
季
卿

を
み
な
へ
し
う
し
ろ
め
た
く
も
見
ゆ
る
哉
あ
た
の
お
ほ
の
に
た
つ
と
お
も
へ
は

を
み
な
へ
し
う
し
ろ
め
た
く
も
み
ゆ
る
哉
あ
た
の
お
ほ
堅
に
た
て
る
と
お
も
へ
は

［
外
］

外

松
間
桜
仁
和
寺
左
府

松
間
桜
花
薗
左
大
臣

金春
こ
と
に
松
の
み
と
り
に
う
つ
も
れ
て
か
せ
に
し
ら
れ
ぬ
は
な
さ
く
ら
か
な

春
こ
と
に
松
の
み
と
り
に
う
つ
も
れ
て
風
に
し
ら
れ
ぬ
花
さ
く
ら
哉

同
〈
藤
〉
内
大
臣
〈
左
大
将
〉

同
座
内
大
臣

金こ
の
春
は
長
閑
に
に
ほ
へ
さ
く
ら
花
枝
ま
つ
か
は
す
ま
つ
の
し
る
し
に

こ
の
春
は
の
と
か
に
匂
へ
さ
く
ら
花
枝
さ
し
か
は
す
松
の
し
る
し
に

松
間
紅
葉
顕
輔
卿
〈
左
京
大
夫
〉

松
間
紅
葉
顕
輔
卿

住
吉
の
ま
つ
の
た
え
ま
の
紅
葉
に
や
つ
も
り
の
あ
ま
は
秋
を
知
ら
ん

す
み
よ
し
の
松
の
た
え
ま
の
紅
葉
に
や
つ
も
り
の
あ
ま
は
秋
を
知
ら
ん

隆
源
ｌ
〈
延
暦
寺
〉
隆
源
【
宮
】

そ
ろ
ゐ
ｌ
そ
の
ゐ
【
宮
】
い
ぬ

Ｉ
か
い
【
宮
】
堅
澤
ｌ
堅
原

【
一
二
】

顕
輔
卿
ｌ
〈
藤
〉
顕
輔
卿
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下
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内谷 内谷内内谷谷
０
０
７
１

内
０
０
７
０

内谷内谷 内谷内内谷 内谷 内 谷 内 谷 内 谷 内谷

０
０
７
０

０
０
６
９

０
０
６
９

０
０
７
０

０
０
６
９

０
０
６
９

０
０
６
８

０
０
６
９

０
０
６
８

０
０
６
８

０
０
６
７

０
０
６
７

０
０
６
８

０
０
６
７

０
０
６
７

０
０
６
６

０
０
６
７

０
０
６
６

０
０
６
６

０
０
６
５

０
０
６
６

０
０
６
５

月
前
落
花
經
信

月
前
落
花
經
信
卿

く
ま
も
な
き
月
は
か
り
と
や
詠
ま
し
ち
り
く
る
花
の
か
け
な
か
り
せ
は

く
ま
も
な
き
月
は
か
り
と
や
詠
ま
し
ち
り
く
る
花
の
か
け
な
か
り
せ
は

月
前
秋
花
輔
照

〃
〃
秋
花
菅
輔
照

う
し
ろ
め
く
月
の
ま
へ
な
る
女
郎
花
露
に
心
や
を
き
か
は
す
ら
む

う
し
ろ
め
た
月
の
ま
へ
な
る
を
み
な
へ
し
露
に
う
し
ろ
や
を
き
か
は
す
ら
ん

月
前
落
葉
白
河
院
御
製

〃
〃
落
葉
白
河
院
御
製

後も
み
ち
葉
の
雨
と
ふ
る
な
る
こ
の
ま
よ
り
明
石
の
月
の
影
そ
も
り
く
る

紅
葉
は
の
雨
と
ふ
る
な
る
木
の
ま
よ
り
あ
や
し
や
月
の
か
け
そ
も
り
く
る

月
前
残
菊
〈
大
江
〉
公
資
〈
兵
部
権
大
輔
〉

〃
〃
白
菊
大
江
公
資
朝
臣

秋
の
よ
の
月
に
ま
き
る
上
し
ら
菊
は
う
つ
る
は
せ
て
そ
お
る
へ
か
り
け
る

秋
の
夜
の
月
に
ま
き
る
上
白
菊
は
う
つ
る
は
せ
て
そ
お
る
へ
か
り
け
る

月
前
述
懐
〈
藤
〉
實
綱
〈
式
部
大
輔
〉

〃
〃
述
懐
藤
實
綱
朝
臣

後い
つ
と
て
も
か
は
ら
ぬ
秋
の
月
み
れ
は
た
Ｌ
い
に
し
へ
の
つ
ま
そ
恋
し
き

い
つ
と
て
も
か
は
ら
ぬ
秋
の
月
み
れ
は
た
上
い
に
し
へ
の
空
そ
恋
し
き

豆
則
］

前門戸

先先
L－』L一」

柳柳
先先
花花
緑詠

〈
藤
〉
公
實
〈
大
納
言
〉

三
条
大
納
言
公
責

詠
ｌ
緑
【
宮
】

※
歌
題
の
下

け
る
ｌ
け
り
（
る
鰍
【
傍
】
）

【
宮
】

※
歌
題
の
下
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内谷内内谷内谷内谷 内谷 内谷内内谷内谷内谷 内谷 内谷内谷内谷

０
０
７
５

０
０
７
５

０
０
７
５

０
０
７
５

０
０
７
５

０
０
７
４

０
０
７
４

０
０
７
４

０
０
７
４

０
０
７
３

０
０
７
８

０
０
７
８

０
０
７
８

０
０
７
８

０
０
７
２

０
０
７
２

０
０
７
２

０
０
７
２

０
０
７
１

秋
花
先
秋
関
白

０
０
７
１
い
つ
る
ひ
を
い
か
に
か
そ
へ
て
な
つ
草
の
さ
き
ま
し
る
ら
ん
模
の
花

０
０
７
１

０
０
７
０

［
後
］

後

山
花
半
綻
隆
源
阿
閨
梨

山
花
半
隆
源

さ
き
さ
か
す
む
ら
こ
に
に
ほ
ふ
山
さ
く
ら
あ
す
を
み
て
や
は
立
わ
か
る
へ
き

さ
き
さ
か
す
む
ら
こ
に
上
ほ
ふ
山
桜
あ
す
を
み
て
や
は
立
か
へ
る
へ
き

紅
葉
半
落
俊
長
〈
少
将
〉

紅
葉
半
落
俊
長
少
将

打
聞

い
か
な
れ
は
お
な
し
木
す
ゑ
の
も
み
ち
葉
を
ち
ら
し
ち
ら
さ
ぬ
か
せ
の
吹
ら
む

い
か
な
れ
は
お
な
し
梢
の
も
み
ち
葉
を
ち
ら
し
ち
ら
さ
す
風
の
ふ
く
ら
ん

雨
後
残
花
〈
延
丁
時
〉
慶
能
法
師
〈
号
横
川
内
供
〉

雨
後
残
花
慶
範
法
師

ち
り
残
る
花
を
見
ま
し
や
あ
ま
雲
の
は
る
Ｌ
け
ふ
た
に
た
つ
ね
さ
り
せ
は

ち
り
は
つ
る
花
を
見
ま
し
や
あ
ま
雲
の
は
る
上
今
日
た
に
た
つ
ね
さ
り
せ
は

雨
後
野
花
俊
頼

〃
〃
野
草
俊
頼
朝
臣

金こ
の
さ
と
も
冬
た
ち
し
け
り
あ
さ
ち
ふ
に
露
の
す
か
ら
い
草
の
葉
も
な
し

こ
の
里
も
夕
た
ち
し
け
り
あ
さ
ち
ふ
に
露
の
す
か
ら
い
草
の
は
も
な
し

［
半
］

半 あ
さ
み
と
り
ま
つ
と
て
人
の
く
る
も
の
は
花
に
さ
き
た
つ
青
柳
の
糸

あ
さ
み
と
り
ま
つ
と
て
人
の
く
る
物
は
花
に
さ
き
た
つ
青
柳
の
い
と

〈
延
暦
寺
〉
慶
範
法
師
〈
号

横
川
内
供
〉
【
宮
】

※
こ
の
一
首
、
歌
題
・
作
者
と

も
に
行
間
に
追
記
【
宮
】

落
ｌ
綻
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下
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藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷内谷内谷 内 内 谷 内 谷 内 谷 内谷内谷内谷内谷内谷内内谷

０
０
７
９

０
０
７
９

０
０
７
９

０
０
７
９

０
０
７
８

０
０
７
８

０
０
７
８

０
０
７
８

０
０
７
７

０
０
７
７

０
０
７
７

０
０
７
７

０
０
８
０

０
０
８
０

０
０
８
０

０
０
８
０

０
０
８
０

０
０
７
６

０
０
７
６

０
０
７
６

０
０
７
６

０
０
７
６

０
０
８
１

０
０
８
１

０
０
８
１

０
０
８
１

雨
後
落
葉
俊
頼

〃
〃
落
葉
同

詞名
残
な
く
時
鳥
の
空
は
晴
ぬ
れ
と
又
ふ
る
も
の
は
木
葉
な
り
け
り

な
こ
り
な
く
時
雨
の
空
は
晴
ぬ
れ
と
又
ふ
る
物
は
木
葉
成
け
り

雨
後
月
明
良
暹

〃
〃
月
明
良
暹

い
ま
は
と
て
ぬ
へ
か
り
け
り
や
時
鳥
つ
る
空
と
も
見
え
ぬ
す
め
る
月
か
け

い
ま
は
と
て
ぬ
へ
か
り
け
り
や
時
雨
つ
る
空
と
も
見
え
す
澄
る
月
哉

雨
後
山
水
〈
藤
〉
基
俊
〈
前
左
兵
衛
佐
〉

〃
〃
山
水
藤
基
俊

芳
野
山
空
や
む
ら
さ
め
ふ
り
ぬ
ら
ん
ふ
も
と
の
た
き
つ
を
と
よ
と
む
也

よ
し
の
山
空
や
村
雨
ふ
り
ぬ
ら
し
麓
の
た
き
つ
を
と
上
よ
む
也

夢
後
時
鳥
〈
白
川
院
〉
周
防
内
侍
〈
女
房
〉

夢
後
郭
公
周
防
内
侍

思
ひ
れ
の
夢
ち
に
心
か
よ
へ
は
や
お
き
ふ
す
と
こ
に
き
く
時
鳥

お
も
ひ
ね
の
夢
ち
に
心
か
よ
へ
は
や
お
き
ふ
す
こ
と
に
聞
時
鳥

老
後
見
月

國
基

老
後
見
月

津
守
國
基

良あ
は
す
し
て
お
ひ
は
て
に
け
る
わ
か
身
哉
こ
む
よ
の
や
み
も
て
ら
せ
月
か
け

あ
か
す
し
て
老
は
て
に
け
る
我
身
哉
こ
む
世
の
や
み
も
て
ら
せ
月
か
け

山
近
聞
時
鳥
〈
藤
〉
盛
房
〈
肥
後
守
〉

山
近
聞
郭
公
藤
盛
房

時
鳥
い
か
て
き
か
ま
し
を
と
は
山
す
そ
野
の
さ
と
に
や
と
し
さ
り
せ
は

時
鳥
い
か
て
き
か
ま
し
を
と
は
山
す
そ
の
Ｌ
里
に
や
と
ら
さ
り
せ
は

［
近
］

近

俊
頼
ｌ
同
【
宮
】

※
歌
題
の
下

鳥
Ｉ
雨
力
【
傍
】

れ
【
宮
】

時
鳥
’
し
く
れ
【
宮
】
見
え
ぬ

ｌ
見
え
す
【
宮
】
月
か
け
１
月

か
な
【
宮
】

ま
し
ｌ
さ
り
し
（
さ
り
ｌ
ま
鰍

【
傍
】
）
【
宮
】
や
と
し
ｌ

や
と
ら
【
宮
】

※
歌
題
の
下

は
や
’
と
も
【
宮
】

時
烏
’
し
く
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内谷内谷 内谷内内谷谷
０
０
８
７

内
０
０
８
７

内谷 内谷内谷 谷内
０
０
８
３

谷内
０
０
８
３

谷
０
０
８
８

内谷
０
０
８
３

内 内谷内谷

０
０
８
６

０
０
８
６

０
０
８
６

０
０
８
６

０
０
８
５

０
０
８
５

０
０
８
５

０
０
８
５

０
０
８
５

０
０
８
４

０
０
８
４

０
０
８
４

０
０
８
４

０
０
８
２

０
０
８
２

０
０
８
２

０
０
８
２

遠
山
桜
清
家

遠
山
桜
藤
清
家

後よ
し
の
山
や
へ
た
つ
み
れ
の
し
ら
雲
に
か
さ
ね
て
み
ゆ
る
さ
く
ら
花
か
な

吉
堅
山
や
へ
た
つ
岑
の
白
雲
に
か
さ
ね
て
み
ゆ
る
花
さ
く
ら
哉

遠
山
花
俊
頼

〃
〃
花
俊
頼
朝
臣

神
山
に
ま
ゆ
ふ
の
ぬ
さ
を
引
か
け
て
さ
ら
す
や
花
の
さ
か
り
な
る
ら
む

神
山
に
ま
そ
ほ
の
ぬ
さ
を
引
か
け
て
さ
ら
す
や
花
の
さ
か
り
成
ら
ん

遠
山
紅
葉
為
義

遠
山
紅
葉
橘
為
義
朝
臣

［
些
起
］

遠

叢
近
聞
虫
聲
源
縁

草
村
の
と
を
か
ら
ま
せ
は
虫
の
ね
を
ね
覚
の
床
に
い
か
て
き
か
ま
し

梅
告
春
近
顕
季

梅
告
春
近
顕
季
卿

雪
の
内
に
つ
ぼ
み
す
け
り
な
梅
花
春
た
ち
か
た
に
な
り
や
し
ぬ
ら
ん

雪
の
う
ち
に
つ
ぼ
み
に
け
り
な
梅
花
春
あ
け
か
た
に
成
や
し
ぬ
ら
ん

山
近
聞
鹿
〈
橘
〉
為
義
〈
但
馬
守
〉

山
近
聞
鹿
聾
為
義
朝
臣

山
さ
と
は
さ
ひ
し
け
れ
と
も
鹿
の
ね
を
ゐ
な
か
ら
き
く
そ
人
に
ま
さ
れ
る

山
里
は
さ
ひ
し
け
れ
と
も
鹿
の
ね
を
ゐ
な
か
ら
き
く
そ
人
に
ま
さ
れ
る

山
近
對
紅
葉
〈
藤
〉
行
宗

色
ふ
か
き
よ
そ
の
木
す
ゑ
の
あ
か
な
く
に
手
お
る
は
か
り
に
き
て
も
見
る
哉

I

※
歌
題
の
下

＊
す
け
り
ｌ
に
【
傍
】
す
け
り

ｌ
に
け
り
【
宮
】
【
三
】

〈
藤
〉
行
宗
〈
伊
賀
守
〉
【
宮
】

【
一
二
】
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(中村）藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み

谷
０
０
９
１

内
０
０
９
１

内
０
０
９
１

谷
０
０
９
１

内
０
０
９
１

谷
０
０
９
２

内谷
０
０
９
２

内 内谷内谷内谷内内谷谷内
０
０
９
２

谷内
０
０
９
２

内谷内内谷内谷

０
０
９
０

０
０
９
０

０
０
９
０

０
０
９
０

０
０
８
９

０
０
８
９

０
０
８
９

０
０
８
９

０
０
８
９

０
０
８
８

０
０
８
８

０
０
８
８

０
０
８
８

０
０
８
８

０
０
８
７

０
０
８
７

都
た
に
さ
か
り
に
見
ゆ
る
も
み
ち
葉
を
ふ
か
き
山
邊
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

都
た
に
さ
か
り
と
み
ゆ
る
も
み
ち
葉
を
ふ
か
き
山
へ
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

遠
山
雪
頼
長
〈
式
部
太
輔
〉

〃
〃
雪
頼
氏
〈
式
部
大
夫
〉

上
科
抄

よ
そ
に
の
み
よ
し
の
Ｌ
山
の
雪
と
み
て
わ
か
身
の
う
へ
と
し
ら
す
も
あ
る
哉

よ
そ
に
の
み
よ
し
の
上
山
の
雪
と
み
て
我
身
の
う
へ
と
し
ら
す
も
有
哉

梅
香
遠
薫
則
長

梅
香
遠
薫
橘
則
長

上か
を
と
め
て
人
の
く
る
に
そ
梅
の
花
は
る
か
に
に
ほ
ふ
も
の
と
し
り
ぬ
る

香
を
と
め
て
人
の
く
る
に
や
梅
の
花
は
る
か
に
Ｌ
ほ
ふ
物
と
し
り
ぬ
る

梅
香
遠
薫
俊
頼

梅
香
遠
薫
、
俊
頼
朝
臣

心
あ
ら
は
と
は
ま
し
も
の
を
梅
の
花
誰
か
さ
と
よ
り
か
に
ほ
ひ
き
つ
ら
む

こ
上
ろ
あ
ら
は
と
は
ま
し
物
を
梅
花
た
か
里
よ
り
や
匂
き
ぬ
ら
ん

遠
尋
花
小
辨
〈
祐
子
内
親
王
女
房
〉

遠
尋
花
小
弁

後山
桜
心
の
ま
Ｌ
に
た
つ
ね
き
て
か
へ
さ
そ
道
の
ほ
と
は
し
ら
る
Ｌ

山
さ
く
ら
心
の
ま
Ｌ
に
尋
き
て
か
へ
さ
そ
道
の
程
は
し
ら
る
Ｌ

遠
尋
山
花
新
院
御
製

た
つ
ね
つ
る
花
の
あ
た
り
に
な
り
に
け
り
に
ほ
ふ
に
し
る
し
春
の
山
風

遠
尋
山
花
関
白

帰
へ
き
ほ
と
を
お
も
は
い
道
な
ら
は
の
と
か
に
み
ね
の
花
は
見
て
ま
し

※
歌
題
の
下

さ
か
り
に
ｌ
さ
か
り
と
【
三
】

※
歌
題
の
下

〈
中
原
〉
頼
長
〈
式
部
太
輔
〉

【
宮
】
【
三
】

※
歌
題
の
下

よ
し
の
ｌ
み
よ
し
野
【
宮
】
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谷
０
０
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９

内
０
０
９
９

内谷内谷内谷 内谷内谷内谷内谷内谷内谷 内谷内谷内谷内谷

０
０
９
８

０
０
９
８

０
０
９
８

０
０
９
８

０
０
９
７

０
０
９
７

０
０
９
７

０
０
９
７

０
０
９
６

０
０
９
６

０
０
９
６

０
０
９
６

０
０
９
５

０
０
９
５

０
０
９
５

０
０
９
５

０
０
９
４

０
０
９
４

０
０
９
４

０
０
９
４

０
０
９
８

０
０
９
８

０
０
９
８

０
０
９
８

［
遠
近
］

遠
近

遠
見
卯
花
俊
頼

〃
見
卯
花
俊
頼

卯
花
の
よ
そ
め
な
り
け
り
お
ち
こ
ち
に
い
つ
か
は
な
み
の
ゐ
せ
き
越
け
る

卯
花
の
よ
そ
め
な
り
け
り
を
ち
こ
ち
に
い
つ
か
は
波
の
ゐ
せ
き
こ
え
け
る

遠
聞
時
鳥
顕
季

遠
聞
郭
公
顕
季
卿

山
ひ
こ
の
こ
た
へ
さ
り
せ
は
ほ
と
Ｌ
き
す
外
に
な
く
ね
を
い
か
て
き
か
ま
し

山
ひ
こ
の
こ
た
へ
さ
り
せ
は
時
鳥
ほ
か
に
な
く
ね
を
い
か
て
き
か
ま
し

遠
思
秋
萩
匡
房

遠
思
秋
萩
匡
房
卿

み
や
き
野
の
こ
の
し
た
露
の
お
り
か
け
は
小
萩
か
す
ゑ
や
し
ぼ
る
成
ら
ん

宮
城
堅
の
木
の
し
た
露
の
を
も
け
れ
は
小
萩
か
末
や
ち
し
ほ
な
る
ら
ん

檮
衣
聾
遠
匡
房

檮
衣
聾
遠
同
人

こ
ろ
も
う
つ
を
ち
の
さ
と
人
霧
ふ
か
み
あ
る
か
な
き
か
の
声
き
こ
ゆ
也

衣
う
つ
を
ち
の
里
人
き
り
ふ
か
み
あ
る
か
な
き
か
の
聲
き
こ
ゆ
な
り

月
前
遠
俊
頼

月
前
遠
情
俊
頼
朝
臣

い
つ
も
に
は
は
れ
ぬ
や
雲
に
と
ち
ら
れ
て
こ
よ
ひ
の
月
や
お
ぼ
ろ
な
る
ら
ん

い
つ
も
に
は
上
れ
ぬ
か
雲
に
と
ち
ら
れ
て
今
夜
の
月
や
お
ほ
ろ
な
る
ら
ん

雪
中
遠
情
同

雪
中
遠
情
同
人

す
上
た
と
る
ま
や
の
あ
れ
よ
り
も
る
月
の
見
し
上
を
こ
し
ぬ
ひ
に
も
ふ
る
ら
む

す
上
た
れ
る
ま
や
の
あ
れ
よ
り
も
る
雪
や
み
し
上
ほ
こ
し
の
ひ
に
も
ふ
る
ら
ん

遠
近
卯
花

遠
近
卯
花

〈
藤
〉
大
相
國
〈
実
行
〉

大
政
大
臣

大
相
國
【
宮
】

はは遠
れは｜
戸れ遠
宮’情
~JはP丙

へ宮
かb－J
イ
扁

傍
一

一

ぬ
Ｉ
の
【
宮
】

お
り
か
け
１
面
か
け
【
宮
】
お
も

か
け
【
三
】

匡
房
ｌ
同
【
宮
】

お
ち
こ
ち
に
Ｉ
遠
近
の
【
宮
】
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谷内谷
０
１
０
０

内
０
１
０
０

内
０
１
０
０

谷
０
１
０
０

内
０
１
０
０

１寸卜中
谷
０
１
０
１

く
内
０
１
０
１

洲
帥
叩
ｎ
Ｍ
川

卿
内
０
１
０
１

作本
谷
０
１
０
２

校
内
０
１
０
２

伽
内
０
１
０
２

縣
陥
叩
皿
叩
叩

撰原
谷
０
１
０
８

桝
納
㈹
皿
川
棚

嘩
内
０
１
０
８

歌和
谷
０
１
０
４

刷
内
０
１
０
４

甫
谷
０
１
０
４

静
内
０
１
０
４

℃
ｖ
Ｊ
ｇ
Ｏ原藤

谷
０
１
０
５

内
０
１
０
５

内谷

０
０
９
９

０
０
９
９

遙
見
花
匡
房
卿

遙
見
花
匡
房
卿

金初
瀬
山
雲
井
の
は
な
の
さ
き
ぬ
れ
は
あ
ま
の
河
な
み
た
つ
か
と
そ
見
る

は
つ
せ
山
雲
井
に
花
の
咲
ぬ
れ
は
あ
ま
の
川
浪
た
つ
か
と
そ
み
る

遙
見
山
華
匡
房
卿

〃
〃
山
花
同

後高
砂
の
尾
上
の
さ
く
ら
さ
き
に
け
り
外
山
の
霞
た
坐
す
も
あ
ら
な
む

高
砂
の
お
の
へ
の
桜
さ
き
に
け
り
と
や
ま
の
霞
た
Ｌ
す
も
あ
ら
な
む

遠
聞
郭
公
道
済

遙
聞
郭
公
道
済

上
〃

は
る
か
な
る
た
上
ひ
と
聲
に
時
鳥
人
の
こ
Ｌ
ろ
を
あ
く
か
ら
し
つ
る

は
る
か
な
る
た
上
一
聾
に
時
鳥
人
の
こ
上
ろ
を
あ
く
か
ら
し
つ
る

同
〈
藤
〉
長
能
〈
伊
賀
守
〉

同
長
能

た
か
さ
と
の
あ
り
す
な
る
ら
ん
ほ
と
上
き
す
あ
る
か
な
き
か
に
鳴
わ
た
る
也

た
か
さ
と
の
あ
り
す
な
る
ら
ん
郭
公
あ
る
か
な
き
か
に
鳴
わ
た
る
ら
ん

同
〈
藤
〉
輔
章
〈
木
工
頭
〉

同
輔
尹
朝
臣

ほ
と
Ｌ
き
す
ま
ち
し
は
か
り
に
な
り
に
け
り
こ
よ
ひ
も
よ
そ
に
一
聲
そ
き
く

ほ
と
Ｌ
き
す
待
し
は
か
り
に
成
に
け
り
こ
よ
ひ
も
よ
所
に
一
霊
そ
な
く

同
〈
平
〉
祐
挙
〈
越
中
守
〉

同
平
祐
挙
越
中
守

遙 卯
花
は
を
ち
の
垣
ね
も
さ
き
に
け
り
わ
か
や
と
を
の
み
お
り
な
や
つ
し
そ

卯
花
は
を
ち
の
か
き
ね
も
咲
に
け
り
我
宿
を
し
も
お
り
な
つ
く
し
そ

〔
遙
〈
邇
年
〉
］

華
Ｉ
花
【
宮
】

【
宮
】

※
歌
題
の
下

匡
房
【
宮
】

※
歌
題
の
下

さ
と
ｌ
さ
こ
【
宮
】
あ
り
す
Ｉ

あ
か
す
【
宮
】

〈
藤
〉
ｌ
〈
同
〉
【
宮
】

遠
’
遙
【
傍
】

【
宮
】

※
歌
題
の
下

遙
聞
時
鳥

匡
房
卿
ｌ
同
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１
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ほ
の
か
な
る
た
上
一
聲
は
時
烏
ね
さ
め
く
や
し
き
も
の
に
そ
あ
り
け
る

ほ
の
か
な
る
た
上
一
聲
は
時
鳥
ね
さ
め
く
や
し
き
心
ち
こ
そ
す
れ

同
輔
親
卿

已
上
御
堂
歌
合

う
と
く
こ
そ
聲
な
り
ぬ
れ
と
時
鳥
ま
近
く
た
に
も
あ
か
ぬ
ね
さ
め
を

う
と
く
こ
そ
聲
は
成
ぬ
れ
時
烏
ま
ち
か
く
た
に
も
あ
か
ぬ
こ
上
ろ
を

同
嘉
言

同
嘉
言

已
上
御
堂
州
講
寄
合

い
つ
か
た
と
き
く
た
に
わ
す
す
ほ
と
Ｌ
き
す
た
上
一
聲
の
こ
上
ろ
ま
と
ひ
に

い
つ
か
た
と
き
Ｌ
た
に
わ
か
す
時
鳥
た
些
一
聾
の
こ
上
ろ
ま
よ
ひ
に

遙
思
月

顕
季

遙
思
月

顕
季
卿

こ
Ｌ
ろ
あ
ら
は
こ
よ
ひ
の
月
を
か
ら
く
に
の
人
も
な
か
め
て
あ
か
さ
さ
ら
め
や

こ
Ｌ
ろ
あ
ら
は
こ
よ
ひ
の
月
を
か
ら
國
の
人
も
詠
て
あ
か
さ
ら
め
や
は

遙
見
行
客
公
實
卿

〃
見
行
客
三
条
大
納
言

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
ち
し
と
を
け
れ
は
し
の
ふ
心
も
た
れ
も
し
ら
れ
す

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
ち
し
と
を
け
れ
は
し
の
ふ
の
衣
た
れ
と
し
ら
れ
す

花
契
邇
年
顕
輔
卿

花
契
通
年
顕
輔
卿

金よ
ろ
つ
よ
に
見
る
へ
き
花
の
色
な
れ
と
け
ふ
の
に
ほ
ひ
は
い
つ
か
忘
れ
ん

万
代
世
に
み
る
へ
き
花
の
色
な
れ
や
今
日
の
匂
は
い
つ
か
わ
す
れ
ん

松
契
邇
年
顕
季

松
〃
〃
″
顕
季
卿

こ
と
し
よ
り
枝
さ
し
そ
む
る
枩
の
き
の
花
の
お
り
ノ
、
君
そ
見
る
へ
き

こ
と
し
よ
り
枝
さ
し
そ
ふ
る
松
の
木
の
花
の
お
り
ノ
、
君
そ
み
る
へ
き

※
歌
の
あ
と

き
く
ｌ
聞
【
宮
】
わ
す
す
Ｉ

わ
か
す
【
宮
】
わ
け
す
【
三
】

輔
親
卿
〈
祭
主
〉
【
宮
】

※
こ
の
行
な
し
。
歌
が
続
く
。

※
歌
の
あ
と

時
烏
ｌ
郭
公
【
宮
】

※
歌
題
の
下

-70-



藤原清輔編『和歌一字抄」原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷 内 谷 内 谷 内 谷 内谷内谷

00
1 1

11

88

内谷内谷内谷内谷 内谷 内谷内内谷 内谷

0000

1111

1111

8434

0000
1 1 1 1

1 1 1 1

4545

0000

1111

1111

5656

00000
11111
11111

2 2 2 2 2

0000
1111

1111

6767

冬
夜
長
〈
藤
〉
家
經
〈
讃
岐
守
〉

秋
夜
長
家
經
朝
臣

ね
覚
せ
し
後
も
ひ
さ
し
き
冬
な
れ
は
お
ひ
ぬ
る
人
そ
ま
つ
し
ら
れ
ぬ
る

ね
覚
し
て
後
も
さ
ひ
し
き
秋
の
夜
は
お
い
ぬ
る
人
そ
ま
つ
し
ら
れ
け
る

雪
中
夜
長
匡
房

雪
中
夜
長
匡
房
卿

長
夜
に
降
つ
む
ゆ
き
は
し
ら
雲
の
か
上
る
は
か
り
の
山
と
な
ら
な
む

な
か
き
夜
に
ふ
り
つ
む
雪
は
白
雲
の
か
上
る
は
か
り
の
山
と
成
ら
ん

池
水
長
澄
〈
藤
〉
範
永

池
水
長
澄
藤
範
永
朝
臣

後今
年
た
に
か
上
み
と
み
ゆ
る
池
み
つ
の
ち
よ
へ
て
す
ま
ん
影
そ
床
し
き

こ
と
し
た
に
か
生
み
と
見
ゆ
る
池
水
の
千
代
經
て
す
ま
ん
か
け
そ
ゆ
か
し
き

妹
夜
長
俊
頼

秋
の
よ
の
鳥
の
は
つ
れ
は
つ
れ
も
な
き
人
ま
ち
し
よ
の
こ
Ｌ
ち
こ
そ
す
れ

［
短
］

短

堅
草
緑
短
新
院
御
製

野
草
緑
短
新
院
御
製

よ
所
に
て
は
こ
け
む
す
野
へ
と
見
え
つ
る
や
い
ま
も
え
い
つ
る
小
草
な
る
ら
ん

よ
そ
に
て
は
こ
ま
す
む
堅
へ
と
み
え
つ
る
や
い
ま
も
え
い
つ
る
こ
草
成
ら
ん

夏
夜
短
俊
頼

夏
夜
短
俊
頼
朝
臣

な
つ
の
よ
は
俄
に
て
ら
す
い
な
つ
ま
の
ひ
か
り
の
ま
に
そ
明
ぬ
へ
ら
な
る

夏
夜
は
に
は
か
に
て
ら
す
い
な
つ
ま
の
光
の
ま
に
そ
あ
け
ぬ
へ
ら
な
る

［
長
］

長

よ
所
ｌ
は
る
【
三
】

こ
上
ち
ｌ
こ
Ｌ
ろ
【
宮
】

※
歌
題
の
下

み
つ
の
Ｉ
水
に
【
宮
】
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花
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薫
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房

梅
花
久
薫
匡
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卿

九
重
に
や
え
咲
梅
の
こ
と
し
よ
り
よ
る
つ
よ
へ
て
し
に
ほ
ふ
は
か
り
そ

こ
こ
の
へ
に
や
へ
さ
く
梅
の
こ
と
し
よ
り
萬
代
へ
て
も
匂
ふ
は
か
り
そ

同
〈
藤
〉
顕
仲
〈
前
兵
衛
佐
〉

同
座
顕
仲
入
道

梅
か
え
に
か
せ
を
い
と
へ
る
春
な
れ
は
の
と
か
に
花
も
に
ほ
ふ
な
り
け
り

梅
か
え
に
風
を
い
と
へ
る
春
な
れ
は
の
と
か
に
花
も
匂
ふ
成
け
り

庭
花
久
薫
〈
藤
〉
忠
教
〈
大
納
言
〉

庭
花
久
薫
忠
教
卿

皇
嘉
門
院
立
后
後
始
会

堀
う
へ
し
わ
か
き
の
梅
に
さ
く
花
は
と
し
も
か
き
ら
す
に
ほ
ふ
な
り
け
り

ほ
り
う
へ
し
わ
か
木
の
梅
に
咲
花
は
年
も
か
き
ら
す
に
ほ
ふ
な
り
け
り

藤
花
年
久
〈
源
〉
師
頼
卿
〈
大
納
言
〉

藤
花
年
久
師
頼
卿

春
日
山
北
の
ふ
ち
な
み
さ
き
し
よ
り
さ
か
ゆ
へ
し
と
は
思
ひ
し
り
に
き

春
日
山
き
た
の
藤
波
さ
き
し
よ
り
さ
か
ゆ
へ
し
と
は
思
ひ
し
り
に
き

岸
菊
久
匂
〈
善
滋
〉
為
政
〈
文
章
博
士
〉

岸
菊
久
匂
善
滋
為
政

み
と
り
な
る
松
の
千
と
せ
を
あ
ら
そ
ふ
は
み
き
は
に
さ
け
る
し
ら
き
く
の
は
な

み
と
り
な
る
松
の
ち
と
せ
を
あ
ら
は
す
は
汀
に
さ
け
る
白
菊
の
花

岸
松
久
緑
大
相
國

池
水
の
き
し
の
岩
ね
に
ね
を
と
め
て
お
い
そ
ふ
松
の
い
く
世
ぬ
ら
ん

［
久
］

久

ぬ
ら
ん
ｌ
へ
ぬ
ら
む
【
宮
】

※
歌
の
あ
と

へ
て
し
ｌ
経
て
も
【
宮
】
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奮
年
梅
花
明
快
僧
正
〈
天
台
座
主
〉

蕾
年
梅
花
明
快
僧
都

山
さ
と
の
か
き
ね
の
梅
は
さ
き
に
け
り
か
は
か
り
こ
そ
は
る
も
に
ほ
は
め

山
さ
と
の
か
き
ね
の
梅
は
咲
に
け
り
香
は
か
り
こ
そ
は
春
も
匂
は
め

對
月
恋
蕾
久
〈
中
原
〉
長
國
〈
肥
後
守
〉

對
月
懸
古
中
原
長
國

玄
〃
集

月
に
こ
そ
む
か
し
の
こ
と
は
お
ぼ
え
け
れ
わ
れ
を
わ
す
る
上
人
に
見
せ
は
や

月
に
こ
そ
む
か
し
の
こ
と
は
お
ぼ
え
け
れ
わ
れ
を
わ
す
る
上
人
に
見
せ
は
や

對
月
懐
奮
師
光

對
月
懐
菖
源
師
光
〈
前
蔵
人
之
時
詠
之
〉

後つ
れ
よ
り
も
さ
や
け
き
夜
半
の
月
を
見
て
哀
こ
ひ
し
き
雲
の
上
か
な

つ
れ
よ
り
も
さ
や
け
き
夜
は
の
月
を
み
て
あ
は
れ
恋
し
き
雲
の
う
へ
哉

月
照
古
橋
三
宮

月
照
古
橋
三
宮

金と
た
え
し
て
人
も
か
よ
は
ぬ
朽
は
し
は
月
は
か
り
こ
そ
す
み
わ
た
り
け
れ

と
た
え
し
て
人
も
か
よ
は
ぬ
た
な
は
し
は
月
斗
こ
そ
す
み
わ
た
り
け
れ

［
時
〃
］

時
〃

［
年
］

年
〃

年
〃
見
花
大
相
國

年
〃
見
花
大
政
大
臣

お
り
て
見
る
花
の
か
さ
な
る
花
な
れ
は
に
ほ
は
む
春
の
か
き
り
な
き
哉

お
り
て
み
る
年
の
か
さ
な
る
花
な
れ
は
に
ほ
は
ん
春
の
か
き
り
な
き
哉

久
１
人
【
宮
】

※
歌
題
の
下

む
’
ぬ
（
む
【
傍
】
）
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

こ
そ
Ｉ
こ
そ
は
【
宮
】
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鴬
〈
源
〉
雅
兼
卿
〈
中
納
言
〉

暁
聞
鶯
雅
口
卿

金う
ぐ
ひ
す
の
木
つ
た
ふ
さ
ま
も
ゆ
か
し
き
に
今
一
こ
ゑ
は
明
は
て
Ｌ
な
け

鴬
の
木
つ
た
ふ
さ
ま
も
ゆ
か
し
き
に
今
一
聲
は
明
は
て
生
な
け

暁
尋
花
顕
季

暁
尋
花
顕
季
卿

夢
さ
め
て
い
そ
き
そ
き
つ
る
山
桜
あ
さ
吹
か
せ
の
た
出
ぬ
さ
き
に
と

夢
覚
て
い
そ
き
そ
み
つ
る
山
桜
あ
さ
ふ
く
風
の
た
出
ぬ
さ
き
に
と

同
〈
藤
〉
贈
左
大
臣
〈
長
実
〉

同
贈
左
大
臣

た
つ
ぬ
る
を
ま
た
て
や
花
の
さ
き
ぬ
ら
ん
ゆ
き
ふ
り
に
け
り
春
の
明
ぼ
の

た
つ
ぬ
る
を
ま
た
て
や
花
の
散
ぬ
ら
ん
雪
ふ
り
に
け
る
春
の
明
ほ
の

暁
天
尋
花
俊
頼

暁
天
尋
花
俊
頼
朝
臣

霞
も
や
花
の
あ
た
り
を
た
つ
ぬ
ら
ん
よ
を
ま
つ
こ
め
て
た
な
ひ
き
に
け
り

霞
も
や
花
の
あ
り
か
を
尋
ぬ
ら
ん
夜
を
さ
へ
こ
め
て
た
な
ひ
き
に
け
り

［
暁
］

暁

同

同
座
顕
仲
入
道

め
つ
ら
し
と
い
は
る
塁
程
に
あ
ふ
な
か
は
い
く
夜
を
よ
そ
に
へ
た
て
き
ぬ
ら
ん

め
つ
ら
し
と
い
は
る
上
ほ
と
に
あ
ふ
中
は
い
く
よ
を
よ
そ
に
へ
た
て
き
ぬ
ら
ん

時
〃
會
恋
顕
國

時
〃
會
恋
顕
國
朝
臣

金わ
か
恋
は
賎
の
し
け
い
と
す
ち
よ
は
み
た
え
ま
は
お
ほ
く
く
る
は
す
ぐ
な
し

我
恋
は
し
つ
の
し
け
糸
す
ち
よ
は
み
た
え
ま
は
お
ほ
く
く
る
は
す
ぐ
な
し

ま
つ
ｌ
さ
き
【
宮
】

雅
兼
卿
〈
中
納
□
〉
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

－74－



藤原清輔編『和歌一字抄」原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内内谷 内谷内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷 内谷内谷谷
０
１
４
１

内
０
１
３
９

０
１
８
８

０
１
３
６

０
１
８
６

０
１
３
８

０
１
８
６

０
１
８
７

０
１
８
５

０
１
８
７

０
１
８
５

０
１
８
９

０
１
８
７

０
１
８
９

０
１
８
７

０
１
４
０

０
１
８
８

０
１
４
０

０
１
８
８

０
１
３
６

０
１
３
４

０
１
８
６

０
１
８
４

０
１
３
５

０
１
３
３

０
１
８
５

０
１
８
８

暁
天
水
鶏
顕
季

〃
〃
水
鶏
顕
季
卿

ま
た
し
い
ま
は
八
聾
の
鳥
も
な
き
ぬ
な
り
何
お
と
ろ
か
す
く
ひ
な
な
る
ら
ん

ま
た
し
い
ま
は
や
こ
ゑ
の
鳥
も
鳴
に
け
り
な
に
を
と
ろ
か
す
水
鶏
な
る
ら
ん

暁
聞
時
烏
〈
源
〉
定
信
〈
刑
部
大
輔
〉

暁
聞
郭
公
源
定
信

わ
き
も
こ
に
あ
ふ
さ
か
山
の
ほ
と
Ｌ
き
す
あ
く
れ
は
か
へ
る
空
に
な
く
也

わ
き
も
こ
に
あ
ふ
坂
山
の
時
鳥
あ
く
れ
は
か
へ
る
そ
ら
に
な
く
な
り

山
家
暁
蛍
俊
頼

山
家
暁
蛍
俊
頼
朝
臣

あ
し
の
屋
の
ひ
ま
ほ
の
ｊ
、
と
し
ら
む
ま
て
も
え
あ
か
し
て
も
ゆ
く
蛍
哉

あ
し
の
屋
の
ひ
ま
ほ
の
ｊ
、
に
し
ら
む
ま
て
も
え
あ
か
し
て
も
行
蛍
か
な

行
路
暁
月

〈
興
福
寺
〉
永
縁
僧
正
〈
別
当
〉

行
路
暁
月
永
縁
僧
正

金も
ろ
と
も
に
い
つ
と
は
な
し
に
有
明
の
月
の
み
を
く
る
山
ち
を
そ
ゆ
く

も
る
と
も
に
い
つ
と
は
な
し
に
あ
り
明
の
月
の
み
を
く
る
山
ち
を
そ
ゆ
く

関
路
暁
月
永
胤
法
師
〈
号
雲
林
院
供
奉
〉

関
路
暁
雪
永
胤

い
か
て
け
ふ
堅
か
み
の
さ
と
を
過
ゆ
か
ん
夜
ふ
か
く
関
の
雪
ふ
り
に
け
り

患
中
暁
思
俊
頼

鱈
中
暁
思
俊
頼
朝
臣

い
と
上
し
く
旅
ね
の
床
の
露
け
き
に
鴫
の
は
ね
か
き
な
み
た
そ
ふ
也

い
と
上
し
く
旅
ね
の
床
の
露
け
き
に
鴫
の
は
ね
か
き
泪
そ
ふ
な
り

［
朝
］

朝

朝
見
花

朝
見
花

匡匡
房房

※
歌
題
の
下

わ
き
も
こ
に
Ｉ
わ
き
も
こ
か

【
宮
】

な
き
ぬ
ｌ
な
か
ぬ
【
宮
】

※
一
行
空
白
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内谷内谷内 谷 内 谷 内谷内谷内谷内谷内谷内谷内 谷 谷
０
１
４
１
山
桜
わ
き
そ
か
ね
つ
る
み
よ
し
の
上
よ
こ
雲
わ
た
る
春
の
あ
け
ぼ
の

内
０
１
３
９
山
桜
わ
き
そ
か
ね
つ
る
み
よ
し
の
些
横
雲
わ
た
る
春
の
明
ほ
の

谷
０
１
４
２
朝
見
豐
麦
新
院
御
製

内谷
０
１
４
２
あ
さ
日
さ
す
や
と
の
雛
に
な
て
し
こ
の
夕
く
れ
な
ゐ
に
い
か
て
見
ゆ
ら
ん

内

０
１
４
６

０
１
５
１

０
１
４
６

０
１
５
１

０
１
４
５

０
１
５
０

０
１
４
５

０
１
５
０

０
１
４
７

０
１
４
２

０
１
４
７

０
１
４
２

０
１
４
４

０
１
４
１

０
１
４
４

０
１
４
１

０
１
４
８

０
１
４
０

０
１
４
８

０
１
４
０

暮暮
／、／、

暁晩

夕夕
、／、／ 山

家
雪
經
信
卿

山
家
雪
朝
經
信
卿

朝
戸
明
て
見
る
さ
ひ
し
か
た
を
か
の
な
ら
の
か
れ
葉
に
ふ
れ
る
白
雪

朝
戸
あ
け
て
み
る
そ
さ
ひ
し
き
片
岡
の
な
ら
の
か
れ
は
に
ふ
れ
る
白
雪

雪
朝
眺
望
俊
頼

雪
朝
眺
望
俊
頼

な
か
め
や
れ
は
こ
Ｌ
ろ
山
を
誰
か
た
め
に
あ
く
れ
は
雪
の
ふ
り
お
ほ
ふ
ら
ん

詠
や
る
は
こ
れ
の
山
を
た
か
た
め
に
あ
く
れ
は
雪
の
ふ
り
お
ぼ
ふ
ら
ん

尋
花
日
暮
〈
藤
〉
國
房
〈
石
見
守
〉

尋
花
日
暮
國
房

月
ま
ち
て
又
や
た
つ
ね
ん
桜
は
な
た
そ
か
れ
と
き
に
な
り
ぬ
と
な
ら
は

月
ま
ち
て
又
や
た
つ
ね
む
桜
花
た
そ
か
れ
時
に
な
り
ぬ
と
な
ら
は

花
下
日
暮
行
盛

花
下
日
暮
行
盛

つ
ま
き
こ
り
か
へ
る
賎
お
に
こ
と
っ
て
Ｌ
こ
よ
ひ
は
花
の
も
と
に
や
と
ら
ん

つ
ま
木
こ
り
か
へ
る
し
つ
お
に
こ
と
っ
て
典
今
夜
は
花
の
も
と
に
や
と
ら
ん

暮
天
落
花
匡
房
卿

暮
天
落
花
匡
房

ゆ
ふ
さ
れ
は
お
ほ
つ
か
な
し
や
山
桜
ち
り
か
ふ
花
の
ゆ
く
ゑ
見
え
ね
は

夕
さ
れ
は
お
ぼ
つ
か
な
し
や
山
桜
ち
り
か
ふ
花
の
ゆ
く
ゑ
見
え
ね
は

匡
房
【
宮
】

わ
き
そ
’
わ
け
そ
【
宮
】

雪
ｌ
雪
朝
【
宮
】

見
る
さ
ひ
し
ｌ
み
る
そ
さ
ひ
し
き

【
宮
】

な
ゐ
ｌ
浪
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一宇抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷 内谷内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷内谷内谷

０
１
５
０

０
１
４
５

０
１
５
０

０
１
４
５

０
１
４
９

０
１
４
４

０
１
４
９

０
１
４
４

０
１
４
８

０
１
４
８

０
１
４
８

０
１
４
８

０
１
５
８

０
１
５
２

０
１
５
８

０
１
５
２

０
１
５
２

０
１
４
７

０
１
５
２

０
１
４
７

０
１
５
１

０
１
４
６

０
１
５
１

０
１
４
６

０
１
５
４

０
１
５
８

０
１
５
４

０
１
５
８

暮
天
郭
公
顕
季

〃
〃
郭
公
顕
季
卿

ゆ
ふ
つ
く
ひ
ゐ
る
さ
の
山
に
時
し
も
あ
れ
お
り
は
へ
て
鳴
ほ
と
上
き
す
か
な

夕
つ
く
ひ
い
る
さ
の
山
に
時
し
ま
れ
お
り
は
へ
て
な
く
時
鳥
か
な

晩
聞
時
鳥
俊
頼

晩
聞
郭
公
俊
頼
朝
臣

み
く
ま
の
上
は
ま
ゆ
ふ
か
け
て
時
鳥
鳴
ね
か
さ
ね
よ
い
く
夜
な
り
と
も

み
く
ま
の
Ｌ
濱
ゆ
ふ
か
け
て
郭
公
鳴
れ
か
さ
ね
よ
い
く
へ
成
と
も

盧
橘
晩
薫
顕
季

盧
橘
晩
薫
顕
季
卿

軒
ち
か
き
花
た
ち
は
な
の
に
ほ
ふ
か
は
た
そ
か
れ
時
そ
お
ほ
め
か
れ
け
る

軒
ち
か
く
花
た
ち
は
な
の
に
ほ
ふ
か
に
た
そ
時
そ
お
ほ
め
か
れ
け
る

水
聞
晩
凉
俊
頼

水
風
晩
凉
俊
頼
朝
臣

風
ふ
け
は
は
す
の
う
き
葉
に
た
ま
こ
え
て
凉
し
く
な
り
ぬ
ひ
く
ら
し
の
竪

風
ふ
け
は
は
す
の
う
き
は
に
玉
こ
え
て
凉
し
く
成
ぬ
日
く
ら
し
の
聲

船
中
晩
凉
〈
橘
〉
俊
宗
〈
大
宮
少
進
〉

舟
中
晩
凉
橘
俊
宗

夕
附
夜
な
か
れ
る
水
に
袖
ひ
ち
て
さ
す
に
す
上
し
き
た
か
せ
舟
哉

ゆ
ふ
つ
く
夜
や
と
れ
る
水
に
袖
ひ
ち
て
さ
す
に
涼
し
き
た
か
せ
舟
哉

對
泉
日
暮
〈
藤
〉
仲
實
〈
前
越
前
守
〉

對
泉
日
暮
仲
實

け
ふ
も
又
い
り
あ
ひ
の
か
ね
そ
き
こ
ゆ
な
る
お
ほ
ろ
の
清
水
結
ひ
つ
る
ま
に

け
ふ
も
又
入
会
の
か
ね
そ
き
こ
ゆ
な
る
お
ほ
ろ
の
し
水
む
す
ひ
つ
る
ま
に

秋
野
日
暮
〈
藤
〉
師
房
〈
散
位
〉

秋
野
日
暮
藤
時
房

を
く
ら
山
す
そ
の
Ｌ
す
上
き
ま
ね
き
け
り
こ
よ
ひ
は
こ
上
に
宿
や
か
ら
ま
し

を
く
ら
山
す
そ
の
上
薄
ま
ね
き
け
り
今
夜
は
こ
上
に
や
と
や
か
ら
ま
し

聞
Ｉ
風
【
宮
】

の
ｌ
に
【
宮
】
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内谷内谷谷
０
１
６
１

内
０
１
５
８

内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷

０
１
６
０

０
１
５
７

０
１
６
０

０
１
５
７

０
１
５
９

０
１
５
６

０
１
５
９

０
１
５
６

０
１
５
８

０
１
４
９

０
１
５
８

０
１
４
９

０
１
５
７

０
１
４
８

０
１
５
７

０
１
４
８

０
１
５
６

０
１
５
５

０
１
５
６

０
１
５
５

０
１
５
５

０
１
５
４

０
１
５
５

０
１
５
４

春
夜
尋
鶯
為
義

春
夜
尋
鴬
為
義
朝
臣

み
ち
し
ら
は
尋
に
ゆ
か
む
鴬
は
い
つ
れ
の
花
を
ね
ぐ
ら
に
か
す
る

路
し
ら
は
た
つ
ね
も
ゆ
か
ん
鴬
は
い
つ
れ
の
花
を
ね
ぐ
ら
に
か
す
る

叢
中
夜
虫
〈
平
〉
兼
盛

叢
中
夜
虫
兼
盛

ち
と
せ
と
そ
草
む
ら
こ
と
に
き
こ
ゆ
な
る
こ
や
松
虫
の
聲
に
は
有
ら
ん

ち
と
せ
と
そ
草
む
ら
こ
と
に
き
こ
ゆ
な
る
こ
や
松
む
し
の
聾
に
は
有
ら
ん

夜
思
山
雪
永
胤

夜
思
山
雪
永
胤

［
夜
〕

夜
暗

旅
亭
秋
暮
〈
藤
〉
隆
資
〈
武
蔵
守
〉

旅
亭
秋
暮
藤
隆
資

思
ひ
き
や
旅
の
空
に
て
む
ら
鳥
の
わ
か
る
上
秋
を
お
し
む
へ
し
と
は

お
も
ひ
き
や
旅
の
そ
ら
に
て
む
ら
鳥
の
わ
か
る
上
秋
を
お
し
む
へ
し
と
は

山
家
歳
暮
成
助
〈
賀
茂
神
主
〉

山
家
歳
暮
賀
茂
成
助

山
里
は
過
行
と
し
の
く
れ
こ
と
に
人
め
は
見
え
て
老
の
み
そ
く
る

山
里
は
す
き
ゆ
く
年
の
暮
こ
と
に
人
め
は
見
え
て
老
の
み
そ
く
る

山
家
晩
望
國
房

山
家
晩
望
國
房

山
か
つ
の
堅
か
ひ
の
駒
も
か
へ
る
め
り
は
つ
せ
に
草
を
し
か
ひ
か
け
つ
上

山
か
つ
の
堅
か
ひ
の
駒
も
か
へ
る
め
り
は
つ
せ
に
く
ま
を
し
か
ひ
か
け
つ
典

晩
望
行
路
經
信
卿

暮
望
行
客

ゆ
ふ
日
さ
す
あ
さ
ち
か
は
ら
の
旅
人
は
あ
は
れ
い
つ
こ
を
宿
に
か
る
ら
ん

夕
日
さ
す
あ
さ
ち
か
原
の
旅
人
は
哀
い
つ
く
に
や
と
を
か
る
ら
ん

人
め
は
１
人
め
も
【
宮
】

〈
藤
〉
ｌ
ナ
シ
【
宮
】

に
て
ｌ
に
そ
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷 谷
０
１
６
１

内
０
１
５
８

０
１
６
５

０
１
６
２

０
１
６
５

０
１
６
２

０
１
６
４

０
１
６
１

０
１
６
４

０
１
６
１

０
１
６
８

０
１
６
０

０
１
６
８

０
１
６
０

０
１
６
２

０
１
５
９

０
１
６
２

０
１
５
９

０
１
６
６

０
１
６
８

０
１
６
６

０
１
６
８

［
鱈
〈
晴
〉
］

震
晴

暗
夜
尋
梅
花
重
如

暗
夜
尋
梅
花
山
口
重
如

く
ら
け
れ
は
色
こ
そ
見
え
ね
梅
の
は
な
あ
り
と
は
か
り
は
し
ら
れ
ぬ
る
か
な

く
ら
け
れ
は
色
こ
そ
み
え
ね
梅
の
花
あ
り
と
斗
は
し
ら
れ
ぬ
る
哉

闇
夜
待
時
鳥
〈
源
〉
兼
澄
〈
加
賀
守
〉

暗
夜
待
郭
公
兼
澄

く
ら
き
夜
に
わ
れ
ま
ち
わ
ひ
ぬ
時
烏
た
と
る
ノ
、
も
は
つ
ね
き
か
せ
よ

く
ら
き
よ
に
わ
れ
ま
ち
か
ね
ぬ
時
鳥
た
と
る
ｊ
、
と
は
つ
れ
き
か
せ
よ

［
暗
］

暗

露
月
明
俊
頼

漢
祷
月
明
俊
頼
朝
臣

晴
ぬ
れ
は
の
こ
れ
る
く
ま
も
な
か
り
け
り
空
こ
そ
月
の
ひ
か
り
な
り
け
れ

は
れ
ぬ
れ
は
の
こ
れ
る
雪
も
な
か
り
け
り
空
こ
そ
月
の
光
也
け
れ

う
た
Ｌ
ね
に
さ
ゆ
る
こ
ろ
も
の
け
し
き
に
て
越
の
し
ら
れ
の
雪
を
し
そ
思
ふ

う
た
上
ね
に
さ
ゆ
る
衣
の
け
し
き
に
て
こ
し
の
し
ら
れ
の
雪
を
し
そ
思
ふ

雨
後
月
明
良
暹

雨
後
月
明
良
暹

い
ま
は
と
て
ぬ
へ
か
り
け
り
や
時
鳥
つ
る
空
と
も
見
え
す
す
め
る
月
哉

い
ま
は
と
て
ぬ
へ
か
り
け
り
や
時
雨
つ
る
空
と
も
見
え
す
す
め
る
月
か
な

葉
落
月
明
國
房

葉
落
月
明
藤
國
房

月
見
る
そ
う
れ
し
か
り
け
る
わ
か
や
と
の
そ
と
も
の
こ
た
ち
と
き
は
な
ら
れ
は

月
も
る
そ
う
れ
し
か
り
け
る
我
や
と
の
そ
と
も
の
こ
た
け
と
き
は
な
ら
れ
は

［
明
］

明

漢
審
月
明
【
宮
】

時
鳥
’
し
く
れ
【
宮
】

題
ナ
シ
【
宮
】

な
ら
ね
は
ｌ
な
ら
ね
と
【
宮
】

暗
夜
待
郭
公
【
宮
】

〈
源
〉
兼
隆
〈
加
賀
守
〉
【
宮
】

き
か
せ
よ
’
き
か
せ
て
【
宮
】

あ
り
と
ｌ
あ
り
【
宮
】
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内谷内内内谷 内谷 内谷内谷 内谷 内谷内内谷谷
０
１
７
１

内
０
１
６
８

内谷内谷 内谷

０
１
６
９

０
１
６
６

０
１
６
６

０
１
６
６

０
１
６
９

０
１
６
６

０
１
６
８

０
１
６
５

０
１
６
８

０
１
６
５

０
１
６
７

０
１
６
４

０
１
６
４

０
１
６
７

０
１
６
４

０
１
７
０

０
１
６
７

０
１
７
０

０
１
６
７

閑
庭
梅
花
經
信
卿

閑
庭
梅
花
經
信

於
朱
雀
院
詠
之

金け
ふ
こ
上
に
見
え
こ
さ
り
せ
は
梅
の
は
な
ひ
と
り
や
春
の
か
せ
に
ち
ら
ま
し

け
ふ
こ
上
に
見
に
こ
さ
り
せ
は
梅
の
花
ひ
と
り
や
春
の
風
に
ち
ら
ま
し

閑
庭
有
明
月

伊
勢
大
輔

〃
〃
在
明
月

伊
勢
大
輔

あ
り
明
の
月
は
か
り
こ
そ
か
よ
ひ
け
れ
く
る
人
な
し
の
宿
の
庭
に
も

あ
り
明
の
月
は
か
り
こ
そ
か
よ
ひ
け
れ
く
る
人
な
し
の
や
と
の
庭
に
も

雨
中
閑
居
顕
季

雨
中
閑
居
顕
季
卿

［
閑
〈
静
〉
］

閑
静

谷
水
音
幽
同

谷
水
音
幽
同

岩
間
う
け
も
り
く
る
谷
の
し
た
水
は
を
と
た
に
た
か
く
き
こ
え
さ
り
け
り

石
ま
わ
け
も
り
く
る
谷
の
し
た
水
は
を
と
た
に
た
か
く
き
こ
え
さ
り
け
り

［
幽
］

幽

河
霧
未
晴
〈
源
〉
頼
家
〈
前
筑
前
守
〉

河
霧
未
晴
頼
家

関
白
殿
蔵
人
所
歌
合
年
号
可
尋

河
霧
の
は
れ
せ
ぬ
秋
は
わ
た
し
も
り
わ
た
る
人
に
や
あ
く
る
を
は
と
ふ

川
き
り
の
は
れ
せ
ぬ
秋
は
わ
た
し
も
り
わ
た
る
人
に
や
あ
く
る
を
は
と
ふ

［
未
晴
］

未
晴

う
け
ｌ
わ
け
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

見
え
Ｉ
見
に
【
宮
】

※
標
目
「
未
晴
」
の
下

〈
上
東
門
院
女
房
〉
伊
勢
太

輔
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷内谷内谷 内谷内谷内谷内内谷 谷
０
１
７
３

内谷
０
１
７
８

内 内谷内谷内谷谷
０
１
７
８

内
０
１
７
４

０
１
７
５

０
１
７
０

０
１
７
５

０
１
７
０

０
１
７
２

０
１
６
９

０
１
７
２

０
１
６
９

０
１
７
６

０
１
７
２

０
１
７
２

０
１
７
６

０
１
７
２

０
１
７
４

０
１
７
１

０
１
７
４

０
１
７
１

０
１
７
１

０
１
６
８

０
１
７
７

０
１
７
８

０
１
７
７

０
１
７
８

閑
居
郭
公
永
胤

閑
中
郭
公
永
胤

時
鳥
き
な
か
さ
り
せ
は
山
さ
と
の
さ
ひ
し
き
や
と
を
た
れ
か
と
は
ま
し

時
鳥
き
な
か
さ
り
せ
は
山
里
の
さ
ひ
し
き
や
と
を
誰
か
と
は
ま
し

月
閑
中
友
〈
橘
〉
義
通

月
閑
中
友
橘
義
通

し
つ
か
に
も
秋
の
夜
す
か
ら
老
ら
く
の
か
け
を
も
は
ち
す
月
を
み
る
哉

し
っ
か
に
も
秋
の
夜
す
か
ら
お
い
ら
く
の
か
け
を
も
は
ち
す
月
を
み
る
哉

閑
見
月

俊
頼

閑
見
月

俊
頼
朝
臣

金す
み
の
ほ
る
こ
Ｌ
ろ
や
空
を
は
ら
ふ
ら
む
雲
の
ち
り
ゐ
ぬ
秋
の
よ
の
月

す
み
の
ほ
る
心
や
空
を
は
ら
ふ
ら
ん
雲
の
ち
り
ゐ
ぬ
秋
の
よ
の
月

山
家
冬
閑
同

山
家
冬
閑
俊
頼
朝
臣

跡
た
え
て
さ
ひ
し
き
宿
の
冬
の
よ
は
山
ふ
く
か
せ
も
と
ま
ら
さ
り
け
り

あ
と
た
え
て
さ
ひ
し
き
や
と
の
冬
の
夜
は
や
と
ふ
く
風
も
と
ま
ら
さ
り
け
り

閑
静
花
香
同

風
静
花
香
同

五
月
雨
に
と
ふ
人
も
な
き
山
さ
と
は
軒
の
し
つ
く
の
を
と
は
か
り
し
て

五
月
雨
に
と
ふ
人
も
な
し
山
里
は
軒
の
し
つ
く
の
を
と
は
か
り
し
て

山
館
閑
居
平
源
法
師

山
舘
閑
居
上
源

つ
れ
ノ
ー
の
は
て
は
ゆ
き
上
の
あ
と
も
な
き
た
こ
の
い
ほ
り
に
と
し
を
ふ
る
か
な

つ
れ
／
、
と
は
て
は
ゆ
き
上
の
あ
と
も
な
き
谷
の
い
ほ
り
に
年
を
ふ
る
哉

閑
聞
郭
公
經
衡

わ
れ
な
ら
ぬ
人
は
ね
に
け
り
時
鳥
き
生
や
し
つ
る
と
誰
に
い
は
ま
し

※
歌
題
の
下

空
を
ｌ
そ
ら
に
【
宮
】

居
’
中
【
傍
】
閑
中
時
鳥
【
宮
】

時
鳥
ｌ
郭
公
【
宮
】

閑
Ｉ
閑
（
風
【
傍
】
）
【
宮
】

同
ｌ
俊
頼
【
宮
】

跡
ｌ
後
【
三
】

郭
公
１
時
鳥
【
宮
】
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谷内
０
１
８
０

内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷 谷
０
１
７
８

内
０
１
７
４

０
１
８
８

０
１
７
９

０
１
８
８

０
１
７
９

０
１
８
２

０
１
７
８

０
１
８
２

０
１
７
８

０
１
８
１

０
１
７
７

０
１
８
１

０
１
７
７

０
１
８
０

０
１
７
６

０
１
８
０

０
１
７
６

０
１
７
９

０
１
７
５

０
１
７
９

０
１
７
５

松
風
暁
吟
顕
仲
卿

松
風
暁
冷
顕
仲
卿

あ
か
つ
き
や
を
し
ま
か
磯
の
松
風
に
こ
ろ
も
か
さ
ね
よ
ゆ
ら
の
浦
人

あ
か
つ
き
や
を
し
ま
か
い
そ
の
松
風
に
衣
か
さ
ね
よ
ゆ
ら
の
う
ら
人

月
夜
自
凉
俊
頼

月
夜
自
凉
俊
頼
朝
臣

こ
ろ
も
て
や
や
典
は
た
さ
ひ
し
夏
の
夜
の
月
の
ひ
か
り
は
秋
の
空
か
は

衣
手
や
や
典
は
た
さ
む
し
夏
の
夜
の
月
の
光
は
あ
き
の
空
か
は

月
前
遂
凉
同

月
前
逐
凉
同

し
は
っ
山
な
ら
の
わ
か
葉
に
も
る
月
の
か
け
さ
ゆ
る
ま
て
夜
は
ふ
け
に
け
り

し
は
っ
山
な
ら
の
わ
か
葉
に
も
る
月
の
か
け
さ
ゆ
る
ま
て
夜
は
更
に
け
り

泉
邊
納
涼
家
經

泉
邊
納
涼
同

鰍
お
ふ
る
か
た
山
か
け
の
石
井
つ
上
ふ
み
な
ら
し
て
も
す
上
む
比
か
な

鰍
お
ふ
る
か
た
山
か
け
の
石
ゐ
つ
上
ふ
み
な
ら
し
て
も
す
Ｌ
む
比
か
な

［
涼
〈
冷
納
凉
〉
〕

涼
冷
納
涼 花

時
不
閑
嘉
言

花
時
不
閑
嘉
言

さ
か
ぬ
よ
り
散
る
ま
て
は
な
に
つ
け
た
れ
は
春
の
心
の
空
に
も
有
か
な

さ
か
ぬ
よ
り
ち
る
ま
て
花
に
つ
け
た
れ
は
春
の
心
の
空
に
な
る
哉

梢
に
は
吹
と
も
見
え
て
さ
く
ら
は
な
か
ほ
る
そ
か
せ
の
し
る
し
な
り
け
れ

梢
に
は
ふ
く
と
も
見
え
て
桜
花
か
ほ
る
そ
風
の
し
る
し
な
り
け
る

［
不
閑
］

不
閑

水
邊
納
涼

家
經

さ
ひ
し
ｌ
さ
む
し
【
宮
】

吟
Ｉ
冷
【
宮
】

ゆ
ら
１
本
ノ
マ
、
【
傍
】

け
れ
’
け
る
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄」原撰本系統の校本作製の試み（中村）

勺谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷谷
０
１
８
６

内谷
０
１
８
６

内広
０
１
８
３

谷内
０
１
８
８

谷
０
１
８
８

内
０
１
８
４

谷
０
１
８
８

内
０
１
８
４

内谷内谷 内谷 谷内
０
１
８
０
風
ふ
け
は
河
邊
す
Ｌ
し
く
よ
る
波
の
立
帰
へ
き
心
ち
こ
そ
せ
ね

０
１
８
７
月
照
寒
草
新
院
御
製

０
１
８
７
を
み
な
へ
し
月
の
ひ
か
り
に
思
ひ
い
て
典
を
の
か
さ
か
り
の
秋
や
恋
し
き

０
１
８
５

０
１
８
２

０
１
８
５

０
１
８
２

０
１
８
４

０
１
８
１

０
１
８
４

０
１
８
１

水
邊
寒
草
公
長
卿

高
根
に
は
雪
ふ
り
ぬ
ら
し
ま
し
は
川
ほ
き
の
か
け
草
た
る
ひ
す
か
れ
り

野
浬
寒
草
俊
頼

堅
裡
寒
草
俊
頼
朝
臣

み
ち
す
か
ら
か
れ
に
た
て
る
か
を
か
は
な
ふ
り
わ
け
か
み
に
し
も
ふ
り
に
け
り

み
ち
す
か
ら
枯
堅
に
た
て
る
か
ほ
か
花
ふ
り
分
か
み
に
霜
を
き
に
け
り

山
寒
花
遅
顕
季

山
寒
花
遅
顕
季
卿

吉
野
山
春
は
な
か
は
の
す
き
ぬ
れ
は
雪
き
え
や
ら
て
花
さ
か
ぬ
か
も

吉
堅
山
は
る
は
な
か
は
に
過
ぬ
れ
と
雪
き
え
や
ら
て
花
さ
か
ぬ
か
も

泉
鑿
入
夜
寒
師
資

泉
鑿
入
夜
寒
師
賢

さ
よ
ふ
か
き
い
は
井
の
水
の
を
と
き
け
は
む
す
は
い
袖
も
涼
し
か
り
け
り

さ
よ
ふ
か
き
い
は
井
の
水
の
音
き
け
は
む
す
は
い
袖
も
す
上
し
か
り
け
り

寒
夜
明
月
．

〈
或
坂
上
鍬
〉
定
成
〈
明
法
博
士
〉

を
く
霜
に
月
の
ひ
か
り
の
か
よ
ひ
つ
Ｌ
あ
は
れ
さ
や
け
き
冬
の
夜
は
か
な

［
寒
］

寒

か
れ
ｌ
枯
堅
【
宮
】

ぬ
れ
は
ｌ
ぬ
れ
と
【
宮
】

〈
或
坂
上
鰍
〉
ｌ
〈
坂
上
〉

【
宮
】
．
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内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷 内谷内谷谷
０
１
９
４

内谷
０
１
９
４

内 内谷内谷 内谷

０
１
９
３

０
１
８
９

０
１
９
８

０
１
８
９

０
１
９
２

０
１
８
８

０
１
９
２

０
１
８
８

０
１
９
１

０
１
８
７

０
１
９
１

０
１
８
７

０
１
９
０

０
１
８
６

０
１
９
０

０
１
８
６

０
１
８
９

０
１
８
５

０
１
８
９

０
１
８
５

月
照
梅
花
俊
頼

月
照
梅
花
俊
頼
朝
臣

色
に
こ
そ
か
け
を
も
そ
へ
め
梅
の
は
な
か
を
さ
へ
月
の
も
て
は
や
す
ら
ん

色
に
こ
そ
か
け
を
も
そ
へ
め
梅
花
か
を
さ
へ
月
の
も
て
は
や
す
か
な

月
照
草
花
殿
下

月
照
草
花
関
白

月
か
け
の
い
か
に
さ
せ
は
か
秋
の
野
の
千
種
の
は
な
の
ひ
も
を
と
く
ら
ん

月
か
け
の
い
か
に
さ
せ
は
か
秋
の
上
の
千
く
さ
の
花
の
ひ
も
を
と
く
ら
ん

月
照
紅
葉
顕
季

月
照
紅
葉
顕
季
卿

う
す
く
こ
く
も
み
ち
の
色
の
み
ゆ
る
ま
て
く
ま
な
く
て
ら
す
夜
半
の
月
哉

う
す
ぐ
こ
く
紅
葉
の
色
の
み
ゆ
る
ま
て
く
ま
な
く
て
ら
す
よ
は
の
月
哉

月
照
菊
花
同

月
照
菊
花
同

い
か
は
か
り
く
ま
な
き
夜
半
の
月
な
れ
や
八
重
咲
菊
の
か
す
見
ゆ
る
ま
て

い
か
は
か
り
く
ま
な
き
よ
は
の
月
な
れ
や
八
重
さ
く
菊
の
か
す
み
ゆ
る
ま
て

月
照
田
家
新
院
御
製

月
き
よ
み
田
な
か
に
た
て
る
か
り
い
ほ
の
か
け
は
か
り
こ
そ
く
も
り
な
り
け
れ

泉
温
草
色
春
安
法
上
師

泉
温
草
色
春
安
法
〃
師

岩
間
な
る
い
つ
み
い
る
け
く
な
り
ぬ
れ
は
汀
の
草
に
春
は
き
に
け
り

岩
ま
な
る
い
つ
み
い
る
け
く
な
り
ぬ
れ
は
汀
の
草
に
春
は
き
に
け
り

温戸
混

照L-」

照門

照
Ql

は
か
’
は
や
【
宮
】
を
ｌ
に

【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄j原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷内内谷内谷内谷 内谷内内谷内内谷

０
１
９
８

０
１
９
８

０
１
９
８

０
１
９
８

０
１
９
９

０
１
９
４

０
１
９
９

０
１
９
４

０
１
９
７

０
１
９
２

０
１
９
２

０
１
９
７

０
１
９
２

０
１
９
６

０
１
９
１

０
１
９
６

０
１
９
１

０
１
９
５

０
１
９
０

０
１
９
０

０
１
９
５

０
１
９
０

０
２
０
０

０
１
９
５

０
１
９
５

郭
公
早
過
匡
房

郭
公
早
過
匡
房

あ
ま
の
か
る
い
ら
こ
る
さ
き
の
な
の
り
そ
の
な
の
り
も
は
て
ぬ
時
烏
か
な

あ
ま
の
か
る
い
そ
ら
か
さ
き
の
な
の
り
そ
の
な
の
り
も
は
て
ぬ
郭
公
哉

暁
早
知
早
凉
顕
季

暁
知
早
凉
顕
季

秋
か
せ
や
や
上
た
ち
ぬ
ら
ん
夢
さ
め
て
た
も
と
す
卜
し
く
な
り
も
ゆ
く
哉

秋
風
や
や
Ｌ
た
ち
ぬ
ら
ん
夢
さ
め
て
た
も
と
す
生
し
く
な
り
も
ゆ
く
哉

田
家
早
穐
〈
藤
〉
伊
通
卿
〈
大
納
言
〉

田
家
早
秋
伊
通

金 ［
漏
］

漏

月
照
網
代
經
信
卿

〃
〃
網
代
經
信
卿

金月
き
よ
み
瀬
堅
の
あ
し
ろ
に
よ
る
ひ
を
は
玉
藻
に
さ
ゆ
る
氷
な
り
け
り

月
き
よ
み
せ
上
の
あ
し
ろ
に
よ
る
ひ
を
は
玉
も
に
さ
ゆ
る
氷
な
り
け
り

月
照
旅
宿
顕
季

〃
〃
旅
宿
顕
季
卿

い
さ
上
め
に
さ
そ
は
い
月
と
も
ろ
共
に
旅
の
い
ほ
り
に
夜
を
あ
か
す
哉

い
さ
Ｌ
め
に
さ
よ
は
や
月
と
も
ろ
と
も
に
旅
の
や
と
り
に
夜
を
あ
か
す
哉

［
早
〕

早
速

月
影
漏
屋
無

月
景
漏
屋
無
名

河
原
院
歌
合

雨
な
ら
て
年
の
ふ
る
に
も
わ
か
宿
は
月
も
る
は
か
り
あ
れ
に
け
る
か
な

雨
な
ら
て
と
し
の
ふ
る
に
も
我
宿
は
月
も
る
は
か
り
あ
れ
に
け
る
哉

郭
公
１
時
鳥
【
宮
】

い
ら
こ
る
Ｉ
い
ら
こ
か
【
宮
】

※
標
目
「
漏
」
の
下

宿
は
ｌ
宿
の
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下
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谷
０
２
０
５

内
Ｏ
２
Ｏ
Ｏ

内谷 内谷内谷 内谷内谷 谷内
０
１
９
７

谷内
０
１
９
７

谷
０
２
０
２

内谷
０
２
０
２

内 内谷内谷 内谷内谷

０
２
０
４

０
１
９
９

０
２
０
４

０
１
９
９

０
２
０
８

０
１
９
８

０
２
０
８

０
１
９
８

０
２
０
１

０
１
９
６

０
２
０
１

０
１
９
６

０
２
０
０

０
１
９
５

［
遅
速
］

遅
速

深
山
桜
遅
經
信

い
ま
は
さ
け
み
山
か
く
れ
の
を
そ
さ
く
ら
思
ひ
わ
す
れ
て
春
を
す
ぐ
す
な

同
無

山
桜
遅
開
頼
家

霞
た
つ
春
の
な
か
は
に
す
く
る
ま
て
こ
Ｌ
ろ
も
と
な
き
山
さ
く
ら
か
な

霞
た
つ
春
の
な
か
は
に
過
る
ま
て
心
も
と
な
き
山
さ
く
ら
か
な

同
範
永

同
座
範
永

ひ
と
き
た
に
い
ま
も
さ
か
な
ん
山
桜
あ
す
を
ま
っ
へ
わ
か
身
な
ら
ぬ
に

一
木
た
に
い
ま
も
さ
か
な
む
山
桜
あ
す
を
ま
つ
へ
き
我
身
な
ら
ね
は

山
寒
花
遅
顕
季

山
寒
花
遅
顕
季

芳
野
山
は
る
は
な
か
は
に
な
り
ぬ
れ
と
雪
き
え
や
ら
て
花
さ
か
ぬ
か
も

吉
堅
山
春
は
な
か
は
に
な
り
ぬ
れ
と
雪
き
え
や
ら
て
花
さ
か
ぬ
か
も

山
桜
遅
開
頼
家

さ
か
む
と
も
お
も
は
さ
り
け
り
山
桜
今
は
ち
る
へ
き
程
に
や
は
あ
ら
ぬ

［
遅
］

遅 い
な
は
ふ
く
風
の
を
と
せ
ぬ
や
と
な
ら
は
な
に
上
つ
け
て
か
秋
を
ら
ま
し

稲
葉
ふ
く
風
の
を
と
せ
ぬ
や
と
な
れ
は
な
に
Ｌ
つ
け
て
か
秋
を
し
ら
ま
し

花花
有有
遅遅
速速

〈
藤
〉
兼
房
〈
讃
岐
守
〉

匡
房

ま
つ
へ
Ｉ
ま
つ
へ
き
【
宮
】

ら
ま
し
ｌ
し
ら
ま
し
【
宮
】

な
＊
れ
は
ｌ
ら
【
傍
】
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藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷 内谷内谷 内谷内内谷 内谷内谷内谷 内谷 内谷内内谷 内谷

０
２
１
０

０
２
０
５

０
２
１
０

０
２
０
５

０
２
０
９

０
２
０
９

０
２
０
８

０
２
０
３

０
２
０
３

０
２
０
８

０
２
０
８

０
２
０
７

０
２
０
２

０
２
０
７

０
２
０
２

０
２
０
６

０
２
０
１

０
２
０
１

０
２
０
６

０
２
０
１

０
２
０
５

０
２
０
０

水
草
初
長
匡
房

水
草
初
長
匡
房

難
波
江
や
あ
し
も
ま
こ
も
Ｌ
し
ら
す
け
も
つ
の
く
に
程
は
え
こ
そ
見
わ
か
れ

難
波
江
の
あ
し
も
ま
こ
も
上
し
ら
す
け
も
つ
の
く
む
程
は
え
こ
そ
見
わ
か
れ

初
聞
鶯
公
実
卿

初
聞
鴬
三
条
大
納
言

金け
ふ
よ
り
や
梅
の
た
ち
え
に
鴬
の
こ
ゑ
さ
と
な
る
Ｌ
は
し
め
な
る
ら
ん

け
ふ
よ
り
や
梅
の
た
ち
え
に
鴬
の
聲
さ
と
な
る
上
は
し
め
な
る
ら
ん

同
大
相
國

い
ま
そ
し
る
み
や
ま
か
く
れ
の
ふ
る
す
よ
り
木
す
ゑ
に
う
つ
る
鴬
の
聾

［
初
〈
始
〉
］

初
始

［
期
］

期

織
女
期
秋
〈
清
原
〉
元
輔
〈
肥
後
守
〉

織
女
期
秋
清
原
元
輔

七
夕
に
と
ふ
よ
し
も
か
な
あ
ま
の
川
け
ふ
を
ち
き
り
て
い
く
世
す
き
ぬ
と

七
夕
に
と
ふ
よ
し
も
か
な
あ
ま
の
川
け
ふ
を
ち
き
り
て
い
く
よ
過
ぬ
と

き
の
ふ
見
し
人
は
ち
り
ぬ
と
い
ひ
し
か
と
け
ふ
ま
て
ち
ら
ぬ
は
な
も
あ
り
け
り

き
の
ふ
見
し
人
は
ち
り
ぬ
と
い
ひ
し
か
と
け
ふ
ま
て
ち
ら
ぬ
花
も
あ
り
け
り

同
公
資

同
公
資

打
聞

咲
こ
と
の
一
た
ひ
な
ら
ぬ
山
桜
い
つ
を
か
は
な
の
さ
か
り
と
は
見
む

さ
く
こ
と
の
ひ
と
た
ひ
な
ら
ぬ
山
桜
い
つ
を
か
花
の
さ
か
り
と
は
見
む

※
歌
題
の
下

か
な
ｌ
な
し
【
宮
】

※
歌
題
の
下

つ
の
く
に
１
つ
の
く
む
【
宮
】
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内谷 内谷内内谷 内谷内谷 内谷内内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷

０
２
１
５

０
２
０
９

０
２
０
９

０
２
１
５

０
２
０
９

０
２
１
４

０
２
０
８

０
２
１
４

０
２
０
８

０
２
１
３

０
２
０
７

０
２
１
３

０
２
０
７

０
２
１
６

０
２
１
０

０
２
１
０
金

０
２
１
２

０
２
０
６

０
２
１
２

０
２
０
６

０
２
１
１

０
２
０
４

０
２
１
１

０
２
０
４

［
終
］

終

遂
年
花
盛
顕
輔
卿

逐
年
花
盛
顕
輔

と
し
を
は
て
さ
き
そ
ふ
花
や
君
か
代
の
す
ゑ
は
る
ｊ
＼
の
か
さ
し
な
る
ら
む

年
を
へ
て
咲
そ
ふ
花
や
君
か
代
の
す
ゑ
は
る
ｊ
、
の
か
さ
し
な
る
ら
ん

萩
盛
待
鹿
白
川
院
御
製

萩
盛
待
鹿
白
河
院

後か
ひ
も
な
き
こ
Ｌ
ち
こ
そ
す
れ
さ
を
し
か
の
た
つ
こ
ゑ
も
せ
ぬ
萩
の
に
し
き
は

か
ひ
も
な
き
心
ち
こ
そ
す
れ
さ
を
し
か
の
た
つ
こ
と
も
せ
ぬ
萩
の
錦
は

［
盛
］

盛

同
隆
資

同
座
隆
資

う
す
□
ほ
り
こ
よ
ひ
や
池
に
と
ち
つ
ら
ん
み
な
る
Ｌ
を
し
の
音
も
き
こ
え
ぬ

う
す
氷
こ
よ
ひ
や
池
に
と
ち
つ
ら
ん
み
な
る
上
を
し
の
を
と
も
き
こ
え
ぬ

初
聞
郭
公
俊
頼俊頼
朝
臣

時
鳥
は
山
の
す
そ
を
た
つ
ね
つ
上
ま
た
里
な
れ
ぬ
は
つ
れ
を
そ
き
く

時
鳥
葉
山
の
す
そ
を
た
つ
ね
つ
Ｌ
ま
た
さ
と
な
れ
ぬ
初
音
を
そ
き
く

池
水
初
氷
素
意
法
師
素
〈
紀
伊
入
道
〉

池
水
に
や
と
れ
る
月
は
く
ま
な
く
て
み
き
は
は
か
り
そ
ま
つ
こ
ほ
り
け
る

池
水
に
や
と
れ
る
月
は
く
ま
な
く
て
汀
は
か
り
そ
氷
そ
め
け
る

終
日
尋
花

終
日
尋
花

〈
源
〉
直
高

源
貞
高
朝
臣

※
歌
題
の
下

う
す
□
ほ
り
ｌ
薄
氷
【
宮
】

※
歌
題
の
下

は
て
Ｉ
へ
て
【
宮
】

素
意
法
師
ｌ
俗
名
重
經
【
傍
】

み
き
は
ｌ
殉
【
宮
】

郭
公
１
時
鳥
【
宮
】
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藤原清輔編I和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷内谷内谷内 内谷内谷内谷内谷内谷内谷内 谷 内谷内谷 谷
０
２
１
６

内
０
２
１
０

０
２
２
１

０
２
１
４

０
２
１
４

０
２
２
１

０
２
１
４

０
２
２
０

０
２
１
５

０
２
２
０

０
２
１
５

０
２
１
９

０
２
１
８

０
２
１
９

０
２
１
８

０
２
１
８

０
２
１
２

０
２
１
８

０
２
１
２

０
２
１
７

０
２
１
１

０
２
１
７

０
２
１
１

０
２
２
２

０
２
１
６

０
２
２
２

０
２
１
６

し
ら
雲
に
ま
か
ふ
桜
を
た
つ
ぬ
と
て
か
上
ら
ぬ
山
の
な
か
り
つ
る
か
な

白
雲
に
ま
か
ふ
桜
を
た
つ
ぬ
と
て
か
上
ら
ぬ
山
の
な
か
り
つ
る
哉

終
日
對
菊
行
宗
卿

終
日
對
菊
行
宗

い
つ
し
か
と
あ
さ
戸
を
あ
け
て
菊
の
花
月
□
ひ
か
り
の
さ
す
ま
て
そ
み
る

い
つ
し
か
と
朝
戸
を
あ
け
て
菊
の
花
月
の
光
の
さ
す
ま
て
そ
み
る

終
夜
待
郭
公
俊
頼

終
夜
待
郭
公
俊
頼
朝
臣

あ
け
ぬ
な
り
つ
ゐ
に
は
な
の
れ
時
鳥
ま
つ
に
は
な
か
ぬ
も
の
と
し
ら
る
な

あ
け
ぬ
な
り
つ
ゐ
に
は
な
の
れ
時
鳥
待
に
は
な
か
ぬ
物
と
し
ら
る
な

終
夜
見
月

匡
房
卿

終
夜
見
月

匡
房

妹
の
よ
の
よ
ひ
よ
り
月
を
な
か
め
て
は
あ
け
ゆ
く
あ
ま
の
戸
こ
そ
お
し
け
れ

妹
の
よ
の
よ
ひ
よ
り
月
を
詠
て
は
あ
け
ぬ
る
あ
ま
の
戸
よ
り
お
し
け
れ

終
夜
聞
落
葉
俊
頼

〃
〃
聞
落
葉
俊
頼
朝
臣

ひ
と
り
ぬ
る
ふ
せ
や
の
ひ
ま
の
し
ら
む
ま
て
お
き
の
か
れ
葉
に
木
の
は
ち
る
な
り

ひ
と
り
ぬ
る
ふ
せ
や
の
と
こ
の
し
ら
む
ま
て
荻
の
か
れ
は
に
木
の
は
ち
る
な
り

終
夜
惜
秋
範
永

〃
〃
惜
秋
範
永

後あ
け
は
て
は
堅
へ
を
ま
つ
み
む
花
す
上
き
ま
ね
く
け
し
き
は
秋
に
か
は
ら
し

明
は
て
は
堅
へ
を
ま
つ
み
ん
花
薄
ま
ね
く
け
し
き
は
秋
に
か
は
ら
し

［
蓋
］

壷

花
壷
春
残
頼
仲

花
蓋
春
残
源
頼
仲

桜
は
な
し
る
し
は
か
り
も
の
こ
ら
れ
は
か
す
み
に
の
み
そ
は
る
は
し
ら
る
上

さ
く
ら
花
し
る
し
は
か
り
も
の
こ
ら
れ
は
霞
に
の
み
そ
春
は
し
ら
る
上

※
歌
題
の
下

待
Ｉ
対
【
三
】

し
ら
る
な
Ｉ
し
ら
る
れ
【
宮
】

□
ｌ
の
【
宮
】

匡
房
【
宮
】

〈
源
〉
頼
仲
【
宮
】
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内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷 内谷内内谷 内谷内内谷

０
２
２
８

０
２
２
２

０
２
２
８

０
２
２
２

０
２
２
７

０
２
２
１

０
２
２
７

０
２
２
１

０
２
２
６

０
２
２
０

０
２
２
６

０
２
２
０

０
２
２
５

０
２
１
９

０
２
２
５

０
２
１
９

０
２
２
４

０
２
１
８

０
２
１
８

０
２
２
４

０
２
１
８

０
２
２
８

０
２
１
７

０
２
１
７

０
２
２
３

０
２
１
７

遂
年
花
盛
贈
左
大
臣

逐
年
花
盛
贈
左
大
臣

老
ぬ
れ
と
な
と
か
こ
上
ろ
の
色
な
ら
ん
こ
と
し
の
み
見
る
花
さ
か
り
か
は

老
ぬ
れ
と
猶
や
心
の
色
な
ら
む
こ
と
し
の
み
見
る
花
さ
か
り
か
は

遂
日
花
盛
永
源
法
師

逐
日
花
盛
永
源

昨
日
に
も
け
ふ
は
ま
さ
れ
る
花
な
れ
は
あ
す
の
に
ほ
ひ
を
お
も
ひ
や
る
か
な

き
の
ふ
に
も
け
ふ
は
ま
さ
れ
る
花
な
れ
は
あ
す
の
匂
ひ
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

遂
日
看
花
白
河
院
御
製

逐
日
看
花
白
河
院
御
製

さ
き
し
よ
り
散
る
ま
て
見
れ
は
木
の
も
と
に
花
も
ひ
か
り
も
つ
も
り
ぬ
る
か
な

咲
し
よ
り
ち
る
ま
て
見
れ
は
木
の
本
に
花
も
日
数
も
つ
も
り
ぬ
る
か
な

同
公
実
卿

同
三
条
大
納
言

ふ
く
か
せ
に
ち
ら
て
ま
つ
へ
き
は
な
な
ら
は
め
か
れ
す
る
ひ
も
あ
る
へ
き
も
の
を

吹
風
に
ち
ら
て
待
へ
き
花
な
ら
は
め
か
れ
す
る
ひ
も
あ
ら
ま
し
物
を

［
遂
］

逐

同

同
頼
實

後我
宿
に
花
を
の
こ
さ
す
移
し
植
て
鹿
の
ね
き
か
ぬ
の
へ
と
な
し
つ
る

わ
か
や
と
に
花
を
の
こ
さ
す
う
つ
し
う
へ
て
鹿
の
ね
き
か
ぬ
堅
へ
と
な
し
つ
る

庭
壷
秋
花
頼
家

庭
壷
秋
花
頼
家

後わ
か
宿
に
ち
く
さ
の
は
な
を
植
つ
れ
は
鹿
の
ね
の
み
や
堅
へ
に
の
こ
ら
ん

我
や
と
に
千
草
の
花
を
う
へ
つ
れ
は
鹿
の
ね
の
み
や
堅
へ
に
の
こ
ら
ん

１
１

老
ぬ
れ
と
ｌ
老
ぬ
れ
は
【
宮
】

か
は
Ｉ
か
な
【
宮
】

遂
ｌ
逐
【
三
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下
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藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内内谷 内谷内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷

０
２
８
２

０
２
２
６

０
２
２
６

０
２
８
２

０
２
２
６

０
２
８
１

０
２
２
５

０
２
８
１

０
２
２
５

０
２
８
４

０
２
２
８

０
２
８
４

０
２
２
８

０
２
８
８

０
２
２
７

０
２
８
８

０
２
２
７

０
２
８
０

０
２
２
４

０
２
８
０

０
２
２
４

０
２
２
９

０
２
２
８

０
２
２
９

０
２
２
８

０
２
３
５

０
２
２
９

０
２
８
５

０
２
２
９

遂
日
草
滋
顕
季

逐
日
草
滋
顕
季
卿

ま
く
す
原
し
け
れ
る
の
へ
の
し
け
き
か
な
と
し
は
数
へ
も
見
え
す
成
ゆ
く

ま
く
す
原
し
け
れ
る
堅
へ
の
け
し
き
哉
と
し
は
か
末
も
見
え
す
な
り
ゆ
く

遂
夜
待
郭
公
同

〃
夜
待
郭
公
同

ま
つ
も
猶
ね
て
い
く
夜
に
か
な
り
ぬ
ら
ん
山
ほ
と
上
き
す
い
つ
か
き
な
く
と

さ
て
も
猶
ね
て
い
く
よ
に
か
成
ぬ
ら
ん
山
時
鳥
い
ま
や
き
な
く
と

遂
夜
風
凉
俊
頼

〃
〃
風
凉
俊
頼
朝
臣

軒
ち
か
き
萩
の
う
は
か
せ
さ
え
そ
め
て
い
く
夜
か
人
に
し
の
は
れ
ぬ
ら
む

軒
ち
か
く
荻
の
う
は
風
さ
え
そ
め
て
い
く
夜
か
人
に
し
の
は
れ
ぬ
ら
ん

水
遂
夜
結
〈
藤
〉
孝
善
く
左
衛
門
尉
〉

氷
逐
夜
結
藤
孝
善

後鳥
羽
玉
の
夜
と
へ
て
こ
ほ
る
は
こ
の
い
け
は
春
と
Ｌ
も
に
や
な
み
も
立
ら
ん

む
は
玉
の
よ
を
へ
て
こ
ほ
る
は
こ
の
池
は
春
と
Ｌ
も
に
や
浪
も
た
つ
ら
ん

秋
夜
遂
露
開
元
輔

妹
花
逐
露
開
元
輔

ほ
こ
る
ひ
て
花
さ
き
に
け
り
ふ
ち
は
か
ま
に
ほ
ひ
に
結
ふ
露
に
ま
か
せ
て

ほ
こ
る
ひ
て
花
さ
き
に
け
り
ふ
ち
は
か
ま
匂
ひ
に
む
す
ふ
露
に
ま
か
い
て

松
下
遂
凉
六
條
宮
〈
後
中
書
王
〉

松
下
逐
凉
六
条
宮

と
こ
な
つ
の
花
も
わ
す
れ
て
秋
か
せ
を
ま
つ
の
陰
に
そ
け
ふ
は
く
れ
ぬ
る

と
こ
な
つ
の
花
も
わ
す
れ
て
秋
風
を
松
の
か
け
に
そ
今
日
は
く
れ
ぬ
る

月
前
遂
凉
俊
頼

月
前
逐
俊
頼
朝
臣

し
は
っ
山
な
ら
の
わ
か
葉
に
も
る
月
の
か
け
さ
ゆ
る
ま
て
夜
は
ふ
け
に
け
り

し
は
っ
山
な
ら
の
わ
か
葉
に
も
る
月
の
か
け
さ
ゆ
る
ま
て
よ
は
ふ
け
に
け
り

萩
ｌ
荻
【
宮
】

題
ナ
シ
【
宮
】

※
歌
題
の
下

夜
と
Ｉ
夜
を
【
宮
】

は
こ
の
ｌ
こ
の
【
宮
】

夜
ｌ
花
【
宮
】

と
し
は
数
へ
も
１
年
は
か
す
え
も

（
と
し
は
か
末
の
イ
【
傍
】
）

【
宮
】

※
歌
題
・
作
者
二
回
書
く
。
丁

の
オ
か
ら
ウ
に
移
る
所
。
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内谷内内谷 内谷 内谷内谷 内 谷 内 谷谷
０
２
４
１

内 谷
０
２
８
７

内谷
０
２
８
７

内 内谷内内谷内谷

０
２
８
９

０
２
３
２

０
２
８
９

０
２
３
２

０
２
４
０

０
２
８
３

０
２
８
３

０
２
４
０

０
２
８
８

０
２
８
８

０
２
８
１

０
２
８
８

０
２
８
１

０
２
８
６

０
２
８
０

０
２
３
０

０
２
８
６

０
２
３
０

［
漸
］

漸

菊
送
多
秋
仁
和
寺
左
府

菊
多
秋
花
薗
左
大
臣

露
む
す
ふ
秋
の
か
す
み
の
か
さ
な
ら
は
い
く
へ
か
さ
か
む
し
ら
菊
の
は
な

露
む
す
ふ
秋
の
か
す
の
み
か
さ
な
ら
は
い
く
へ
か
さ
か
ん
白
菊
の
花

嵐
送
山
葉
俊
頼

嵐
送
山
葉
俊
頼
朝
臣

も
る
山
の
あ
ら
し
の
っ
て
に
も
み
ち
葉
を
た
れ
お
も
は
す
に
み
て
忍
ふ
ら
ん

も
る
山
の
嵐
の
っ
て
に
も
み
ち
葉
を
た
れ
お
も
は
す
に
み
て
し
の
ふ
ら
ん

花
漸
殿
下

花
漸
少
関
白

堀
川
院
中
宮
奇
合

ひ
と
り
つ
上
木
す
ゑ
青
葉
に
成
は
て
坐
し
つ
え
に
残
る
花
ひ
と
ふ
さ

日
を
へ
つ
上
梢
あ
を
は
に
な
り
は
て
上
し
つ
え
に
の
こ
る
花
は
一
ふ
さ

同
大
相
國

見
花
送
日

〈
橘
〉
為
通
〈
監
物
〉

見
花
送
日
橘
為
通
〈
監
物
〉

打
聞

春
こ
と
に
さ
き
い
ち
り
ぬ
と
花
を
□
て
身
の
い
た
つ
ら
に
お
ひ
に
け
る
哉

春
こ
と
に
さ
き
い
ち
り
ぬ
と
花
を
見
て
身
の
い
た
つ
ら
に
老
に
け
る
か
な

風
送
菊
香
新
院
御
製

こ
の
こ
ろ
は
ま
か
き
の
菊
に
か
せ
ふ
れ
て
宿
の
あ
る
し
の
袖
か
ほ
る
也

［
送
〕

送

花
漸
少
【
宮
】

※
歌
の
あ
と

ひ
と
り
’
ひ
と
つ
【
宮
】

花
Ｉ
花
は
【
宮
】

か
す
み
の
ｌ
か
す
の
み
【
宮
】

※
歌
題
の
下

□
ｌ
み
【
宮
】
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谷
０
２
４
３

内
Ｏ
２
３
５

ｊ
谷
０
２
４
３

輔
内
Ｏ
２
３
５

くみ
谷

試
内

の製
谷
０
２
４
４

緋
内
０
２
３
６

嗽
陥
伽
叩
別
刷

統系
谷
０
２
４
５

鮴
納
Ⅲ
加
州
馴

原
内
０
２
８
７

ｊ抄字
谷
０
２
４
６

糾
内
０
２
８
８

脚
峪
叩
叩
別
冊

編輔
谷
０
２
４
７

聯
内
０
２
８
９

藤
峪
叩
叩
糾
帥

内谷内谷 谷
０
２
４
１
け
ふ
も
又
ち
り
に
け
ら
し
な
桜
は
な
あ
す
は
青
葉
に
な
り
や
は
て
な
ん

内

０
２
４
２

０
２
３
４

０
２
４
２

０
２
８
４

［
稀
〈
希
〉
］郭

公
藍
稀
公
賓
卿

郭
公
聾
稀
三
条
大
納
言

み
山
い
つ
る
は
つ
れ
き
し
よ
り
時
鳥
い
く
か
と
い
ふ
に
こ
よ
ひ
な
く
ら
む

み
山
い
つ
る
初
ね
き
上
し
よ
り
時
鳥
い
く
か
と
い
ふ
に
こ
よ
ひ
鳴
ら
ん

杜
鵤
猶
稀
〈
藤
〉
隆
經
〈
前
美
濃
守
〉

郭
公
猶
稀
隆
經

い
つ
よ
り
も
う
っ
き
な
か
ひ
く
と
し
な
れ
は
猶
ほ
と
Ｌ
き
す
し
の
ひ
ね
そ
な
く

つ
れ
よ
り
も
卯
月
な
か
ひ
く
年
な
れ
は
猶
時
鳥
し
の
ひ
ね
そ
な
く

稀
聞
時
鳥
顕
季

希
聞
郭
公
顕
季
卿

時
烏
や
そ
山
ま
て
に
た
つ
ね
き
て
た
些
一
鑿
は
き
ぐ
へ
き
も
の
を

時
鳥
や
そ
山
ま
て
に
た
つ
ね
き
て
た
些
一
聾
は
き
ぐ
へ
き
物
か

花
落
客
稀
〈
源
〉
經
仲
〈
皇
太
后
宮
権
亮
〉

花
落
客
稀
源
經
仲

し
る
知
ら
す
花
の
さ
か
り
は
こ
し
人
の
か
れ
ノ
、
に
の
み
い
ま
は
な
る
哉

し
り
し
ら
す
花
の
さ
か
り
は
こ
し
人
の
か
れ
ｊ
、
に
の
み
い
ま
は
な
る
哉

林
葉
漸

林
葉
漸

時
雨
す
る
い
は

時
雨
す
る
い
は

［
稀
〈
希
〉
］ 遠

草
漸
滋
無

遠
草
漸
滋
無
名

し
か
う
つ
く
な
り
も
ゆ
く
ま
て
き
上
す
鳴
か
た
の
上
を
の
上
萩
の
や
け
は
ら

し
か
う
へ
そ
な
り
も
ゆ
く
哉
錐
子
鳴
か
た
の
生
み
の
Ｌ
荻
や
け
原

林
葉
漸
紅
匡
房
卿

林
葉
漸
紅
匡
房

時
雨
す
る
い
は
た
の
を
か
の
は
上
そ
原
あ
さ
な
＃
～
に
色
か
は
り
ゆ
く

時
雨
す
る
い
は
た
の
を
か
の
は
Ｌ
そ
原
あ
さ
な
’
、
に
色
か
は
り
ゆ
く

杜
鵤
１
時
鳥
【
宮
】

ひ
く
１
本
ノ
マ
、
【
傍
】

そ
ｌ
に
【
傍
】

き
し
ｌ
き
く
〔
宮
】

を
か
ｌ
小
野
【
宮
】

つ
く
１
つ
（
ヘ
イ
【
傍
】
）
く

【
宮
】
ま
て
Ｉ
か
な
【
宮
】

萩
ｌ
お
き
【
宮
】
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内谷 内谷内谷内谷内内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷 内谷内谷

０
２
５
８

０
２
４
５

０
２
４
５

０
２
５
８

０
２
４
５

０
２
５
２

０
２
４
４

０
２
５
２

０
２
４
４

０
２
５
１

０
２
４
８

０
２
５
１

０
２
４
８

０
２
５
０

０
２
４
２

０
２
５
０

０
２
４
２

０
２
４
９

０
２
４
１

０
２
４
９

０
２
４
１

０
２
４
８

０
２
４
０

０
２
４
８

０
２
４
０

〔
不
残
］

不
残

残
花
誰
家
俊
頼

残
花
誰
家
俊
頼
朝
臣

お
ほ
つ
か
な
わ
か
ふ
る
さ
と
の
は
な
な
れ
は
吹
か
せ
に
さ
へ
し
ら
れ
さ
る
ら
む

お
ほ
つ
か
な
た
か
ふ
る
さ
と
の
花
な
れ
は
ふ
く
風
に
さ
へ
し
ら
れ
さ
る
ら
ん

残
花
薫
風
〈
源
〉
右
府
〈
右
大
将
雅
定
〉

残
花
薫
風
右
大
臣

ち
り
は
て
ぬ
花
の
あ
り
か
を
し
ら
す
れ
は
い
と
ひ
し
か
せ
そ
け
ふ
は
嬉
し
き

ち
り
は
て
ぬ
花
の
あ
り
か
を
し
ら
す
れ
は
い
と
ひ
し
風
そ
け
ふ
は
う
れ
し
き

関
路
残
花
俊
頼

関
路
残
花
俊
頼
朝
臣

さ
も
こ
そ
は
な
こ
そ
の
せ
き
の
か
た
か
ら
め
桜
を
さ
へ
も
と
上
め
け
る
か
な

さ
も
こ
そ
は
な
こ
そ
の
関
の
か
た
か
ら
め
桜
を
さ
へ
も
と
Ｌ
め
け
る
哉

山
家
春
残
俊
綱

山
家
春
残
俊
綱

名
残
な
く
ち
り
て
わ
か
れ
し
桜
は
な
ま
た
山
里
は
さ
か
り
な
り
け
り

な
こ
り
な
く
ち
り
て
わ
か
れ
し
桜
花
ま
た
山
里
は
さ
か
り
な
り
け
り

尋
残
紅
葉
四
條
宮
下
野

尋
残
紅
葉
四
条
宮
下
野

良こ
Ｌ
ろ
し
て
風
の
の
こ
せ
る
紅
葉
Ｌ
を
尋
ぬ
る
山
の
か
ひ
に
見
る
か
な

心
あ
り
て
風
の
Ｌ
こ
せ
る
紅
葉
を
た
つ
ぬ
る
山
の
か
ひ
に
み
る
か
な

［
残
］

残

山
家
人
稀
伊
勢
大
輔

山
家
人
稀
伊
勢
大
輔

人
め
さ
へ
さ
ひ
し
き
冬
の
山
里
に
お
と
ろ
か
す
と
や
あ
ら
れ
ふ
る
ら
む

人
目
た
え
さ
ひ
し
き
冬
の
山
里
に
を
と
ろ
か
す
と
や
嵐
ふ
く
ら
ん

春
残
Ｉ
残
春
【
宮
】

※
歌
題
の
下

さ
へ
Ｉ
た
へ
【
三
】
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藤原清輔編『和歌一字抄j原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内内谷 内谷内谷

谷
［
内
増

谷
０
２
５
６

内谷
０
２
５
６
松

内 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷

０
２
５
８

０
２
４
９

０
２
４
９

０
２
５
８

０
２
４
９

０
２
５
７

０
２
４
８

０
２
５
７

０
２
４
８

０
２
５
５

０
２
４
７

０
２
５
５

０
２
４
７

０
２
５
６

松
樹
増
色
行
宗
卿

０
２
５
６
松
の
色
を
こ
そ
に
こ
と
し
は
ま
さ
れ
り
と
ち
よ
を
か
そ
へ
て
君
そ
み
る
へ
き

０
２
５
４

０
２
４
６

０
２
５
４

０
２
４
６

雨
増
野
色
伯
母

雨
増
野
色
康
資
王
母

み
と
り
な
る
野
へ
の
色
ま
す
雨
に
こ
そ
春
の
日
数
の
ふ
る
も
し
る
け
れ

み
と
り
な
る
堅
邊
に
色
ま
す
雨
に
こ
そ
春
の
日
数
の
ふ
る
も
し
ら
る
れ

月
増
恋
仁
和
寺
左
府

月
増
感
花
売
左
大
臣

金い
と
坐
し
く
お
も
か
け
に
た
つ
こ
よ
ひ
か
な
月
を
見
よ
と
も
ち
き
ら
さ
り
し
に

い
と
上
し
く
お
も
か
け
に
た
つ
こ
よ
ひ
哉
月
を
み
よ
と
も
ち
き
ら
さ
り
し
に

見
花
延
齢
顕
季

見
花
延
齢
顕
季
卿

な
か
む
れ
は
お
の
生
え
さ
へ
そ
く
ち
ぬ
へ
き
は
な
こ
そ
千
代
の
た
め
し
な
り
け
れ

詠
れ
は
を
の
上
え
さ
へ
そ
く
ち
ぬ
へ
き
花
こ
そ
千
代
の
た
め
し
成
け
れ

［
添
］

添 ［
延
］

延

林
葉
不
残
新
院
御
製

林
葉
不
残
新
院
御
製

は
上
そ
原
ち
り
て
の
後
の
月
な
れ
は
冬
は
こ
か
け
も
さ
や
け
か
り
け
り

柞
原
ち
り
て
の
上
ち
の
月
な
れ
は
冬
は
木
か
け
も
さ
や
け
か
り
け
り

扁

増
一

※
歌
題
の
下

〈
大
宮
女
房
〉
伯
母
【
宮
】

野
へ
の
ｌ
の
へ
に
【
宮
】
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谷
０
２
６
４

内
０
２
５
５

内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷 内谷内谷 内谷内谷

０
２
６
３

０
２
５
４

０
２
６
３

０
２
５
４

０
２
６
２

０
２
５
３

０
２
６
２

０
２
５
３

０
２
６
１

０
２
５
２

０
２
６
１

０
２
５
２

０
２
６
０

０
２
５
１

０
２
６
０

０
２
５
１

０
２
５
９

０
２
５
０

０
２
５
９

０
２
５
０

聖
麦
爽
水
〈
源
〉
仲
正

麗
麦
爽
水
源
仲
正

夏
草
の
し
た
行
水
に
わ
け
ら
れ
て
ふ
た
か
た
に
さ
く
や
ま
と
な
て
し
こ

夏
草
の
し
た
ゆ
く
水
に
わ
け
ら
れ
て
ふ
た
か
た
に
さ
く
や
ま
と
な
て
し
こ

卯
花
來
路
新
院
御
製

卯
花
來
路
新
院
御
製

卯
花
の
こ
な
た
か
な
た
に
さ
き
ぬ
れ
は
い
と
Ｌ
そ
せ
は
き
を
の
上
ほ
そ
み
ち

卯
花
の
こ
な
た
あ
な
た
に
咲
ぬ
れ
は
い
と
上
そ
ほ
そ
き
を
の
Ｌ
ほ
そ
み
ち

［
夷
］

爽

嬰
麦
副
垣
俊
頼

窪
麦
副
培
俊
頼
朝
臣

か
き
ね
に
は
む
く
ら
の
露
も
し
け
か
ら
ん
す
こ
し
を
ち
の
け
や
ま
と
な
て
し
こ

か
き
ね
に
は
む
く
ら
の
露
も
し
け
か
ら
め
す
こ
し
立
の
け
や
ま
と
な
て
し
こ

［
副
］

Ｉ百田

暁
添
虫
聲
顕
輔
卿

暁
添
虫
馨
顕
輔
卿

む
し
の
ね
も
秋
の
日
数
や
お
し
む
ら
ん
あ
り
あ
け
か
た
は
も
る
こ
ゑ
に
な
く

む
し
の
ね
も
秋
の
日
数
や
お
し
む
ら
ん
有
明
か
た
は
も
る
聾
に
な
く

虫
聲
添
恋
殿
下

虫
聾
添
懸
関
白

き
く
か
ら
に
露
け
さ
ま
さ
る
さ
よ
衣
す
そ
の
上
を
野
の
ま
つ
む
し
の
こ
ゑ

き
く
か
ら
に
露
け
さ
ま
さ
る
さ
よ
衣
す
そ
の
上
を
の
上
松
虫
の
こ
ゑ

［
廻
〈
繕
〉
］

廻
緯

春春
駒駒
廻廻
澤澤

同源
仲
正

を
ち
Ｉ
た
ち
【
宮
】

顕
輔
【
宮
】
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谷
０
２
６
６

内
０
２
５
７

１
谷
０
２
６
６

鮒
内
０
２
５
７

み
谷
０
２
６
７

試
内
０
２
５
８

の
谷
０
２
６
７

側
内
０
２
５
８

本
谷
０
２
６
８

城
内
０
２
５
９

統
内
０
２
５
９

系
谷
０
２
６
８

鮴
内
０
２
５
９

順
谷
０
２
６
９

抄
内
０
２
６
０

字
谷
０
２
６
９

聯
内
０
２
６
０

脚
谷

編
内

輔清
谷
０
２
７
０

鮒
岫
叩
別
冊
Ⅱ

内谷内谷 内谷

０
２
６
５

０
２
５
６

０
２
６
５

０
２
５
６

０
２
６
４

０
２
５
５

［
連
〕

連 は
み
や
よ
き
さ
は
の
ぬ
な
は
に
つ
な
か
れ
て
み
き
は
は
な
れ
ぬ
る
つ
る
ふ
ち
の
駒

は
み
か
よ
き
さ
は
の
ぬ
な
は
に
つ
な
か
れ
て
汀
は
な
れ
ぬ
つ
る
ふ
ち
の
駒

卯
花
驍
簾
公
実
卿

卯
花
驍
蒼
三
条
大
納
言

山
里
は
か
や
の
か
り
ふ
き
の
き
を
な
み
ひ
ま
や
は
見
ゆ
る
さ
け
る
卯
の
は
な

山
さ
と
は
か
や
の
か
り
ふ
き
の
き
□
な
み
ひ
ま
や
は
み
ゆ
る
さ
け
る
卯
花

秋
花
廻
水
源
縁
法
師

秋
花
廻
水
源
縁

池
水
を
か
上
み
と
や
見
る
を
み
な
へ
し
は
き
の
に
し
き
を
お
り
た
て
に
し
て

池
水
を
か
上
み
と
や
み
る
を
み
な
へ
し
萩
の
に
し
き
を
上
り
た
て
に
し
て

同
國
基國

基

秋
の
野
を
う
つ
せ
る
宿
の
池
水
は
き
し
の
ま
Ｌ
に
そ
花
は
に
ほ
へ
る

秋
の
典
を
う
つ
せ
は
や
と
の
池
水
は
き
し
の
ま
Ｌ
に
そ
花
は
に
ほ
へ
る

同
成
元橘

成
元

已
上
同
座

た
ち
よ
ら
ん
か
た
こ
そ
な
け
れ
を
み
な
へ
し
堅
な
か
の
し
水
結
ふ
は
か
り
そ

た
ち
よ
ら
む
か
た
こ
そ
な
け
れ
女
良
花
堅
中
の
し
水
む
て
ふ
は
か
り
に

落
葉
続
樹
家
經

落
葉
驍
樹
家
經

か
せ
を
い
た
み
も
み
ち
ち
り
し
く
こ
の
も
と
に
か
へ
ら
ん
方
も
わ
す
ら
れ
に
け
り

風
を
い
た
み
紅
葉
お
り
し
く
木
の
本
に
帰
ら
ん
事
も
わ
す
ら
れ
に
け
り

金

卯卯
花花
連連
培垣

匡 匡
房房

卿

※
歌
の
あ
と

は
か
り
そ
ｌ
は
か
り
に
【
宮
】

む
＊
て
ふ
’
す
【
傍
】

山
里
は
Ｉ
山
さ
と
の
【
宮
】

ぬ
る
’
ぬ
【
宮
】

匡
房
【
宮
】

※
歌
題
の
下
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谷
０
２
７
６

内
０
２
６
６

内谷内谷 内 谷 内谷
０
２
７
４
山
か
つ
の
ね
り
そ
も
て
ゆ
ふ
た
け
の
戸
を
い
く
よ
か
さ
し
て
月
を
み
る
ら
ん

内 谷
０
２
７
４

内谷内内谷 内谷内谷 内谷内内谷 谷
０
２
７
０

内
０
２
６
１

０
２
７
５

０
２
６
５

０
２
７
５

０
２
６
５

０
２
７
３

０
２
６
４

０
２
６
４

０
２
７
８

０
２
６
４

０
２
７
２

０
２
６
８

０
２
７
２

０
２
６
８

０
２
７
１

０
２
６
２

０
２
６
２

０
２
７
１

０
２
６
２

［
礦
］

畷
障

い
つ
れ
を
か
わ
き
て
と
は
ま
し
山
か
つ
の
垣
ね
つ
生
き
に
さ
け
る
卯
は
な

い
つ
れ
を
か
わ
き
て
と
は
ま
し
山
か
つ
の
か
き
ね
つ
上
き
に
さ
け
る
卯
花

連
夜
見
月

頼
家

連
夜
見
頼
家

後し
き
た
へ
の
枕
の
ち
り
や
□
つ
る
ら
ん
月
の
さ
か
り
は
い
こ
そ
ね
ら
れ
ね

し
き
た
へ
の
枕
の
ち
り
や
つ
も
る
ら
ん
月
の
さ
か
り
は
い
こ
そ
ね
ら
れ
ね

同
殿
下

同
関
白

年
を
へ
て
な
か
め
ぬ
夜
半
は
な
け
れ
と
も
月
は
ふ
り
せ
ぬ
物
に
そ
有
け
る

年
を
へ
て
詠
ぬ
よ
は
上
な
け
れ
と
も
月
は
ふ
り
せ
ぬ
物
に
そ
有
け
る

同
行
盛行

盛

已
上
三
首
同
座

よ
ひ
の
ま
の
か
た
わ
れ
月
と
見
そ
め
し
を
な
か
め
て
あ
か
す
有
明
の
そ
ら

よ
ひ
の
ま
の
か
た
わ
れ
月
と
み
そ
め
し
を
詠
め
そ
あ
か
ぬ
在
明
の
月

庭
樹
障
日

顕
季

庭
樹
畷
日

顕
季
卿

み
な
月
の
て
る
日
と
い
へ
と
わ
か
や
と
の
な
ら
の
は
か
け
は
す
Ｌ
し
か
り
け
り

み
な
月
の
て
る
日
と
い
へ
と
我
宿
の
な
ら
の
葉
か
け
は
涼
し
か
り
け
り

障
本
夫
恋
俊
頼

障
本
夫
懸
俊
頼

同

障
ｌ
障
鍬
【
傍
】

日
Ｉ
如
本
【
傍
】

※
歌
の
あ
と

そ
ら
Ｉ
つ
き
【
宮
】

※
歌
題
の
下

□
つ
る
ｌ
積
る
【
宮
】
つ
る

【
一
二
】
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谷
０
２
７
７

内
０
２
６
７

谷
０
２
７
７

内
０
２
６
７

１村
谷
０
２
７
８

中
内
０
２
６
８

洲
内
０
２
６
８

嗽
峪
伽
加
舸
朋

側
谷
０
２
７
９

本
内
０
２
６
９

校
谷
０
２
７
９

細
内
０
２
６
９

系
谷
０
２
８
０

鮴
内
０
２
７
０

原
谷
０
２
８
０

初
内
０
２
７
０

字
谷
０
２
８
１

冊
内
０
２
７
１

和
谷
０
２
８
１

１
内
０
２
７
１

編輔
谷
０
２
８
２

鵬
内

藤
峪
０
２
８
２

内谷 谷
０
２
７
６

内
０
２
６
６

霞
隔
山
兼
澄

霞
隔
山
源
兼
澄

ゆ
き
か
よ
ひ
花
に
心
は
を
か
ね
と
も
春
の
か
す
み
は
な
を
へ
た
て
け
り

ゆ
き
か
よ
ふ
花
に
心
は
わ
か
れ
と
も
春
に
霞
は
な
を
へ
た
て
け
り

霞
隔
山
家
嘉
言

霞
隔
山
家
嘉
言

拾山
さ
と
の
家
居
は
か
す
み
こ
め
た
れ
と
垣
ね
の
柳
す
ゑ
葉
と
そ
み
ゆ

山
さ
と
の
い
へ
ゐ
は
霞
こ
め
た
れ
と

霞
隔
山
樹
同

〃
〃
山
樹
同

よ
し
の
山
ふ
り
つ
む
雪
の
き
え
せ
れ
は
こ
そ
を
へ
た
つ
る
か
す
み
成
け
り

吉
堅
山
ふ
り
に
し
雪
の
き
え
せ
ぬ
は
こ
そ
を
た
つ
ぬ
る
霞
な
り
け
り

霞
隔
山
花
良
暹

〃
〃
山
花
良
暹

た
な
ひ
け
は
に
ほ
ひ
も
見
え
す
山
桜
み
れ
よ
り
を
ち
に
霞
た
上
な
ん

た
な
ひ
け
は
に
ほ
ひ
も
み
え
す
山
桜
嶺
よ
り
を
ち
に
霞
た
上
な
ん

霞
隔
残
花
〈
皇
太
后
宮
女
房
〉
肥
後

〃
〃
残
花
肥
後

た
ち
か
く
す
か
す
み
そ
つ
ら
き
山
さ
く
ら
風
た
に
の
こ
す
春
の
か
た
み
を

た
ち
か
く
す
霞
そ
つ
ら
き
山
桜
風
た
に
の
こ
す
花
の
か
た
み
を

隔
霞
聞
鶯
新
院
御
製

宮
古
に
は
ま
た
さ
と
な
れ
ぬ
う
ぐ
ひ
す
の
か
す
み
こ
上
に
そ
初
ね
き
Ｌ
つ
る

［
隔
］

隔 手
枕
を
く
け
て
上
く
れ
は
お
そ
ろ
し
み
は
や
は
ひ
ま
し
ね
み
つ
の
か
と
よ
り

た
ま
く
ら
を
ぬ
け
て
Ｌ
く
れ
は
お
そ
ろ
し
み
は
や
い
て
ま
し
ね
み
つ
の
か
と
よ
り

く
れ
Ｉ
み
れ
【
宮
】
お
そ
ろ
し

み
は
や
は
ひ
ｌ
お
そ
る
し
や
み
は

は
ひ
【
宮
】

※
歌
題
の
下

と
そ
ｌ
そ
と
【
宮
】

こ
上
ｌ
こ
し
【
宮
】
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内谷内谷 谷
０
２
８
８

内谷
０
２
８
８

内 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内 谷 内 谷 内 谷 内 谷

０
２
８
７

０
２
７
６

０
２
８
７

０
２
７
６

０
２
８
６

０
２
７
４

０
２
８
６

０
２
７
４

０
２
８
５

０
２
７
５

０
２
８
５

０
２
７
５

０
２
８
９

０
２
７
７

０
２
８
９

０
２
７
７

０
２
８
４

０
２
７
８

０
２
８
４

０
２
７
３

０
２
８
８

０
２
７
２

０
２
８
３

０
２
７
２

藤
花
隔
垣
仁
和
寺
左
府
越
後

藤
花
隔
塙
越
後
〈
花
薗
左
大
臣
女
房
〉

あ
し
か
き
の
ほ
か
と
は
見
れ
と
藤
の
は
な
に
ほ
ひ
は
わ
れ
を
へ
た
て
さ
り
け
り

あ
し
か
き
の
外
と
は
見
れ
と
藤
の
花
匂
は
我
を
へ
た
て
さ
り
け
り

卯
花
隔
隣
俊
頼

卯
花
隔
隣
俊
頼

卯
花
の
垣
ね
は
か
り
そ
も
ろ
と
も
に
か
よ
ふ
心
は
へ
た
て
さ
り
け
る

卯
花
の
か
き
ね
は
か
り
そ
も
ろ
と
も
に
か
よ
ふ
心
は
へ
た
て
な
け
れ
は

隔
夜
郭
公
殿
下

隔
夜
郭
公
同

こ
の
く
れ
に
き
な
か
さ
り
せ
は
時
鳥
ふ
た
よ
と
き
か
い
身
と
や
な
ら
ま
し

こ
の
暮
に
き
な
か
さ
り
せ
は
郭
公
こ
よ
と
き
か
い
み
と
や
な
ら
ま
し

水
草
隔
船
同

水
草
隔
船
関
白

夏
ふ
か
み
た
ま
え
に
し
け
る
あ
し
の
葉
の
そ
よ
ぐ
や
舟
の
か
よ
ふ
な
る
ら
ん

夏
ふ
か
み
玉
江
に
し
け
る
あ
し
の
は
の
そ
よ
く
や
船
の
か
よ
ふ
な
る
ら
ん

隔
水
見
花
元
輔

隔
浪
見
花
元
輔

岸
ち
か
み
波
の
へ
た
つ
る
は
な
の
色
は
お
り
て
よ
る
こ
そ
見
る
ほ
と
も
せ
め

岸
ち
か
み
浪
の
へ
た
つ
る
花
の
色
は
お
り
て
た
に
こ
そ
み
る
程
に
せ
め

同
良
暹

な
け
き
つ
上
川
の
こ
な
た
に
す
ぐ
る
か
な
花
み
に
わ
た
る
せ
を
し
し
ら
れ
は

秋
霧
隔
水
俊
頼

秋
霧
隔
水
俊
頼

を
と
は
か
は
き
り
の
ほ
か
な
る
た
き
な
ら
は
い
は
も
る
た
ま
の
か
す
は
見
て
ま
し

を
と
は
河
き
り
の
ほ
か
な
る
瀧
な
ら
は
岩
も
る
玉
の
数
は
み
て
ま
し

色
は
ｌ
色
【
宮
】
ほ
と
も
Ｉ

程
に
【
宮
】

け
る
ｌ
け
り
【
宮
】

見
て
ｌ
見
え
【
宮
】

例
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藤原清輔編『和歌一字抄j原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内内谷 内谷内谷 内谷 内谷内谷内谷内谷 内谷内内谷 内谷内谷

０
２
９
５

０
２
８
８

０
２
８
８

０
２
９
５

０
２
８
８

０
２
９
４

０
２
８
２

０
２
９
４

０
２
８
２

０
２
９
８

０
２
８
１

０
２
９
８

０
２
８
１

０
２
９
２

０
２
８
０

０
２
９
２

０
２
８
０

０
２
９
１

０
２
７
９

０
２
７
９

０
２
９
１

０
２
７
９

０
２
９
０

０
２
７
８

０
２
９
０

０
２
７
８

霧
籠
紅
葉
〈
藤
〉
資
仲
卿
〈
中
納
言
〉

霧
籠
紅
葉
資
仲

も
み
ち
ち
る
山
は
秋
霧
は
れ
せ
ね
は
た
っ
た
の
河
の
な
か
れ
と
そ
み
る

紅
葉
ち
る
山
は
秋
き
り
た
え
せ
は
た
っ
た
の
河
を
な
か
れ
に
そ
み
る

妹
霧
籠
路
良
暹

秋
霧
籠
路
良
暹

良行
す
ゑ
も
見
え
ぬ
道
か
な
霧
こ
め
て
ち
と
り
の
な
く
は
河
邊
な
る
へ
し

ゆ
く
す
ゑ
も
み
え
ぬ
み
ち
哉
き
り
こ
め
て
千
鳥
の
な
く
は
川
へ
な
る
へ
し

［
篭
］

篭

ｂ

霧
隔
女
郎
同

霧
隔
女
郎

を
み
な
へ
し
う
ち
た
れ
か
み
を
夕
霧
に
か
く
し
て
た
れ
て
し
ほ
れ
そ
す
ら
ん

女
良
花
う
ち
た
れ
か
み
を
ゆ
ふ
き
り
に
か
く
れ
て
た
れ
と
し
ほ
れ
ふ
す
ら
ん

垣
隔
紅
葉
仲
實

培
隔
紅
葉
仲
實

金も
す
の
ゐ
る
は
し
の
た
ち
え
の
薄
も
み
ち
た
れ
わ
か
そ
の
Ｌ
物
と
見
る
ら
ん

鴫
の
ゐ
る
は
し
の
た
ち
え
の
う
す
紅
葉
た
れ
わ
か
そ
の
上
も
の
と
み
る
ら
ん

隔
遠
路
恋
殿
下

隔
遠
路
恋
関
白

は
る
け
さ
に
い
そ
き
も
た
上
ぬ
あ
つ
ま
ち
の
こ
ひ
の
涙
そ
ま
つ
く
た
り
け
る

は
る
け
さ
に
い
そ
き
も
た
上
ぬ
あ
つ
ま
ち
を
恋
の
涙
の
ま
つ

雲
隔
遠
望
俊
頼

雲
隔
遠
望
俊
頼

と
を
ち
に
は
夕
立
す
ら
し
ひ
さ
か
た
の
あ
ま
の
か
こ
山
雲
か
く
れ
ゆ
く

と
を
ち
に
は
夕
た
ち
す
ら
し
久
方
の
あ
ま
の
か
く
山
雲
か
く
れ
ゆ
く

と
そ
Ｉ
そ
と
【
宮
】

※
歌
題
の
下

へ
し
ｌ
ら
し
【
宮
】

隔
遠
路
【
宮
】

※
歌
題
の
下

た
れ
て
ｌ
た
れ
て
と
【
宮
】

そ
Ｉ
ふ
【
宮
】
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内谷内谷内谷内内谷 内谷内谷 内谷内内谷 内谷内谷 内谷 谷
０
２
９
６

梅
花
籠
雪
重
如

内谷
０
２
９
６
梅
の
は
な
に
ほ
ひ
た
な
く
は
枝
見
え
す
降
つ
む
雪
を
い
か
て
し
ら
ま
し

内

０
３
０
１

０
２
８
８

０
３
０
１

０
２
８
８

０
８
０
０

０
２
８
７

０
２
８
７

０
８
０
０

０
２
８
７

０
２
９
９

０
２
８
６

０
２
９
９

０
２
８
６

０
２
９
８

０
２
８
５

０
２
８
５

０
２
９
８

０
２
８
５

０
２
９
７

０
２
８
４

０
２
９
７

０
２
８
４

款
冬
蔵
橋
顕
季

款
冬
蔵
橋
顕
季

か
よ
ひ
こ
し
ゐ
て
の
岩
橋
た
と
る
ま
て
と
こ
ろ
も
さ
ら
す
さ
け
る
山
ふ
き

か
よ
ひ
こ
し
ゐ
て
の
岩
橋
た
と
る
ま
て
所
も
さ
ら
す
さ
け
る
山
吹

紫
藤
籠
松
良
暹

紫
藤
蔵
松
良
暹

金松
風
の
を
と
せ
さ
り
せ
は
藤
な
み
を
な
に
Ｌ
か
上
れ
る
花
と
し
ら
ま
し

松
風
の
を
と
せ
さ
り
せ
は
藤
浪
を
な
に
上
か
Ｌ
れ
る
花
と
し
ら
ま
し

秋
花
籠
路
經
信

秋
花
蔵
路
經
信

し
ら
露
に
た
え
す
秋
は
き
お
れ
ふ
し
て
し
け
か
る
を
の
上
道
た
に
も
な
し

白
露
に
た
え
す
秋
萩
お
れ
ふ
し
て
し
は
か
る
を
の
上
か
け
た
に
も
な
し

落
葉
籠
路
清
成
法
橋

落
葉
蔵
路
清
成
法
橋

後紅
葉
ち
る
秋
の
山
へ
は
し
ら
か
し
の
し
た
は
か
り
こ
そ
み
ち
は
見
え
け
れ

も
み
ち
上
る
妹
の
山
邊
は
し
ら
か
し
の
し
た
は
か
り
こ
そ
道
は
見
え
け
れ

雪
蔵
帰
路
成
助

雪
蔵
帰
路
賀
茂
助
成

さ
と
人
に
と
ひ
て
か
へ
ら
ん
こ
の
程
に
こ
し
ち
も
見
え
す
雪
ふ
り
に
け
り

さ
と
人
に
と
ひ
て
か
へ
ら
ん
よ
の
程
に
こ
し
ち
も
み
え
す
雪
ふ
り
に
け
り

［
蔵
〈
隠
〉
］

蔵
隠

※
歌
題
の
下

し
け
か
る
’
し
け
れ
る
【
宮
】

※
歌
題
の
下
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藤原清輔編『和歌一字抄」原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷 内谷 内 谷 内 谷 内 谷 内 谷 内 谷 内谷内内谷 谷

内
０
２
９
０
霜
隠
家
永
成
法
師

谷内
０
２
９
０
し
と
ろ
な
る
の
き
も
□
た
ち
に
を
く
霜
は
あ
れ
た
る
や
と
の
お
も
か
く
れ
か
な

内谷内谷

０
８
０
４

０
２
９
４

０
８
０
４

０
２
９
４

０
８
０
８

０
２
９
３

０
８
０
８

０
２
９
８

０
８
０
５

０
２
９
５

０
２
９
５

０
２
９
２

０
２
９
２

０
２
９
１

花
掩
澗
水
藤
原
隆
方

０
２
９
１
ち
る
花
の
い
は
ま
の
波
を
こ
め
つ
れ
は
山
下
水
の
を
と
も
せ
ぬ
哉

０
３
０
２

０
２
８
９

０
８
０
２

０
２
８
９

同
頼
家

山
さ
と
の
み
く
さ
と
花
は
な
り
に
け
り
の
こ
る
い
か
て
人
に
い
ら
せ
し

花
埋
谷
水
仁
和
寺
左
府

花
埋
谷
水
花
売
左
大
臣

山
か
せ
に
ち
り
つ
む
花
の
な
か
れ
す
は
い
か
て
し
ら
ま
し
谷
の
し
た
水

や
ま
里
に
ち
り
つ
む
花
の
な
か
れ
す
は
い
か
て
し
ら
ま
し
谷
の
し
た
水

落
花
埋
橋
無

落
花
埋
橋
無
名

く
れ
て
ゆ
く
春
や
こ
れ
よ
り
過
つ
ら
ん
花
ち
り
つ
も
る
青
柳
の
糸

く
れ
ゆ
く
春
や
こ
れ
よ
り
過
つ
ら
ん
花
ち
り
つ
も
る
あ
を
や
き
の
は
し

落
葉
埋
橋
顕
季

落
葉
埋
橋
顕
季

金
［
埋
］

掩
埋

雪
隠
遠
樹
〈
藤
〉
堀
川
右
府
〈
頼
宗
〉

雪
隠
遠
樹
堀
川
左
大
臣

い
か
は
か
り
降
つ
む
山
の
雪
な
れ
は
木
す
ゑ
を
ふ
み
て
人
の
ゆ
く
覧

い
か
は
か
り
ふ
り
つ
む
山
の
雪
な
れ
は
梢
を
ふ
み
て
人
の
ゆ
く
ら
ん

※
歌
題
の
下
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内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷内内谷 内谷内谷 谷
０
８
０
５

内
０
２
９
５

０
８
０
９

０
２
９
９

０
８
０
９

０
２
９
９

０
８
１
１

０
８
０
１

０
８
１
１

０
８
０
１

０
３
１
０

０
８
０
０

０
８
１
０

０
３
０
０

０
８
０
８

０
２
９
８

０
８
０
８

０
２
９
８

０
８
０
７

０
２
９
７

０
２
９
７

０
８
０
７

０
２
９
７

０
３
０
６

０
２
９
６

０
８
０
６

０
２
９
６

を
く
ら
山
み
れ
の
あ
ら
し
の
吹
か
ら
に
谷
の
か
け
は
し
も
み
ち
し
に
け
り

を
く
ら
山
み
れ
の
嵐
の
吹
か
ら
に
谷
の
か
け
は
し
紅
葉
し
に
け
り

落
葉
埋
菊
家
經

落
葉
埋
菊
家
經

紅
葉
は
の
ほ
か
よ
り
た
か
く
つ
も
れ
る
や
菊
の
さ
け
り
し
と
こ
ろ
な
る
ら
ん

も
み
ち
葉
の
ほ
か
よ
り
た
か
く
つ
も
れ
る
や
菊
の
さ
け
り
し
所
な
る
ら
ん

霜
埋
落
葉
無

霜
埋
落
葉
無
名

後お
ち
つ
も
る
よ
は
の
木
の
葉
を
よ
の
程
に
は
ら
ひ
て
け
り
と
み
ゆ
る
朝
し
も

お
ち
つ
も
る
庭
の
木
葉
を
夜
の
程
に
は
ら
ひ
て
け
り
と
み
す
る
朝
霜

雪
埋
古
橋
公
実

雪
埋
古
橋
三
条
大
納
言

あ
さ
霧
や
雪
も
つ
も
り
ぬ
あ
つ
ま
ち
に
さ
の
Ｌ
舟
橋
誰
に
と
は
ま
し

あ
ま
き
り
あ
ひ
雪
は
く
た
り
ぬ
あ
つ
ま
ち
に
さ
の
Ｌ
ふ
る
橋
誰
に
と
は
ま
し

雪
埋
行
路
隆
資

雪
埋
行
路
隆
資

行
ま
Ｌ
に
雪
ふ
り
ぬ
れ
は
あ
さ
ゆ
ふ
に
か
よ
ひ
な
ら
へ
る
道
も
ま
と
ひ
ぬ

ゆ
く
ま
Ｌ
に
雪
ふ
り
ぬ
れ
は
朝
夕
に
か
よ
ひ
な
れ
た
る
道
も
ま
と
ひ
ぬ

落
花
滿
山
路
赤
染

落
花
滿
山
路
赤
染

ふ
め
は
あ
り
ふ
ま
れ
は
ゆ
か
む
か
た
も
な
し
心
つ
く
し
の
山
さ
く
ら
か
な

ふ
め
は
お
し
ふ
ま
れ
は
ゆ
か
ん
か
た
も
な
し
心
つ
く
し
の
山
桜
か
な

［
滿
］

滿

落
花
滿
庭
内
府

落
花
滿
庭
内
大
臣

け
さ
見
れ
は
夜
は
の
あ
ら
し
に
ち
り
は
て
上
庭
こ
そ
は
な
の
さ
か
り
成
け
れ

け
さ
み
れ
は
よ
は
の
嵐
は
て
Ｌ
庭
こ
そ
花
の
さ
か
り
成
け
れ

あ
さ
霧
や
Ｉ
あ
ま
霧
あ
ひ
【
宮
】

あ
つ
ま
ち
に
ｌ
あ
つ
ま
ち
や
（
の

【
傍
】
）
【
宮
】

あ
り
ｌ
を
し
【
宮
】

※
歌
題
の
下

家
經
ｌ
家
隆
【
宮
】

－104－



ｊ
谷
０
３
１
４

輔
内
０
８
０
４

く
谷
０
８
１
４

み
内
０
８
０
４

試の
谷
０
８
１
５

側
棚
川
棚
川
開

榊
内
０
３
０
５

の統
谷
０
８
１
６

聯
内
０
８
０
６

熊
陥
㈹
洲
Ⅲ
冊

ｊ抄
谷
０
８
１
７

字
内
０
８
０
７

班
内
０
８
０
７

脚
岫
叩
洲
仙
両

編輔
谷
０
８
１
８

情
内
０
８
０
８

原
谷
０
８
１
８

藤
内
０
８
０
８

内谷内谷 内谷内谷

０
３
１
３

０
８
０
８

０
８
１
３

０
８
０
８

０
８
１
２

０
８
０
２

０
８
１
２

０
８
０
２

同
仁
和
寺
左
府

同
花
売
左
大
臣

庭
も
せ
に
つ
も
れ
る
雪
も
見
え
な
か
ら
に
ほ
ふ
そ
花
の
し
る
し
成
け
る

庭
も
せ
に
つ
も
れ
る
雪
と
み
え
な
か
ら
匂
ふ
そ
花
の
し
る
し
な
り
け
る

同
俊
頼

同
俊
頼
朝
臣

は
く
人
も
な
き
ふ
る
さ
と
の
庭
の
お
も
は
花
ち
り
て
こ
そ
見
る
へ
か
り
け
れ

は
く
人
も
な
き
故
郷
の
庭
の
お
も
は
花
ち
り
て
こ
そ
見
る
へ
か
り
け
れ

窪
麦
滿
庭
顕
季

雷
麦
滿
庭
顕
季

わ
か
宿
は
庭
も
ま
か
き
も
を
し
な
へ
て
今
さ
か
り
な
る
な
て
し
こ
の
は
な

我
里
は
庭
の
ま
か
き
も
を
し
な
へ
て
い
ま
さ
か
り
な
り
な
て
し
こ
の
花

菊
滿
庭
六
条
右
府
〈
顕
房
〉

菊
滿
庭
六
條
右
大
臣

し
ら
き
く
の
み
た
れ
て
さ
け
る
庭
の
お
も
は
月
の
ひ
か
り
そ
い
と
生
さ
や
け
き

白
菊
の
み
た
れ
て
さ
け
る
庭
の
お
も
は
月
の
光
そ
い
と
上
露
け
き

同
頼
家頼

家

あ
さ
霜
の
を
け
る
庭
か
と
見
え
つ
る
は
み
な
し
ら
き
く
の
花
に
そ
有
け
る

あ
さ
霜
の
を
け
る
庭
か
と
み
え
つ
る
は
み
な
白
菊
の
花
に
そ
有
け
る

同
清
家藤

清
家

以
上
同
座

さ
か
り
に
も
庭
の
白
菊
見
ゆ
る
か
な
一
枝
お
ら
ん
み
ち
し
な
き
ま
て

さ
か
り
に
も
庭
の
白
菊
み
ゆ
る
哉
一
枝
お
ら
む
道
も
な
き
ま
て

紅
葉
滿
水
範
永

紅
葉
滿
水
範
永

お
ほ
井
河
ち
る
も
み
ち
葉
に
て
ら
さ
れ
て
を
く
ら
の
山
の
か
け
も
う
つ
ら
す

お
ほ
井
川
ち
る
も
み
ち
葉
に
て
ら
さ
れ
て
を
く
ら
の
山
の
か
け
も
う
つ
ら
す

〈
源
〉
六
条
右
府
〈
顕
房
〉

【
宮
】

お
も
は
Ｉ
お
も
に
【
宮
】

※
次
歌
題
「
滿
水
」
の
右
下

雪
も
ｌ
雪
と
【
宮
】
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谷
０
８
２
５

内 谷
０
８
２
４

遠
草
漸
滋
無

内谷
０
８
２
４
し
か
す
へ
く
な
り
も
行
か
な
き
聖
す
な
く
か
た
の
上
を
の
上
お
き
の
焼
原

内 内 谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷

０
８
２
３

０
８
１
２

０
８
２
８

０
８
１
２

０
３
２
２

０
８
１
３

０
８
２
２

０
８
１
８

０
８
２
１

０
３
１
１

０
８
２
１

０
８
１
１

０
３
２
０

０
８
１
０

０
８
２
０

０
８
１
０

０
８
１
９

０
８
０
９

０
８
１
９

０
８
０
９

［
滋
］

滋
繁

落
葉
滿
水
顕
季

落
葉
滿
水
顕
季

大
井
川
い
せ
き
の
を
と
の
な
か
り
せ
は
紅
葉
を
し
け
る
渡
り
と
や
み
ん

大
井
川
ゐ
せ
き
の
を
と
の
な
か
り
せ
は
も
み
ち
を
し
け
る
わ
た
り
と
や
み
ん

落
葉
滿
流
家
經

落
葉
滿
流
家
經

た
か
せ
舟
し
ふ
く
は
か
り
に
も
み
ち
葉
の
な
か
れ
て
く
た
る
お
ほ
井
川
哉

高
瀬
船
し
ふ
く
は
か
り
に
紅
葉
は
の
な
か
れ
て
く
た
る
大
井
河
か
な

落
葉
滿
網
代
俊
頼

落
葉
滿
網
代
俊
頼
朝
臣

太
山
に
は
嵐
ふ
く
ら
し
あ
し
ろ
木
に
か
き
あ
へ
い
ま
て
紅
葉
つ
も
れ
り

太
山
に
は
嵐
ふ
く
ら
し
あ
し
ろ
木
に
か
き
あ
へ
い
ま
て
紅
葉
つ
も
れ
り

水
滿
池
水
同

氷
滿
池
水
俊
頼

け
ふ
見
れ
は
み
は
ら
の
池
に
つ
ら
坐
ゐ
て
あ
ち
の
む
ら
鳥
ひ
ま
も
と
む
ら
し

け
ふ
よ
り
は
み
は
ら
の
池
に
つ
ら
上
ゐ
て
あ
ち
の
村
鳥
ひ
ま
も
と
む
ら
し

水
滿
池
上
經
信

氷
滿
池
上
經
信

水
鳥
の
つ
ら
上
の
枕
ひ
ま
も
な
し
む
へ
さ
え
け
ら
し
と
ふ
の
す
か
こ
も

水
鳥
の
つ
ら
上
の
枕
ひ
ま
も
な
し
む
へ
さ
え
け
ら
し
と
ふ
の
す
か
こ
も

野
望
草
滋

し
か
す
ｌ
し
か
う
【
宮
】

＊
水
滿
ｌ
氷
力
【
傍
】
水
滿
ｌ

氷
滿
【
宮
】

＊
水
滿
ｌ
氷
力
【
傍
】

氷
滿
【
宮
】
【
三
】

ら
し
’
也
【
宮
】

落
葉
滿
水
ｌ
同
【
宮
】

水
滿
Ｉ
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藤原清輔編 『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み

内谷内内谷内谷内谷内谷内谷

(中村）

谷
０
８
８
０

内
０
８
１
８

谷
０
８
８
０

内
０
８
１
８

内谷内谷 内谷内谷 谷
０
８
２
５
む
さ
し
堅
の
あ
し
の
を
き
く
と
分
ゆ
け
は
葉
す
ゑ
よ
り
こ
そ
空
は
み
え
け
れ

内

●

０
８
２
９

０
８
１
７

０
８
１
７

０
８
２
９

０
８
１
７

０
８
２
８

０
８
１
６

０
８
２
８

０
８
１
６

０
８
２
７

０
３
１
５

０
３
２
７

０
８
１
５

０
３
２
６

０
８
１
４

０
８
２
６

０
３
１
４

梅
花
帯
雪
敦
叙
〈
民
部
大
輔
〉

梅
花
帯
雪
藤
原
敦
釦
〈
民
部
大
夫
〉

丁
聞

し
ら
雪
の
き
え
ぬ
か
き
り
は
梅
の
は
な
か
は
か
り
を
こ
そ
し
る
へ
か
り
け
れ

白
雪
の
き
え
ぬ
か
き
り
は
梅
の
花
香
は
か
り
を
こ
そ
し
る
へ
か
り
け
れ

雷
麦
帯
露
俊
頼

窪
麦
帯
露
俊
頼

朝
露
の
を
き
ゐ
る
庭
の
と
こ
に
し
き
誰
か
敷
し
ま
の
や
ま
と
な
て
し
こ

あ
さ
露
の
お
き
ゐ
に
Ｌ
は
の
と
こ
に
し
き
た
か
し
き
し
ま
の
や
ま
と
な
て
し
こ

［
帯
］

告
市

草
花
露
重
俊
頼

草
花
露
重
俊
頼

秋
は
き
も
つ
ゆ
の
し
か
ら
み
か
け
つ
れ
は
い
く
し
ほ
庭
を
そ
め
か
へ
す
ら
ん

秋
萩
も
露
の
し
か
ら
み
か
け
つ
れ
は
い
く
し
ほ
に
か
を
そ
め
か
け
つ
ら
ん

［
重
］

重

野
草
露
滋
殿
下

野
望
草
滋
関
白

い
か
は
か
り
を
き
あ
ま
り
て
か
夏
草
の
し
け
み
の
を
の
に
露
の
こ
ほ
る
上

い
か
は
か
り
お
ひ
あ
ま
り
て
か
夏
草
の
し
け
み
の
を
の
に
露
の
こ
ほ
る
上

同
顕
季

野
花
露
滋
顕
季

う
つ
ら
な
く
あ
た
の
と
を
の
上
ま
く
す
は
ら
い
く
よ
の
露
に
む
す
ほ
れ
ぬ
ら
ん

う
つ
ら
な
く
あ
た
の
お
ほ
の
上
ま
く
す
原
い
く
よ
の
露
に
む
す
ほ
れ
ぬ
ら
ん

輔
ｌ
夫
【
三
】

※
歌
題
の
下

む
す
ほ
れ
Ｉ
む
す
は
れ
【
宮
】

を
き
く
と
Ｉ
お
き
Ｌ
と
（
上
と
ｌ

ふ
を
イ
【
傍
】
）
【
宮
】
け
れ

Ｉ
け
り
【
宮
】
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谷内
０
３
２
１

谷内
０
３
２
１

内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内内谷内谷内谷 内谷内谷谷
０
８
８
６

内
０
３
２
５

０
８
３
２

０
３
２
０

０
８
３
２

０
８
２
０

０
８
８
４

０
８
２
８

０
８
３
４

０
８
２
８

０
３
３
３

０
８
２
２

０
８
８
８

０
８
２
２

０
８
３
１

０
８
１
９

０
８
１
９

０
８
８
１

０
８
１
９

０
３
８
５

０
３
２
４

０
８
３
５

０
８
２
４

野
草
帯
露
贈
左
大
臣

堅
草
帯
露
贈
左
大
臣

金真
葛
は
ら
あ
た
の
お
ほ
の
Ｌ
し
ら
露
は
吹
な
は
ら
ひ
そ
秋
の
初
風

ま
く
す
原
あ
た
の
お
ほ
の
Ｌ
白
露
を
吹
な
は
ら
ひ
そ
秋
の
初
風

堅
花
帯
露
肥
後

堅
花
帯
露
肥
後

し
ら
つ
ゆ
と
人
は
い
へ
と
も
堅
へ
見
れ
は
を
く
花
毎
に
色
そ
か
は
れ
る

白
露
と
人
は
い
へ
と
も
堅
へ
み
れ
は
を
く
花
こ
と
に
色
そ
か
は
れ
る

［
映
］

映

妹
花
帯
露
開
元
輔

ほ
こ
る
ひ
て
花
さ
き
に
け
り
藤
は
か
ま
匂
ひ
に
む
す
へ
露
に
ま
か
せ
て

野
菊
帯
霜
俊
頼

残
菊
帯
霜
俊
頼

は
っ
霜
の
を
き
の
こ
し
た
る
白
菊
の
露
や
ぬ
す
み
に
う
つ
る
は
す
ら
ん

初
霜
の
を
き
の
こ
し
た
る
白
菊
を
露
や
ぬ
す
み
に
う
つ
る
ひ
は
す
ら
ん

花
色
映
月

經
章

花
色
映
月

平
經
章

山
桜
枝
に
□
ま
れ
る
月
か
け
を
花
の
ひ
か
り
と
お
も
ひ
け
る
か
な

山
桜
枝
に
と
ま
れ
る
月
か
け
を
花
の
光
と
お
も
ひ
け
る
か
な

月
光
映
露
成
助

月
光
映
露
賀
茂
成
助

を
さ
Ｌ
は
ら
露
に
う
つ
れ
る
月
影
を
吹
う
こ
か
す
な
夜
は
の
秋
風

を
さ
上
原
露
に
う
つ
れ
る
月
か
け
を
吹
う
こ
か
す
な
夜
は
の
妹
風

月
光
映
水
俊
頼

月
光
映
氷
俊
頼

※
歌
題
の
下

な
’
る
【
宮
】

□
ま
れ
る
ｌ
と
ま
れ
る
【
宮
】
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わ
谷
０
３
８
８

輔
内
０
３
２
８

く
谷
０
８
８
８

湖
内
０
８
２
８

の
谷
０
３
３
９

側
内
０
８
２
９

本
内
０
８
２
９

校
谷
０
８
８
９

細
内
０
３
２
９

系
谷
０
８
４
０

鮴
内
０
８
２
７

原
谷
０
８
４
０

例
内
０
８
２
７

字
谷
０
８
４
１

聯
内
０
８
８
０

和
谷
０
８
４
１

刷
内
０
８
８
０

輔
谷
０
８
４
２

鮒
内
０
８
８
１

藤
谷
０
８
４
２

内
０
８
８
１

内谷 内谷内谷内谷

０
８
８
７

０
３
２
６

０
３
８
７

０
８
２
６

０
８
８
６

０
８
２
５

氷
花
影
潟
康
資
王
母

花
影
写
水
康
資
王
母

し
か
ら
み
を
か
け
て
と
Ｌ
め
む
花
の
か
け
う
つ
れ
る
水
は
外
に
ち
ら
さ
し

し
か
ら
み
を
か
け
て
と
上
め
む
花
の
か
け
う
つ
れ
る
水
は
外
に
ち
ら
さ
し

花
影
潟
水
資
仲
卿

同
資
仲

良水
に
移
る
影
の
な
か
る
Ｌ
も
の
な
ら
は
す
ゑ
く
む
人
も
花
は
み
て
ま
し

水
に
う
つ
る
か
け
の
な
か
る
上
物
な
ら
は
う
へ
ゆ
く
人
も
花
は
み
て
ま
し

花
潟
池
水
顕
季

花
写
池
水
顕
季

白
波
の
た
つ
か
と
そ
み
る
池
水
に
し
つ
え
を
ひ
て
上
さ
け
る
さ
く
ら
は

白
浪
の
た
つ
か
と
そ
み
る
池
水
に
し
つ
え
を
ひ
て
上
さ
け
る
さ
く
ら
は

稔
花
潟
水
經
衡

秋
花
罵
水
經
衡

花
す
上
き
み
き
は
に
ま
ね
く
か
け
を
み
て
む
へ
こ
そ
波
は
た
ち
よ
り
に
け
れ

花
す
Ｌ
き
汀
に
ま
ね
く
か
け
を
み
て
う
へ
こ
そ
波
は
た
ち
よ
り
に
け
れ

樹
陰
潟
水
殿
下

樹
陰
写
水
関
白

松
陰
を
汀
の
波
に
う
つ
も
れ
て
う
こ
か
い
枝
も
う
こ
く
と
そ
み
る

松
か
け
を
汀
の
波
に
う
つ
し
も
て
う
こ
か
い
枝
を
う
こ
く
と
そ
み
る

［
潟
］

馬 池
水
に
か
よ
ひ
て
か
け
の
す
み
ぬ
れ
は
氷
を
月
の
つ
ま
と
み
る
か
な

池
水
に
か
よ
ひ
て
か
け
の
す
み
ぬ
れ
は
氷
を
月
の
つ
ま
と
み
る
哉

菊
花
映
霜
同

菊
花
映
霜
同
人

八
重
を
け
る
霜
の
し
た
な
る
白
菊
の
葉
を
さ
へ
花
と
思
ひ
け
る
哉

や
へ
を
け
る
霜
の
し
た
な
る
白
菊
の
葉
を
さ
へ
花
と
思
ひ
け
る
哉

う
つ
も
れ
て
Ｉ
う
つ
し
も
て

【
宮
】

※
歌
題
の
下

水
花
影
潟
〈
勅
撰
一
字
抄
花
影
潟

水
〉
【
宮
】
氷
ｌ
水
【
三
】

八
重
ｌ
や
上
【
宮
】
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内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内内谷谷
０
８
４
８

内
０
３
８
８

内谷 内谷内谷

０
８
４
５

０
８
８
４

０
８
４
５

０
３
８
４

０
８
４
６

０
８
８
６

０
８
４
６

０
８
８
６

０
８
８
５

０
８
３
５

０
８
４
４

０
８
８
８

０
３
８
８

０
３
４
４

０
８
８
８

０
３
４
７

０
８
８
７

０
８
４
７

０
８
８
７

０
８
４
８

０
８
８
２

０
８
４
８

０
８
８
２

燭
影
浮
水
兼
澄

燭
影
浮
水
兼
澄

七
月
七
日
詠
之

と
も
し
火
の
う
か
へ
る
池
の
底
き
よ
み
織
女
つ
め
の
ゆ
き
Ｌ
を
そ
み
る

と
も
し
火
の
う
か
へ
る
池
の
そ
こ
き
よ
み
七
夕
つ
め
の
ゆ
き
上
を
そ
み
る

松
陰
浮
水
經
信
卿

松
影
浮
水
經
信

千
と
せ
ふ
る
か
け
を
そ
見
つ
る
池
水
の
波
折
か
く
る
松
の
し
つ
え
に

ち
と
せ
ふ
る
か
け
を
そ
み
つ
る
池
水
の
波
お
り
か
く
る
松
の
し
つ
え
に

春
花
浮
水
國
基

み
と
り
な
る
河
遥
の
柳
か
け
さ
せ
は
水
に
も
春
の
色
そ
み
え
け
る

藤
花
浮
水
雅
兼
卿

落
花
浮
水
雅
兼

花
さ
そ
ふ
嵐
や
み
ね
を
わ
た
る
ら
ん
さ
く
ら
な
み
よ
る
玉
川
の
水

花
さ
そ
ふ
嵐
や
岑
を
わ
た
る
ら
ん
桜
な
み
よ
る
谷
河
の
水

萩
花
浮
水
匡
房
卿

萩
花
浮
水
匡
房

岸
ち
か
み
し
か
の
し
か
ら
み
か
く
れ
は
や
う
き
て
な
か
れ
ぬ
秋
萩
の
花

岸
ち
か
み
し
か
の
し
か
ら
み
か
く
れ
は
や
う
き
て
な
か
れ
ぬ
秋
萩
の
花

菊
花
浮
水
範
永

菊
花
浮
水
範
永

［
浮
］

浮

山
陰
潟
水
顕
季

山
影
写
水
顕
季

躯
山
の
か
け
を
う
つ
し
て
お
ほ
井
河
い
く
よ
ま
て
に
か
と
し
の
へ
ぬ
ら
ん

か
め
山
の
か
け
を
う
つ
し
て
大
井
河
い
く
よ
ま
て
に
か
年
の
へ
ぬ
ら
ん

經
信
卿
ｌ
経
信
【
三
】

陰
ｌ
影
【
宮
】

と
し
の
ｌ
と
し
を
【
宮
】

※
歌
題
の
下
に
割
書
き
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『和歌一宇抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内 谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷

藤原清輔編

内谷内谷

00

88
45

44

内谷内谷 谷
０
８
４
８

内
０
８
８
８

０
８
５
８

０
８
４
８

０
８
５
８

０
８
４
８

０
８
５
２↑

０
８
４
２

０
８
５
２

０
８
４
２

０
８
５
１

０
８
４
１

０
３
５
１

０
８
４
１

０
８
５
０

０
８
４
０

０
８
５
０

０
８
４
０

０
８
４
９

０
３
３
９

０
８
４
９

０
８
８
９

秋
花
夏
開
經
衡

秋
花
夏
開
經
衡

秋
は
き
は
夏
の
堅
へ
に
そ
咲
に
け
る
や
か
て
や
鹿
の
し
か
ら
み
に
せ
ん

妹
萩
は
夏
の
堅
へ
に
そ
咲
に
け
る
な
か
て
や
鹿
の
し
か
ら
み
に
せ
ん

妹
花
開
露
為
義

秋
花
開
露
為
義

し
ら
露
は
お
な
し
心
に
を
く
ら
め
と
い
ろ
＃
、
見
ゆ
る
あ
き
の
堅
へ
か
な

白
露
は
お
な
し
心
に
を
く
ら
め
と
色
ノ
、
み
ゆ
る
秋
の
上
へ
哉

［
落
］

落 さ
き
ぬ
れ
は
菊
は
水
に
も
う
つ
り
け
り
う
へ
け
む
人
は
か
け
た
に
も
な
し

さ
き
ぬ
れ
は
菊
は
水
に
も
う
つ
り
け
り
う
へ
け
ん
人
は
跡
た
に
な
し

紅
葉
浮
水
經
信
卿

紅
葉
浮
水
經
信

嵐
ふ
く
山
の
あ
な
た
の
も
み
ち
葉
を
と
な
せ
の
瀧
に
お
と
し
て
そ
み
る

嵐
ふ
く
山
の
あ
な
た
の
紅
葉
〃
を
と
な
せ
の
川
に
な
か
し
て
そ
み
る

落
葉
浮
水
經
衡經則
〈
大
炊
允
〉

な
か
れ
く
る
紅
葉
の
色
し
ふ
か
け
れ
は
あ
さ
き
せ
も
な
き
白
河
の
水

な
か
れ
く
る
も
み
ち
の
色
の
ふ
か
け
れ
は
浅
き
せ
も
な
し
白
河
の
水

落
葉
浮
波
俊
頼

落
葉
浮
水
．
俊
頼

み
と
せ
ま
て
人
も
す
さ
は
ぬ
に
し
き
木
と
見
し
は
あ
し
ろ
の
木
葉
成
け
り

み
と
せ
ま
て
人
も
す
さ
め
ぬ
に
し
き
Ｌ
と
み
れ
は
あ
し
ろ
の
木
葉
成
け
り

［
開
］

開

梅
花
落
水

梅
花
落
水

俊俊
頼頼

す
さ
は
い
Ｉ
す
さ
め
ぬ
【
宮
】

【
一
二
】
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内谷内内谷 内谷内谷 内谷 内谷内谷内谷 内谷 内谷 内谷内谷 谷
０
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５
４

内
０
８
４
４

０
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５
８

０
８
４
８

０
３
４
８

０
８
５
８

０
３
４
８

０
８
５
７

０
８
４
７

０
３
５
７

０
８
４
７

０
８
５
６

０
８
４
６

０
８
５
６

０
８
４
６

０
８
５
９

０
８
４
９

０
３
５
９

０
８
４
９

０
８
５
５

０
８
４
５

０
３
５
５

０
８
４
５

未
落
鮮

山
花
未
落
經
信
卿

山
花
未
落
經
信

う
ら
み
し
な
山
の
は
か
け
の
山
さ
く
ら
を
そ
く
咲
と
も
を
そ
ぐ
ち
り
け
り

恨
し
な
山
の
は
か
け
の
山
さ
く
ら
を
そ
く
さ
け
と
も
を
そ
ぐ
ち
り
け
り

同
師
賢師

賢

已
上
俊
綱
會

さ
は
り
と
て
見
る
空
も
な
し
色
か
へ
ぬ
と
き
は
の
山
の
花
に
し
あ
ら
れ
は

さ
か
り
と
て
み
る
空
も
な
し
色
か
へ
ぬ
と
き
は
の
山
の
花
に
あ
ら
れ
は

秋
花
露
置
鮮
兼
澄

妹
花
露
置
鮮
兼
澄

い
る
ノ
、
に
う
す
く
も
こ
く
も
を
き
わ
く
る
露
と
は
な
と
の
な
か
そ
ゆ
か
し
き

色
ｊ
、
に
う
す
く
も
こ
く
も
を
き
わ
く
る
露
と
花
と
の
と
か
そ
ゆ
か
し
き

［
鮮
］

鮮 ち
り
つ
も
る
花
こ
そ
い
は
に
よ
と
む
と
も
香
は
な
か
れ
や
せ
に
か
は
る
ら
ん

ち
り
つ
も
る
花
こ
そ
岩
に
よ
と
む
と
も
香
は
な
か
れ
て
や
せ
に
か
ほ
る
ら
ん

花
落
晩
風
匡
房

落
花
晩
風
匡
房

夕
く
れ
の
花
ち
り
つ
め
る
春
か
せ
は
た
も
と
さ
ひ
し
き
物
に
そ
あ
り
け
る

夕
暮
の
花
を
つ
生
め
る
春
風
は
た
も
と
さ
ひ
し
き
物
に
そ
あ
り
け
る

葉
落
月
明
國
房

葉
落
月
明
国
房

月
見
る
そ
う
れ
し
か
り
け
る
わ
か
や
と
の
そ
と
も
の
こ
た
ち
常
盤
な
ら
ね
は

月
み
る
そ
う
れ
し
か
り
け
る
我
宿
の
そ
と
も
の
木
か
け
と
き
は
な
ら
れ
は

［
未
落
］

※
歌
の
あ
と

な
か
れ
や
ｌ
な
か
れ
て
や

【
宮
】

つ
め
る
ｌ
つ
も
る
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄」原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷内谷 内谷 内谷内谷内谷内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷谷
０
８
６
５

内
０
８
５
５

０
８
６
１

０
８
５
１

０
８
６
１

０
８
５
１

０
８
６
０

０
３
５
０

０
８
６
０

０
３
５
０

０
３
６
３

０
８
５
８

０
８
６
８

０
８
５
３

０
８
６
２

０
８
５
２

０
８
６
２

０
８
５
２

０
８
６
４

０
８
５
４

０
８
６
４

０
８
５
４

［
廃
］

扉

落
花
散
衣
永
定

落
花
散
衣
藤
永
責

ち
り
か
上
る
け
し
き
は
雪
の
こ
上
ち
し
て
花
に
は
袖
の
ぬ
れ
ぬ
成
け
り

ち
り
か
上
る
け
し
き
は
雪
の
心
ち
し
て
花
に
は
袖
の
ぬ
れ
ぬ
也
け
り

［
散
］

散
［
随
］

随

秋
花
扉
風
俊
頼

萩
花
扉
風
俊
頼

を
く
露
に
し
ほ
る
Ｌ
た
に
も
あ
る
も
の
を
た
え
な
る
萩
に
秋
か
せ
そ
ふ
ぐ

を
く
露
に
し
ぼ
る
上
た
に
も
有
物
を
た
へ
な
る
萩
に
あ
き
風
そ
ふ
く

随
風
尋
花
〈
藤
〉
宗
頼
卿
〈
中
納
言
〉

随
風
尋
花
定
頼

吹
か
せ
を
い
と
ひ
も
は
て
し
ち
り
残
る
花
の
し
る
し
と
け
ふ
は
成
け
り

ふ
く
風
を
い
と
ひ
も
は
て
し
ち
り
の
こ
る
花
の
し
る
へ
に
け
ふ
は
成
け
り

落
花
随
風
〈
橘
〉
元
任
〈
散
位
〉

落
花
随
風
橘
元
任

柳
糸
随
風
白
河
院
御
製

柳
糸
随
風
白
河
院
御
製

か
せ
ふ
け
は
柳
の
い
と
の
か
た
よ
り
に
な
ひ
く
に
つ
け
て
過
る
春
か
な

風
ふ
け
は
柳
の
い
と
の
か
た
よ
り
に
な
ひ
く
に
つ
け
て
過
る
春
哉

花
香
随
風
〈
源
〉
時
綱

花
香
随
風
源
滿
綱

い
つ
か
た
の
花
の
に
ほ
ひ
と
し
ら
ぬ
か
な
吹
く
る
か
せ
の
さ
た
め
な
け
れ
は

※
一
行
空
白

し
る
し
ｌ
知
へ
【
宮
】
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内谷 内谷内内谷 内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 谷
０
８
６
５

内
０
３
５
５

０
８
６
９

０
８
６
０

０
８
６
０

０
３
６
９

０
８
６
０

０
８
５
９

草
随
地
深
仲
正

０
３
５
９
草
も
み
な
た
か
き
み
し
か
き
よ
也
け
り
あ
さ
ち
荻
原
と
こ
ろ
わ
き
し
て

０
８
６
８

０
８
５
８

０
８
６
８

０
８
５
８

０
８
６
７

０
８
５
７

０
８
６
７

０
８
５
７

０
３
６
６

０
８
５
６

０
８
６
６

０
３
５
６

花
飛
如
雪
〈
藤
〉
有
綱

花
飛
如
雪
藤
有
綱

打
聞

し
ら
菊
に
見
え
ま
か
ひ
つ
上
散
る
は
な
は
き
え
ぬ
は
か
り
そ
し
る
し
な
り
け
り

し
ら
雪
に
み
え
ま
か
ひ
っ
生
ち
る
花
の
き
え
ぬ
斗
そ
し
る
し
成
け
り

［
乱
］

乱 ［
飛
］

飛 散
つ
む
み
ね
こ
す
か
せ
の
さ
そ
は
す
は
山
の
あ
な
た
の
花
を
見
ま
し
や

ち
り
し
く
と
峯
こ
す
風
の
さ
そ
は
す
は
山
の
あ
な
た
の
花
を
み
ま
し
や

堅
花
随
風
俊
頼

堅
花
随
風
俊
頼

か
く
は
か
り
は
け
し
き
野
へ
の
秋
風
に
お
れ
し
ら
す
ま
ふ
を
み
な
へ
し
哉

か
く
は
か
り
は
け
し
き
の
へ
の
秋
風
に
お
れ
し
と
す
ま
ふ
女
郎
花
哉

菊
花
随
風
周
防
内
侍

菊
匂
随
風
周
防
内
侍

霧
こ
め
て
ま
か
き
の
菊
は
見
え
ね
と
も
か
せ
の
に
ほ
ひ
に
程
そ
し
ら
る
上

き
り
こ
め
て
雛
の
菊
は
見
え
ね
と
も
風
に
Ｌ
ほ
ひ
の
程
そ
し
ら
る
上

落
葉
随
風
俊
頼

落
葉
随
風
俊
頼

凧
の
は
け
し
き
う
れ
に
お
り
Ｊ
１
て
け
ふ
し
も
も
ろ
き
紅
葉
を
そ
み
る

木
枯
の
は
け
し
き
う
れ
に
お
り
ノ
、
て
今
日
し
も
も
ろ
き
紅
葉
を
そ
み
る

※
歌
題
の
下

菊
Ｉ
ゆ
き
【
宮
】

【
宮
】

ら
Ｉ
と
【
宮
】

ノ
、
て
１
１
１
に
（
て
イ

【
傍
】
）
【
宮
】

散
つ
む
ｌ
ち
り
つ
む
と
【
宮
】

け
り
ｌ
け
る
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藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷内谷内内谷 内谷 谷
０
８
７
１

内谷
０
８
７
１

内内谷内内谷内谷内谷内谷内谷

０
８
７
２

０
８
６
２

０
８
６
２

０
３
７
２

０
８
６
２

０
３
７
０

０
８
６
１

０
８
７
０

０
８
６
１

０
３
７
４

０
８
６
４

０
３
７
４

０
３
６
４

０
８
７
８

０
８
６
８

０
８
６
３

０
８
７
８

０
８
６
８

０
３
７
５

０
３
６
５

０
３
７
５

０
８
６
５

瀧
水
乱
絲
〈
大
中
臣
〉
輔
弘
〈
散
位
〉

瀧
水
乱
絲
大
中
臣
輔
弘

み
た
れ
お
つ
る
糸
と
こ
そ
見
れ
瀧
つ
せ
は
わ
く
ノ
、
水
の
く
れ
は
成
け
り

み
た
れ
お
つ
る
い
と
上
こ
そ
み
れ
瀧
つ
せ
は
わ
く
ノ
、
水
の
く
れ
は
成
け
り

同
永
源

き
よ
水
の
こ
ほ
り
を
わ
く
る
瀧
の
い
と
は
い
と
Ｌ
よ
る
こ
そ
む
す
ほ
Ｌ
れ
け
れ

梅
花
薫
衣
〈
藤
〉
長
房
卿
〈
参
議
〉

梅
花
夜
薫
長
房

金梅
か
え
に
風
や
吹
ら
ん
春
の
よ
は
お
ら
ぬ
袖
さ
へ
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な

梅
か
枝
に
風
や
ふ
く
ら
ん
春
の
よ
は
お
ら
ぬ
袖
さ
へ
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な

花
随
風
殿
下

花
薫
風
関
白

金芳
野
山
峯
の
さ
く
ら
や
さ
き
ぬ
ら
ん
麓
の
さ
と
に
匂
ふ
春
か
せ

吉
堅
山
み
れ
の
さ
く
ら
や
咲
ぬ
ら
ん
麓
の
里
に
Ｌ
ほ
ふ
春
風

盧
橘
随
風
顕
季

盧
橘
薫
風
顕
季

夕
附
夜
は
な
立
花
に
吹
か
せ
を
誰
か
袖
ふ
る
と
お
も
ひ
け
る
か
な

夕
つ
く
夜
花
た
ち
は
な
に
ふ
く
風
を
た
か
ふ
る
袖
と
思
ひ
け
る
か
な

野
花
薫
風
永
源

野
花
薫
風
永
源

い
も
き
く
や
野
へ
に
秋
か
せ
ふ
き
ぬ
れ
は
花
に
に
ほ
は
ぬ
人
の
な
き
か
な

い
も
き
く
や
堅
へ
に
秋
風
吹
ぬ
ら
ん
花
に
上
ほ
は
い
人
の
な
き
哉

［
薫
］

薫

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下
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内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内内谷 内谷内内谷内谷内谷

０
３
８
０

０
８
７
０

０
８
７
０

０
８
８
０

０
８
７
０

０
８
７
９

０
８
６
８

０
８
７
９

０
８
６
８

０
８
７
８

０
８
６
９

０
８
７
８

０
８
６
９

０
３
７
７

０
８
６
７

０
８
７
７

０
８
６
７

０
８
８
１

０
８
７
１

０
８
８
１

０
８
７
１

０
８
７
６

０
８
６
６

０
８
６
６

０
８
７
６

０
８
６
６

［
芳
〈
香
〉
〕

芳
香
馥 花

落
薫
衣
行
家

落
花
薫
風
行
家

良ち
り
か
上
る
は
な
の
た
も
と
□
に
ほ
ふ
か
な
は
る
は
す
ぐ
と
も
衣
か
へ
せ
し

ち
り
か
上
る
花
の
た
も
と
に
Ｌ
ほ
ふ
哉
春
は
過
と
も
衣
か
へ
さ
し

堅
花
薫
風
顕
季

堅
花
薫
風
顕
季

見
れ
と
あ
か
ぬ
と
を
り
の
を
か
の
は
き
か
花
袖
に
う
つ
れ
る
か
さ
へ
む
つ
ま
し

見
れ
と
あ
か
ぬ
と
を
を
の
Ｌ
萩
か
花
空
に
う
つ
れ
る
香
さ
へ
な
つ
か
し

菊
花
薫
袖
堀
河
右
府

菊
花
薫
袖
堀
河
右
大
臣

菊
の
は
な
お
る
う
つ
り
香
を
こ
よ
ひ
し
も
袖
に
心
を
人
や
を
く
ら
む

菊
の
花
お
る
う
つ
り
か
を
こ
よ
ひ
し
も
袖
に
心
を
人
や
を
く
ら
ん

残
菊
薫
衣
俊
頼

残
菊
薫
衣
俊
頼

う
つ
る
へ
は
い
ろ
を
は
霜
の
へ
た
つ
れ
と
か
は
わ
か
袖
の
も
の
に
そ
あ
り
け
る

う
つ
る
へ
は
色
を
は
霜
の
へ
た
つ
れ
と
か
は
我
袖
の
物
に
そ
有
け
る

梅
花
夜
芳
顕
綱

梅
花
夜
芳
顕
綱
朝
臣

後梅
花
か
は
り
に
ほ
ふ
春
の
よ
の
や
み
は
か
せ
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
れ

梅
の
花
か
は
か
り
匂
春
の
よ
の
や
み
は
風
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
れ

菊
花
久
薫
公
実
卿

菊
花
久
芳
三
条
大
納
言

色
も
香
も
ひ
さ
し
く
に
ほ
ふ
う
つ
る
は
て
八
重
か
さ
な
れ
る
白
菊
の
は
な

色
も
か
も
ひ
さ
し
く
に
ほ
へ
う
つ
る
は
て
や
へ
か
さ
な
れ
る
白
菊
の
は
な

う
つ
る
へ
は
ｌ
う
つ
る
へ
る

【
宮
】
【
三
】

と
を
り
ｌ
と
を
か
【
宮
】

は
き
か
Ｉ
は
き
の
【
三
】

※
歌
題
の
下

□
ｌ
も
【
宮
】

※
歌
題
の
下

か
は
り
ｌ
か
は
か
□
【
宮
】

に
ほ
ふ
Ｉ
に
ほ
へ
【
宮
】
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谷
０
８
８
３

内
０
８
７
８

谷
０
８
８
８

棚
内
０
８
７
８

中く
谷

湖
内

獅
谷
０
８
８
４

作
内
０
８
７
４

本
谷
０
８
８
４

城
内
０
８
７
４

統
谷
０
８
８
５

榔
内
０
３
７
５

撰
谷
０
８
８
５

原
内
０
８
７
５

ｊ抄
谷

与
内

歌和
谷
０
８
８
６

制
内
０
３
７
６

繍
陥
伽
洲
冊
冊

原藤
谷内 内谷内谷 内谷

０
８
８
２

０
８
７
２

０
８
８
２

０
８
７
２

花
落
枝
緑
良
暹

花
落
枝
緑
良
暹

木
す
ゑ
に
は
葉
の
み
し
け
り
て
桜
花
庭
の
お
も
こ
そ
さ
か
り
成
け
れ

梢
に
は
葉
の
み
し
け
り
て
桜
花
庭
の
お
も
こ
そ
さ
か
り
成
け
れ

庭
樹
久
緑
公
實

庭
松
久
緑
三
条
大
納
言

常
盤
な
る
松
か
さ
お
ほ
ふ
庭
の
お
も
は
千
と
せ
の
か
け
そ
さ
し
て
見
え
け
る

と
き
な
る
松
か
さ
お
ほ
ふ
庭
の
お
も
は
千
年
の
か
け
そ
さ
し
て
み
え
け
る

［
緑
］

緑

岸
菊
久
匂
堀
川
右
府

岸
菊
久
匂
堀
河
右
大
臣

を
ち
こ
ち
の
き
く
に
か
れ
せ
ぬ
菊
の
花
幾
よ
の
秋
に
あ
は
む
と
す
ら
む

を
ち
こ
ち
の
岸
に
か
れ
せ
ぬ
菊
花
い
く
世
の
妹
に
あ
は
ん
と
す
ら
ん

同
〈
藤
〉
義
忠
〈
大
和
守
〉

同
義
忠

な
か
れ
ゆ
く
す
ゑ
の
世
ま
て
に
つ
き
も
せ
ぬ
さ
し
て
に
ほ
へ
る
岸
の
白
き
く

な
か
れ
ゆ
く
す
ゑ
の
世
ま
て
に
つ
き
も
せ
す
さ
し
て
に
ほ
へ
る
岸
の
白
き
く

［
匂
］

匂

林
葉
漸
紅
匡
房

林
葉
漸
紅
匡
房

時
雨
つ
る
い
は
た
の
を
の
上
は
上
そ
は
ら
あ
さ
な
ノ
、
に
色
か
は
り
ゆ
く

時
雨
す
る
い
は
た
の
を
の
Ｌ
は
入
そ
原
あ
さ
な
ノ
、
に
色
か
は
り
け
り

［
紅
］

紅［
白
］

白
薄

せ
ぬ
ｌ
せ
す
【
宮
】

お
ほ
ふ
ｌ
お
も
ふ
【
宮
】

つ
る
Ｉ
す
る
【
宮
】
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内谷内内谷 内谷 谷内
０
８
７
８

遠
山
霞
薄
國
基

谷内
０
３
７
８
春
ふ
か
く
又
か
す
み
せ
は
故
郷
の
と
を
ち
の
山
を
ほ
の
み
ま
し
や
は

内谷内谷内谷内谷内谷内谷内谷谷
０
８
９
１

内
０
８
８
８

０
３
８
８

０
３
７
９

０
８
７
９

０
３
８
８

０
８
７
９

０
８
８
７

０
８
７
７

０
８
８
７

０
８
７
７

０
８
８
９

０
３
８
０

０
８
８
９

０
８
８
０

０
８
９
０

０
３
８
１

０
８
９
０

０
８
８
１

紅
葉
猶
浅
通
俊
卿

紅
葉
猶
浅
通
俊

後い
か
な
れ
は
ふ
な
き
の
山
の
も
み
ち
葉
の
秋
は
す
ぐ
れ
と
こ
か
れ
さ
る
ら
ん

い
か
な
れ
は
ふ
な
木
の
山
の
紅
葉
は
の
秋
は
す
ぐ
れ
と
こ
か
れ
さ
る
ら
ん

［
浅
］

浅

深
山
花
殿
下

深
山
花
関
白

峯
つ
Ｌ
き
に
ほ
ふ
桜
を
し
る
へ
に
て
知
ら
ぬ
山
路
に
か
上
り
ぬ
る
哉

峯
つ
上
き
に
ほ
ふ
桜
を
た
つ
ぬ
と
て
し
ら
ぬ
山
路
に
か
Ｌ
り
ぬ
る
哉

深
山
櫻
俊
頼

〃
〃
桜
俊
頼

山
桜
た
に
ふ
と
こ
ろ
に
木
か
く
れ
よ
風
そ
よ
め
き
て
花
も
と
む
な
り

山
さ
く
ら
に
ほ
ふ
と
こ
ろ
に
木
か
く
れ
よ
風
そ
よ
め
き
て
ひ
ま
も
と
む
な
り

山
深
花
残
基
俊

深
山
花
残
基
俊

暁
月
白
〈
藤
〉
實
方
〈
陸
奥
守
〉

暁
月
白
責
方

雪
か
と
て
お
き
て
見
つ
れ
は
あ
さ
ほ
ら
け
色
わ
き
か
た
き
秋
の
月
か
け

雪
か
と
て
お
き
て
見
つ
れ
は
朝
ほ
ら
け
色
わ
き
か
た
き
秋
の
月
哉

［
深
］

探

※
歌
題
の
下

－118－



藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

谷
０
８
９
６

内谷
０
８
９
６

内谷
０
８
９
７

内谷
０
８
９
７

内 谷
０
８
９
５

内谷
０
８
９
５

内 内谷内内谷 内谷内谷 内谷内谷谷
０
８
９
８

内 谷
０
８
９
１

内
０
８
８
８

０
８
９
４

０
８
８
５

０
８
８
５

０
８
９
４

０
８
８
５

０
８
９
８

０
８
８
２

０
８
９
８

０
８
８
２

０
８
９
２

０
３
８
４

０
８
９
２

０
８
８
４

花
色
春
探
俊
頼

か
そ
ふ
れ
は
春
も
木
す
ゑ
に
成
に
け
り
花
と
Ｌ
も
に
や
ち
り
ま
か
ふ
ら
ん

深
山
謡
匡
房

は
し
た
か
の
し
ら
ふ
に
色
や
ま
か
ふ
ら
ん
と
か
へ
る
山
に
あ
ら
れ
ふ
る
ら
し

岩
ね
の
み
か
さ
な
る
山
の
桜
は
な
わ
れ
を
ま
つ
と
や
ち
り
の
こ
る
ら
む

岩
ね
ふ
み
か
さ
な
る
山
の
桜
花
わ
れ
を
ま
つ
と
や
ち
り
て
よ
る
ら
ん

山
深
紅
葉
残
時
綱

〃
〃
紅
葉
残
源
時
綱

人
も
見
ぬ
深
山
か
く
れ
の
も
み
ち
葉
は
か
せ
も
や
し
ら
い
ち
ら
て
の
こ
れ
る

人
も
み
い
み
山
か
く
れ
の
紅
葉
は
上
風
も
や
し
ら
い
ち
ら
て
の
こ
れ
る

深
山
落
花
仲
実

〃
〃
落
花
仲
実

の
こ
り
な
く
花
ち
り
に
け
り
苔
莚
あ
を
ね
か
峯
の
雪
の
む
ら
消

の
こ
り
な
く
花
ち
り
に
け
り
苔
む
し
ろ
あ
を
ね
か
峯
の
雪
の
む
ら
き
え

深
山
紅
葉
經
信

〃
〃
紅
葉
經
信

金山
も
り
よ
を
の
上
音
た
か
く
ひ
上
く
な
り
峯
の
も
み
ち
は
よ
き
て
き
ら
せ
よ

山
も
り
よ
を
の
を
と
た
か
く
ひ
上
く
也
峯
の
紅
葉
よ
上
き
て
き
ら
せ
よ

深
山
落
葉
俊
頼

日
く
る
れ
と
あ
ふ
人
も
な
し
ま
さ
き
ち
る
み
ね
は
嵐
の
を
と
は
か
り
し
て

雪
与
歳
深

同

※
歌
題
の
下

き
ら
せ
よ
’
き
か
せ
よ
【
宮
】
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谷
０
４
０
８

惜
春
夜
深
俊
綱

内谷
０
４
０
８
つ
き
け
る
こ
よ
ひ
は
か
り
の
春
の
よ
の
あ
り
明
の
月
も
か
た
ふ
き
に
け
り

内 谷
０
４
０
２

夜
探
聞
鹿
俊
頼

内谷
０
４
０
２
木
の
葉
ち
る
峯
の
あ
ら
し
に
夢
さ
め
て
涙
も
よ
ほ
す
鹿
の
鑿
哉

内谷
０
４
０
５

内 谷
０
４
０
４

同
〈
橘
〉
為
仲
〈
前
陸
奥
守
〉

内谷
０
４
０
４
お
し
む
よ
の
明
や
し
ぬ
ら
ん
と
お
も
ふ
よ
り
か
ね
て
恋
し
き
春
に
も
あ
る
か
な

内 谷
０
４
０
１

夜
探
聞
鴫
匡
房

内谷
０
４
０
１
夜
を
さ
む
み
い
せ
の
は
ま
を
き
分
ゆ
け
は
こ
ろ
も
か
り
か
ね
き
こ
ゆ
な
る
哉

内 谷
０
４
０
０

夜
深
見
月
仲
実

内谷
０
４
０
０
か
け
き
よ
き
夜
わ
た
る
月
の
さ
へ
ゆ
く
を
ま
た
そ
れ
な
ら
て
お
れ
お
し
む
ら
ん

内 谷
０
８
９
９

深
夜
郭
公
經
信
卿

内谷
０
８
９
９
さ
夜
ふ
け
て
く
ら
ふ
の
山
の
時
鳥
ゆ
く
ゑ
も
知
ら
す
鳴
わ
た
る
也

内 谷
０
８
９
８
山
さ
と
は
つ
も
れ
る
雪
の
ふ
か
さ
に
や
く
れ
ゆ
く
と
し
の
程
を
し
る
ら
ん

内

草
花
露
探

俊
頼

お
れ
ｌ
た
れ
【
宮
】
【
三
】

つ
き
け
る
ｌ
つ
き
に
け
る
【
宮
】
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谷

〕
内

寸才仲
谷
０
４
０
７

み
内
０
８
８
７

試
内
０
８
８
７

の
谷
０
４
０
７

側
内
０
８
８
７

本
谷
０
４
０
８

城
内
０
３
８
８

統
谷
０
４
０
８

系
内
０
８
８
８

本撰
谷
０
４
０
９

原
内
０
８
８
９

柳
谷
０
４
０
９

字
内
０
３
８
９

歌
谷
０
４
１
０

脚
内
０
８
９
０

編
谷
０
４
１
０

輔
内
０
８
９
Ｏ

清原
谷

藤
内 内谷内内谷 谷

０
４
０
５
あ
た
し
の
上
萩
の
す
ゑ
こ
そ
秋
か
せ
に
こ
ほ
る
Ｌ
露
や
た
ま
川
の
水

内

０
４
０
６

０
８
８
６

０
３
８
６

０
４
０
６

０
８
８
６

夕夕良
き露
りに
にあ山山
あさ路路
さ の 露 露
のさ深深
衣衣
てそ
そほ
ほち
ちつ
つL

L冬
冬木
木こ
こ り ／ 、
りを源
つく、／
むを師師
をの俊俊
の 上 卿
上山へ
山人中
人納

言
、／

［
流
〕

流

松
老
澗
底
白
川
院
御
製

松
老
澗
底
白
河
院
御
製

後よ
る
つ
世
の
秋
を
も
知
ら
て
す
き
に
た
る
は
か
へ
ぬ
澗
の
い
は
ね
松
か
け

万
代
の
と
き
を
も
し
ら
て
過
き
た
る
葉
か
へ
ぬ
た
に
の
岩
ね
松
か
な

澗
底
花
俊
頼

澗
底
花
俊
頼

こ
も
ち
山
た
に
ふ
と
こ
ろ
に
お
ひ
た
ち
て
き
上
の
は
く
Ｌ
む
花
を
こ
そ
見
れ

こ
も
ち
山
谷
ふ
と
こ
ろ
に
お
ひ
た
ち
て
き
Ｌ
の
は
く
生
む
花
を
こ
そ
み
れ

澗
底
月
同

澗
底
月

同
人

て
る
月
の
旅
ね
の
と
こ
や
し
も
と
ゆ
ふ
か
つ
ら
き
山
の
谷
か
け
の
水

て
る
月
の
旅
ね
の
床
や
し
も
と
い
ふ
か
つ
ら
き
山
の
谷
河
の
水

風
底
荻
聲
同

風
底
荻
聾
同
人

お
き
の
葉
の
軒
の
あ
ま
り
に
音
信
て
人
の
心
を
か
き
み
た
る
ら
む

荻
の
葉
の
軒
の
あ
ま
り
に
音
信
て
人
の
心
を
か
き
み
た
す
ら
ん

［
底
］

底

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下
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内谷内内谷 内谷内内谷内谷内谷 内谷 内谷 内谷内谷内谷 内 谷 内 内 谷

０
４
１
５

０
３
９
５

０
４
１
５

０
３
９
５

０
４
１
４

０
３
９
４

０
８
９
４

０
４
１
４

０
８
９
４

０
４
１
８

０
８
９
８

０
８
９
８

０
４
１
８

０
８
９
３

０
４
１
２

０
８
９
２

０
４
１
２

０
８
９
２

０
４
１
１

０
８
９
１

０
８
９
１

０
４
１
１

０
８
９
１

霜
篭
立
洲
無

霜
鶴
立
洲
無
名

河
原
院
歌
合

あ
し
た
つ
の
た
て
る
な
き
さ
の
河
波
は
千
代
を
か
そ
へ
て
お
る
に
や
あ
る
ら
ん

あ
し
た
つ
の
た
て
る
渚
の
河
浪
は
ち
よ
を
か
そ
へ
て
お
る
に
や
有
ら
ん

同
恵
慶
法
師
〈
号
播
磨
講
師
〉

同
恵
京

影
見
え
て
汀
に
た
て
る
霊
は
み
な
う
へ
し
た
ち
か
を
お
も
ふ
な
る
へ
し

か
け
み
え
て
汀
に
た
て
る
波
は
み
な
む
へ
し
□
よ
を
思
な
る
へ
し

氷
水
不
流
〈
藤
〉
正
家
〈
式
部
太
輔
〉

水
氷
不
流
正
家

良む
す
ひ
あ
け
し
水
は
氷
て
な
か
れ
ね
と
影
み
る
こ
と
は
を
と
ら
さ
り
け
り

む
す
ひ
あ
け
し
水
は
こ
ほ
り
て
な
か
れ
ね
と
か
け
み
る
こ
と
は
お
と
ら
さ
り
け
り

ロ
岸
］

山
岸 ［

不
流
］

不
流

月
浮
流
水
〈
源
〉
隆
俊
卿
〈
中
納
言
〉

月
浮
流
水
隆
俊

打
聞

岩
間
行
水
に
し
か
ら
み
か
け
ぬ
と
も
あ
や
し
く
月
の
う
き
て
な
か
れ
ぬ

岩
ま
ゆ
く
水
に
し
か
ら
み
か
け
ね
と
も
あ
や
し
く
月
の
う
き
て
な
か
れ
ぬ

落
葉
滿
流
〈
如
本
〉
家
隆

落
葉
滿
流
家
經

た
か
せ
舟
し
ふ
く
は
か
り
に
紅
葉
Ｌ
の
う
き
て
な
か
る
Ｌ
大
井
川
か
な

た
か
せ
船
し
ふ
く
は
か
り
に
紅
葉
は
の
な
か
れ
て
く
た
る
大
井
河
哉

同 戸

洲洲
一L一」

京
Ｉ
慶
鍬
【
傍
】

※
歌
題
の
下

家
経
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

た
て
る
ｌ
た
て
た
る
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄」原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内 谷 内 谷 内谷内谷 谷
０
４
１
７

内谷
０
４
１
７

内 内谷内内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷

０
４
２
０

０
８
９
９

０
４
２
０

０
８
９
９

０
４
１
８

０
３
９
７

０
４
１
８

０
３
９
７

０
４
１
６

０
３
９
６

０
３
９
６

０
４
１
６

０
８
９
６

０
４
２
１

０
４
０
０

０
４
２
１

０
４
０
０

０
４
１
９

０
３
９
８

０
４
１
９

０
８
９
８

林
近
聞
鶯
聲
無

林
近
聞
鴬
聲
無
名
〈
可
尋
〉

呉
竹
の
し
け
き
や
と
に
は
う
ぐ
ひ
す
の
聾
を
ひ
ま
な
く
き
く
そ
嬉
し
き

く
れ
竹
の
し
け
き
宿
に
は
鴬
の
鑿
を
ひ
ま
な
く
き
く
そ
う
れ
し
き

月
滿
林
間
盛
房

月
漏
林
際
藤
盛
房

わ
か
宿
は
を
の
典
く
る
す
の
こ
く
れ
に
て
も
り
く
る
月
の
を
ほ
ろ
な
る
か
な

我
や
と
は
を
の
上
ふ
る
え
の
こ
く
れ
に
て
も
り
く
る
月
の
お
ほ
ろ
な
る
か
な

一
葉
散
林
範
永

一
葉
散
林
範
永

紅
葉
せ
む
木
〃
の
梢
は
お
ほ
か
れ
と
ひ
と
葉
も
散
は
お
し
き
な
り
け
り

紅
葉
せ
む
ま
上
の
梢
は
お
ほ
か
れ
と
一
葉
も
ち
る
は
お
し
き
成
け
り

［
林
］

林

池
岸
柳
雅
兼
卿

池
岸
柳
雅
兼

金か
せ
ふ
け
は
波
の
あ
や
を
る
池
水
に
い
と
ひ
き
そ
ふ
る
岸
の
青
柳

風
ふ
け
は
浪
の
あ
や
を
る
池
水
に
い
と
ひ
き
そ
ふ
る
岸
の
あ
を
や
き

池
岸
藤
花
仲
正

松
風
に
み
つ
の
し
ら
玉
ふ
き
か
け
て
ひ
か
り
を
そ
ふ
る
池
の
藤
な
み

岸
菊
久
匂
為
政

岸
菊
久
匂
為
政

み
と
り
な
る
松
の
千
と
せ
を
あ
ら
そ
ふ
は
汀
に
さ
ゆ
る
し
ら
菊
の
は
な

み
と
り
な
る
松
の
ち
と
せ
を
あ
ら
そ
へ
は
汀
に
さ
け
る
白
菊
の
花

※
歌
題
の
下

漏
１
滴
【
三
】

－123－



内谷内内谷 内谷内 谷 内谷 内谷内谷内谷内内谷 内谷内谷 内谷内谷

０
４
２
７

０
４
０
６

０
４
０
６

０
４
２
７

０
４
０
６

０
４
２
６

０
４
０
５

０
４
２
６

０
４
０
５

０
４
２
５

０
４
０
８

０
４
２
５

０
４
０
８

０
４
２
４

０
４
０
４

０
４
０
４

０
４
２
４

０
４
０
４

０
４
２
８

０
４
０
２

０
４
２
３

０
４
０
２

０
４
２
２

０
４
０
１

０
４
２
２

０
４
０
１

虫
叢
中
鳴
能
宣

叢
中
夜
虫
能
宣

君
か
き
く
ま
か
き
の
草
の
す
Ｌ
む
し
は
千
世
の
あ
き
ｊ
、
聾
な
た
へ
せ
そ

君
か
き
く
ま
か
き
の
草
の
鈴
虫
は
ち
よ
の
妹
に
も
聲
な
た
え
せ
そ

虫
鳴
叢
無

虫
鳴
叢
無
名

河
原
院
會

秋
の
Ｌ
草
葉
の
露
に
そ
ほ
ち
つ
上
な
く
む
し
の
音
に
わ
れ
も
お
と
ら
す

妹
の
堅
の
草
葉
の
露
に
そ
ほ
ち
つ
些
鳴
虫
の
ね
に
我
も
を
と
ら
す

［
叢
］

叢

同
俊
綱俊

綱

山
か
つ
の
た
は
ら
の
さ
と
の
お
く
る
す
の
秋
を
し
り
て
も
ち
る
ひ
と
は
か
な

や
ま
か
つ
の
た
は
ら
の
里
の
を
く
る
す
の
か
き
を
し
り
て
も
ち
る
一
葉
哉

同
經
衡經

衡

一
葉
た
に
ち
る
は
お
し
き
に
も
み
ち
す
る
も
り
の
木
す
ゑ
に
風
の
ふ
く
ら
ん

一
葉
た
に
ち
る
は
お
し
き
を
も
み
ち
す
る
も
り
の
梢
に
風
の
ふ
く
ら
ん

義
孝
〈
前
伊
勢
守
〉

良
暹

已
上
五
首
俊
綱
會

は
生
そ
原
い
ろ
つ
く
枝
そ
あ
や
に
く
に
一
葉
な
れ
と
も
ま
つ
は
ち
り
け
る

柞
原
色
つ
く
枝
そ
あ
や
に
く
に
一
葉
な
れ
と
も
ま
つ
は
ち
り
け
る

良
暹

義
孝
〈
伊
勢
前
司
〉

あ
た
ち
野
や
ま
ゆ
み
も
色
や
つ
き
ぬ
ら
ん
な
み
き
の
里
は
梢
よ
り
ち
る

あ
た
ち
堅
や
ま
ゆ
み
も
色
や
つ
き
ぬ
ら
ん
な
み
き
の
み
や
は
梢
よ
り
ち
る

※
歌
題
の
下

た
へ
１
本
ノ
マ
、
【
傍
】

良
暹
【
宮
】

※
歌
の
あ
と
。

※
【
宮
】
は
歌
の
み
順
逆
。
解
説

４
１
．
４
２
ペ
ー
ジ
参
照
。

義
孝
〈
前
伊
勢
Ｉ
〉
【
宮
】

た
は
ら
の
さ
と
’
た
わ
ら
里

【
宮
】

題
ナ
シ
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷内谷内谷 内谷 谷
０
４
２
８

遠
村
早
苗
顕
季

内
０
４
０
７

遠
村
早
苗
顕
季

谷
０
４
２
８
さ
と
遠
み
山
田
の
さ
な
へ
ひ
き
つ
れ
て
い
そ
き
て
見
ゆ
る
た
こ
の
け
し
き
か

内
０
４
０
７
里
と
を
み
山
田
の
さ
な
へ
ひ
き
つ
れ
て
い
そ
き
て
み
ゆ
る
た
こ
の
け
し
き
か

谷
０
４
２
９

遠
村
煙
頼
成
〈
淡
路
守
〉

内
０
４
０
８

遠
村
煙
藤
頼
成

内
０
４
０
８
丁
聞

谷
０
４
２
９
を
ち
こ
ち
の
け
ふ
り
は
か
り
も
見
ゆ
る
か
な
な
き
人
す
め
る
わ
た
り
な
る
ら
ん

内
０
４
０
８
を
ち
こ
ち
の
煙
は
か
り
も
見
ゆ
る
哉
な
に
人
す
め
る
わ
た
り
な
る
ら
ん

内谷内谷内谷内谷内谷

０
４
８
２

０
４
１
０

０
４
８
２

０
４
１
０

０
４
８
１

０
４
１
１

０
４
８
１

０
４
１
１

０
４
８
０

０
４
０
９

０
４
８
０

０
４
０
９

０
４
８
３

０
４
１
２

０
４
８
８

０
４
１
２

［
村
］

村

行
路
落
花
通
俊
卿

行
路
落
花
通
俊

ち
り
ま
か
ふ
花
ゆ
へ
け
ふ
は
く
れ
ぬ
れ
は
あ
さ
た
つ
み
ち
も
か
ひ
な
か
り
け
り

ち
り
ま
よ
ふ
花
ゆ
へ
け
ふ
は
く
れ
ぬ
れ
は
朝
た
つ
道
も
か
ひ
な
か
り
け
り

行
路
郭
公
仁
和
寺
左
府

行
路
郭
公
花
園
左
大
臣

た
と
り
ゆ
く
し
か
の
山
路
を
う
れ
し
く
も
わ
れ
に
か
た
ら
ふ
ほ
と
Ｌ
き
す
か
な

た
と
り
ゆ
く
し
か
の
山
ち
を
う
れ
し
く
も
我
に
か
た
ら
ふ
時
鳥
か
な

行
路
蛍
火
殿
下

行
路
蛍
火
関
白

か
入
り
火
に
ま
か
ふ
ほ
た
る
を
し
る
へ
に
て
こ
の
あ
け
く
れ
に
舟
て
す
ら
し
も

か
Ｌ
り
火
に
ま
か
ふ
ほ
た
る
を
し
る
へ
に
て

行
路
秋
花
公
実
卿

行
路
秋
花
三
条
大
納
言

し
ほ
り
し
て
行
人
も
か
な
秋
は
き
の
花
の
み
た
れ
に
道
も
知
ら
れ
す

し
ほ
り
し
て
ゆ
く
人
も
哉
秋
萩
の
花
の
み
た
れ
に
道
も
し
ら
れ
す

［
路
〈
径
〉
］

路
径

〈
藤
〉
頼
成
〈
淡
路
守
〉
【
宮
】

【
一
二
】

※
歌
題
の
下

す
ら
し
も
’
す
Ｌ
し
も
【
宮
】
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内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷内内谷 谷
０
４
８
４

行
路
初
雪
大
相
國

内谷
０
４
８
４
よ
な
ノ
ー
の
旅
ね
の
と
こ
に
か
せ
さ
え
て
初
雪
ふ
れ
り
さ
や
の
中
山

内

０
４
４
０

０
４
１
９

０
４
４
０

０
４
１
９

０
４
８
９

０
４
１
８

０
４
３
９

０
４
１
８

０
４
８
８

０
４
１
７

０
４
８
８

０
４
１
７

０
４
３
７

０
４
１
６

０
４
３
７

０
４
１
６

０
４
８
６

０
４
１
５

０
４
３
６

０
４
１
５

０
４
３
５

０
４
１
８

０
４
１
８

０
４
８
５

０
４
１
８

山
路
落
花
成
元

山
路
口
花
橘
成
元

後桜
は
な
み
ち
見
え
い
ま
て
ち
り
に
け
り
い
か
Ｌ
は
す
へ
き
志
賀
の
山
越

さ
く
ら
花
み
ち
見
え
ぬ
ま
て
な
り
に
け
り
い
か
坐
は
す
へ
き
し
か
の
山
こ
え

山
路
郭
公
殿
下

山
路
郭
公
関
白

た
つ
ね
い
る
山
路
を
す
て
Ｌ
時
鳥
聾
す
る
か
た
へ
ゆ
く
こ
上
ろ
か
な

た
つ
れ
入
山
ち
を
す
て
生
時
烏
盤
す
る
か
た
へ
ゆ
く
心
哉

樵
路
郭
公
大
相
國

山
路
時
鳥
大
政
大
臣

み
や
ま
木
を
た
て
生
き
Ｌ
く
る
時
鳥
こ
し
や
す
む
と
や
人
は
み
つ
ら
む

太
山
木
を
た
て
そ
せ
き
つ
る
時
鳥
こ
し
や
す
む
と
や
人
は
み
る
ら
ん

同
顕
輔
卿顕季

あ
さ
ゆ
ふ
の
か
せ
を
し
ま
た
て
い
か
に
し
て
鳴
わ
た
る
ら
ん
山
ほ
と
上
き
す

あ
さ
ゆ
ふ
の
風
を
も
ま
た
す
い
か
に
し
て
鳴
わ
た
る
ら
ん
山
ほ
と
上
き
す

海
路
時
鳥
無

海
路
郭
公
無
名

た
か
さ
こ
の
松
に
な
き
け
り
ほ
と
上
き
す
こ
の
み
な
と
に
そ
舟
は
と
Ｌ
め
む

高
砂
の
松
に
な
き
け
り
時
鳥
こ
の
湊
に
を
舟
は
と
上
め
む

関
聞
郭
公
俊
頼

時
し
も
あ
れ
ゆ
き
逢
坂
の
杉
か
え
に
山
時
鳥
せ
き
か
た
む
な
り

時
し
ま
れ
な
き
あ
ふ
坂
の
松
か
え
に
山
時
鳥
せ
き
か
た
む
な
り

時
鳥
Ｉ
郭
公
【
宮
】

時
鳥
Ｉ
郭
公
【
宮
】

※
歌
題
の
下

ふ
れ
り
Ｉ
ふ
れ
る
【
宮
】
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藤原清輔編『和歌一字抄」原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷内谷内谷 内谷内谷内谷 内谷内谷 内谷内谷 内谷内内谷谷
０
４
４
７

内
０
４
２
５

０
４
４
６

０
４
２
４

０
４
４
６

０
４
２
４

０
４
４
５

０
４
２
８

０
４
４
５

０
４
２
８

０
４
４
４

０
４
２
２

０
４
４
４

０
４
２
２

０
４
４
３

０
４
２
１

０
４
４
８

０
４
２
１

０
４
４
２

０
４
１
４

０
４
４
２

０
４
１
４

０
４
４
１

０
４
２
０

０
４
２
０

０
４
４
１

０
４
２
０

所
Ｌ
尋
花
白
河
院
御
製

魔
〃
尋
花
白
河
院
御
製

春
く
れ
は
花
の
に
ほ
ひ
に
さ
そ
は
れ
て
い
た
ら
ぬ
さ
と
の
な
か
り
つ
る
か
な

春
く
れ
は
花
の
匂
に
さ
そ
は
れ
て
い
た
ら
ぬ
さ
と
の
な
か
り
け
る
か
な

同
六
條
右
府
六
條
右
大
臣

よ
し
の
山
た
に
か
く
れ
な
る
は
な
ま
て
も
け
ふ
は
た
つ
ね
ぬ
所
あ
ら
し
な

吉
堅
山
谷
か
く
れ
な
る
花
な
ら
て
け
ふ
は
た
つ
ね
ぬ
と
こ
ろ
あ
ら
し
な

同
匡
房匡

房

［
虚
〈
所
々
〉
］

虚
〃

関
路
千
鳥
〈
源
〉
兼
昌
〈
大
宮
少
進
〉

関
路
千
鳥
兼
昌
入
道

金あ
は
ち
嶋
か
よ
ふ
ち
と
り
の
な
く
聲
に
い
く
よ
れ
さ
め
ぬ
す
ま
の
関
も
り

あ
は
ち
し
ま
か
よ
ふ
千
鳥
の
な
く
聲
に
い
く
夜
ね
さ
め
ぬ
須
磨
の
関
守

山
路
暁
月

範
永

山
路
暁
月

範
永

在
明
の
月
も
し
み
つ
に
や
と
り
け
り
こ
よ
ひ
は
越
し
あ
ふ
坂
の
せ
き

あ
り
明
の
月
も
し
水
に
や
と
り
け
り
こ
よ
ひ
は
こ
え
し
相
坂
の
関

野
径
郷
践
行
家
卿

野
裡
騨
踊
行
窓

こ
上
ろ
せ
は
堅
へ
の
つ
Ｌ
し
に
と
生
め
を
き
て
わ
か
身
は
か
り
や
宿
へ
帰
ら
ん

心
を
は
堅
へ
の
つ
Ｌ
し
に
と
生
め
を
き
て
吾
身
斗
や
宿
へ
か
へ
ら
ん

堅
裡
月

殿
下

堅
裡
月

関
白

八
重
む
く
ら
し
け
み
の
を
の
上
ふ
ち
は
や
と
る
も
お
し
く
み
ゆ
る
月
か
な

や
へ
む
く
ら
し
け
み
の
を
の
比
ふ
る
道
に
や
と
り
も
お
し
く
み
ゆ
る
月
哉

径
ｌ
住
【
三
】

ふ
ち
は
ｌ
ふ
る
み
ち
に
【
宮
】

せ
は
ｌ
を
は
【
宮
】

※
歌
題
の
下
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谷内
０
４
３
０

梅
花
薫
狗

内谷 内谷内谷 内谷内内谷 内谷 内谷内内谷 内谷内谷 内谷内

０
４
５
１

０
４
２
９

０
４
５
１

０
４
２
９

０
４
５
０

０
４
２
８

０
４
２
８

０
４
５
０

０
４
２
８

０
４
４
９

０
４
２
７

０
４
２
７

０
４
４
９

０
４
２
７

０
４
４
８

０
４
２
６

０
４
４
８

０
４
２
６

０
４
２
５

０
４
４
７

０
４
２
５

庭
移
秋
花
京
極
大
殿

庭
移
秋
花
京
極
前
大
政
大
臣

後わ
か
や
と
に
秋
の
野
へ
を
う
つ
せ
り
と
は
な
み
に
ゆ
か
む
人
に
つ
け
は
や

我
宿
に
妹
の
堅
へ
を
は
う
つ
せ
り
と
花
見
に
ゆ
か
ん
人
に
見
せ
は
や

野
花
移
庭
範
永

野
花
移
庭
範
永

こ
上
ろ
あ
り
て
露
や
を
く
覧
野
へ
よ
り
も
に
ほ
ひ
ま
さ
れ
る
秋
萩
の
は
な

心
あ
り
て
露
や
を
く
ら
ん
つ
れ
よ
り
も
匂
ま
さ
れ
る
妹
萩
の
花

［
殉
］

砲
［
庭
］

庭 已
上
同
座

桜
さ
く
よ
も
の
し
ら
雲
一
か
た
に
あ
し
け
の
駒
の
あ
と
も
さ
た
め
す

さ
く
ら
さ
く
よ
も
の
白
雲
一
か
た
に
あ
し
け
の
駒
の
宿
も
さ
た
め
す

卯
花
虚
々
顕
季

卯
花
魔
″
顕
季

河
の
邊
に
む
ら
ノ
、
さ
け
る
卯
花
も
瀬
上
の
白
波
た
つ
か
と
そ
見
る

か
は
ら
へ
に
む
ら
ノ
ー
さ
け
る
卯
花
は
せ
く
白
波
の
た
つ
か
と
そ
み
る

寒
蘆
所
々

邦
通
〈
前
上
総
守
〉

寒
蘆
虚
″
邦
通
〈
上
総
前
司
〉

上寄
な
し

風
さ
む
み
霜
か
れ
わ
た
る
あ
し
の
は
の
た
え
ノ
、
み
ゆ
る
難
波
か
た
か
な

顕
輔

※
歌
題
の
下

を
ｌ
を
は
【
宮
】

邦
Ｉ
郡
【
宮
】

※
歌
題
の
下

一
行
空
白
【
宮
】

※
歌
の
あ
と
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藤原清輔編『和歌一字抄』原撰本系統の校本作製の試み（中村）

内谷内谷 内谷 内 谷内谷 内谷内谷 谷内
０
４
８
０

谷内
０
４
８
８

隣
家
盧
橘
源
師
光

谷内
０
４
８
８
我
宿
に
た
つ
ぬ
は
か
り
そ
た
ち
花
の
に
ほ
ひ
は
か
き
も
へ
た
て
さ
り
け
り

谷
０
４
５
５

内谷
０
４
５
５

内谷内谷
０
４
５
６

内

０
４
５
４

０
４
８
２

０
４
５
４

０
４
８
２

０
４
５
８

０
４
５
８

０
４
５
２

０
４
８
１

０
４
５
２

０
４
８
１

［
隣
〕

隣 あ
さ
か
ら
ぬ
匂
ひ
の
み
か
は
梅
花
し
つ
え
は
宿
の
か
さ
し
也
け
り

盧
橘
薫
狗
顕
季

盧
橘
薫
瑚
顕
季

た
ち
花
の
こ
す
の
ま
と
を
し
に
ほ
ふ
か
を
誰
か
ふ
る
袖
と
思
ひ
け
る
哉

た
ち
花
の
こ
す
の
ま
と
を
し
匂
か
を
た
か
ふ
る
袖
と
思
ひ
け
る
か
な

殉
下
栽
竹
新
院
御
製

軒
ち
か
く
植
そ
た
て
た
る
か
は
竹
は
お
な
し
な
か
れ
の
す
め
は
な
り
け
り

卯
花
隔
隣
俊
頼

卯
花
隔
隣
俊
頼

卯
花
の
か
き
ね
は
か
き
を
も
ろ
と
も
に
か
よ
ふ
心
は
へ
た
て
な
け
れ
と

卯
花
の
か
き
ね
は
か
り
そ
も
ろ
人
も
か
よ
ふ
心
は
へ
た
て
さ
り
け
り

隣
家
盧
橘
新
院
御
製

か
き
こ
し
に
こ
ち
吹
か
せ
の
に
ほ
ひ
に
て
花
た
ち
は
な
を
よ
そ
に
知
る
哉

［
山
家
］

山
家

山
家
梅
花

成
助

栽
Ｉ
載
【
宮
】

は
か
き
を
ｌ
は
か
り
そ
【
宮
】
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谷
０
４
６
２

内
０
４
８
９

内内谷 内谷内谷 内谷内内谷 内谷内内谷 内谷内谷 内谷内谷 谷
０
４
５
６
梅
の
は
な
垣
ね
に
匂
ふ
山
里
は
ゆ
き
か
ふ
人
の
心
を
そ
見
る

内

０
４
６
２

０
４
８
９

０
４
３
９

０
４
６
１

０
４
８
８

０
４
６
１

０
４
８
８

０
４
６
０

０
４
８
７

０
４
８
７

０
４
６
０

０
４
８
７

０
４
５
９

０
４
８
６

０
４
８
６

０
４
５
９

０
４
８
６

０
４
５
８

０
４
８
５

０
４
５
８

０
４
８
５

０
４
５
７

０
４
３
４

０
４
５
７

０
４
８
４

神
無
月
ふ
か
く
な
り
ゆ
く
木
す
ゑ
よ
り
時
雨
て
わ
た
る
み
山
へ
の
さ
と

神
無
月
ふ
か
く
な
り
ゆ
く
梢
よ
り
時
雨
て
わ
た
る
深
山
へ
の
さ
と

山
家
更
衣
同

山
家
更
衣
成
助

卯
花
の
垣
ね
を
見
て
や
山
か
つ
の
あ
さ
の
衣
は
う
す
く
な
す
ら
む

卯
花
の
か
き
ね
を
み
て
や
山
か
つ
の
あ
さ
の
衣
を
う
す
く
な
す
ら
ん

山
家
卯
花
〈
藤
〉
通
宗
〈
若
狭
守
〉

〃
〃
卯
花
通
宗

跡
た
え
て
く
る
人
も
な
き
山
さ
と
に
わ
れ
の
み
見
よ
と
さ
け
る
卯
花

あ
と
た
え
て
と
ふ
人
も
な
き
山
里
に
我
の
み
み
よ
と
さ
け
る
卯
花

山
家
水
鶏
輔
弘

〃
〃
水
鶏
大
中
臣
輔
照

後や
へ
し
け
る
む
く
ら
の
宿
の
い
ふ
せ
さ
に
さ
坐
す
や
何
を
た
上
く
水
鶏
そ

や
へ
し
け
る
む
く
ら
の
門
の
い
ふ
せ
さ
に
さ
上
す
や
な
に
を
た
上
く
水
鶏
そ

山
家
秋
風
皇
大
后
宮
越
後

〃
〃
秋
風
皇
后
宮
越
前

同山
さ
と
の
賤
の
松
垣
ひ
ま
を
あ
ら
み
い
た
く
な
ふ
き
そ
木
か
ら
し
の
か
せ

山
か
つ
の
し
つ
の
松
か
き
ひ
ま
を
あ
ら
み
い
た
く
な
ふ
き
そ
木
枯
の
風

山
家
秋
暁
頼
家

〃
〃
秋
晩
頼
家

く
れ
ゆ
け
は
あ
さ
ち
か
は
ら
の
虫
の
音
も
お
の
へ
の
し
か
も
聲
た
て
つ
な
り

暮
ゆ
け
は
あ
さ
ち
か
原
の
む
し
の
ね
も
お
の
へ
の
鹿
も
聲
た
て
つ
な
り

山
家
時
雨
永
胤
法
師

〃
〃
時
雨
永
胤

同

※
歌
題
の
下

暁
Ｉ
晩
【
宮
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下

跡
ｌ
後
【
三
】
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内谷内谷 内谷内谷内谷内内谷 内谷内谷 内谷内内谷内谷 内谷内谷

０
４
６
５

０
４
４
２

０
４
６
５

０
４
４
２

０
４
６
７

０
４
４
４

０
４
６
７

０
４
４
４

０
４
６
６

０
４
４
３

０
４
６
６

０
４
４
８

０
４
６
４

０
４
４
１

０
４
４
１

０
４
６
４

０
４
４
１

０
４
６
８

０
４
４
５

０
４
４
５

０
４
６
８

０
４
４
５

０
４
６
８

０
４
４
０

０
４
６
８

０
４
４
０

山
家
客
来
成
助

〃
〃
客
来
成
助

時
雨
す
る
山
ち
ふ
り
は
へ
く
る
人
は
紅
葉
に
あ
か
ぬ
こ
Ｌ
ろ
な
る
ら
ん

時
雨
す
る
山
ち
は
か
り
は
く
る
人
も
紅
葉
に
あ
か
ぬ
心
な
る
ら
ん

山
家
旅
宿
經
信

〃
〃
旅
宿
經
信

後旅
ね
す
る
や
と
は
深
山
に
と
ち
ら
れ
て
ま
さ
き
の
か
つ
ら
く
る
人
も
な
し

た
ひ
れ
す
る
や
と
は
深
山
に
と
ち
ら
れ
て
解
の
か
つ
ら
く
る
人
も
な
し

山
家
冬
夜
俊
頼

〃
〃
冬
夜
俊
頼

ひ
と
り
ぬ
る
や
と
は
ふ
か
き
に
う
つ
も
れ
て
岩
の
か
け
道
跡
た
え
に
け
り

ひ
と
り
ぬ
る
や
と
は
ふ
生
き
に
う
つ
も
れ
て
岩
の
か
け
道
跡
た
え
に
け
り

山
家
霞
俊
綱

〃
〃
醗
俊
綱

後と
ふ
人
も
な
き
あ
し
ふ
き
の
わ
か
や
と
は
ふ
る
あ
ら
れ
さ
へ
を
と
せ
さ
り
け
り

と
ふ
人
も
な
き
あ
し
ふ
き
の
吾
宿
は
ふ
る
あ
ら
れ
さ
へ
を
と
せ
さ
り
け
り

山
家
雪
國
房

〃
〃
雪
藤
国
房

さ
ひ
し
さ
を
い
か
に
せ
よ
と
て
を
か
へ
な
る
な
ら
の
は
し
た
り
み
ゆ
き
ふ
る
覧

さ
ひ
し
さ
を
い
か
に
せ
よ
と
て
を
か
へ
な
る
な
ら
の
は
し
た
り
雪
の
ふ
る
ら
ん

山
家
待
春
良
暹

〃
〃
待
春
良
暹

つ
く
ｊ
、
と
春
を
こ
そ
ま
て
雪
の
う
へ
に
あ
ら
し
ふ
り
し
く
し
か
ら
き
の
さ
と

つ
れ
ノ
、
に

［
野
亭
］

野
亭

ふ
＊
か
き
Ｉ
ふ
イ
【
傍
】
ふ
か

き
Ｉ
ふ
上
き
【
宮
】
【
三
】

※
歌
題
の
下

※
歌
題
の
下
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内谷内谷 内谷 内谷内谷内谷内内谷内谷内内谷内 谷 内内谷 内谷内谷

０
４
７
０

０
４
４
７

０
４
７
０

０
４
４
７

０
４
７
２

０
４
４
９

０
４
４
９

０
４
７
２

０
４
４
９

０
４
７
１

０
４
４
８

０
４
７
１

０
４
４
８

０
４
６
９

０
４
４
６

０
４
４
６

０
４
６
９

０
４
４
６

０
４
７
４

０
４
５
１

０
４
５
１

０
４
７
４

０
４
５
１

０
４
７
８

０
４
５
０

０
４
７
３

０
４
５
０

田
家
秋
興
匡
房

田
家
秋
興
匡
房

秋
く
れ
は
あ
さ
け
の
か
せ
の
て
を
さ
む
み
山
田
の
ひ
こ
を
ま
か
せ
て
そ
き
く

妹
く
れ
は
朝
け
の
風
の
手
を
さ
む
み
山
田
の
ひ
た
に
ま
か
せ
て
そ
き
く

田
家
穐
風
頼
家

〃
〃
妹
風
頼
家

後や
と
ち
か
き
山
田
の
ひ
た
に
て
も
か
け
て
ふ
く
秋
か
せ
に
ま
か
せ
て
そ
見
し

山
ち
か
き
や
ま
田
の
ひ
た
に
て
も
か
け
て
吹
秋
風
に
ま
か
せ
て
そ
き
く

夜
宿
野
亭
教
覚
法
師

夜
宿
野
亭
叡
覚

後こ
よ
ひ
こ
そ
し
か
の
ね
ち
か
く
き
こ
ゆ
な
れ
や
か
て
垣
ね
は
秋
の
上
な
れ
は

今
夜
こ
そ
鹿
の
ね
ち
か
く
き
こ
ゆ
な
れ
や
か
て
か
き
ね
は
妹
の
上
な
れ
は

野
亭
聞
鹿
俊
頼

野
亭
聞
鹿
俊
頼

さ
を
し
か
の
鳴
れ
は
野
へ
に
き
こ
ゆ
れ
は
と
こ
の
物
に
そ
あ
り
け
る

さ
を
し
か
の
な
く
ね
は
堅
へ
に
き
こ
ゆ
れ
と
涙
は
と
こ
の
物
に
そ
あ
り
け
る

田
家
秋
雨
大
相
國

〃
〃
秋
雨
大
政
大
臣

か
り
し
ほ
の
門
田
の
い
ね
の
く
つ
る
ま
て
あ
ま
し
ま
ち
を
る
心
も
と
な
き

か
り
し
ほ
の
門
田
の
い
ね
の
く
つ
る
ま
て
あ
ま
上
待
を
る
心
も
と
な
さ

田
家
老
翁
〈
藤
〉
基
長
く
中
納
言
〉

〃
〃
老
翁

金ま
す
ら
お
は
山
田
の
い
ほ
り
お
ひ
に
け
り
今
い
く
あ
き
に
あ
は
む

ま
す
ら
お
は
山
田
の
い
ほ
に
老
に
け
り
い
ま
い
く
秋
に
あ
は
ん
と
す
ら
ん

［
田
家
］

田
家

き
こ
ゆ
れ
は
ｌ
き
こ
ゆ
れ
と
涙
は

【
宮
】

あ
ま
し
Ｉ
あ
ま
上
【
宮
】
な

き
Ｉ
な
さ
【
宮
】

※
歌
題
の
下

ひ
＊
こ
’
た
【
傍
】
ひ
こ
ｌ
ひ

た
【
三
】

※
歌
題
の
下

垣
ね
ｌ
き
か
れ
【
宮
】

※
歌
題
の
下

い
ほ
り
ｌ
い
ほ
に

む
ｌ
む
と
す
ら
む
戸扁

宮宮
一一
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